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産業データベース委員会中間報告書の作成について

「グローバル化」は冷戦終了後の世界を象徴する言葉 として、これか らの経済や社

会の構造変化 を考える上で特に重要な意味を持 っている。我が国の経済社会では今、

バブルの収束 という国内課題に加え、米国を起点 とする国際的なボーダーレス化の激

しい流れにさ らされ、苦悩の渦中で懸命な努力が続けられてお り、産業界はまさにこ

れ ら双子の課題に対する厳 しい対応をせまられているといえよう。

我が国においても、コンピュータや情報ネッ トワークが経済社会の不可欠な基盤で

あるという認識は疑 う余地のないところであるが、国際的な競争に対応できる十分な

整備がなされているか という視点では、なお多 くの課題 を残 していると言わざるを得

ない。一つは自社の経営改革の手段 として各企業 自身が取 り組むべ き企業内情報化の

整備であ り、業種業態を問わず今後 とも一層の強化を進めな くてはならない。 しか し

同時に企業や業種、さ らには国を越えた情報ネッ トワー クが商取引の重要な手段とな

りつつあ る現在、自社の情報基盤をさらに社外へ拡大 してい くための、システム基盤

の整備が焦眉の急となってきている。

データベースは、電子的利用を可能 とする、人間の知識や経験 ・ノウハ ウの体系的

集積体であ り、産業のみな らず人間社会がコンピュータや情報ネ ットワークを活用す

る場合の最も基本的な要素である。各企業毎の情報システムにおいても、企業内デー

タベースの整備は、情報の必要かつ十分さ、個人や組織を越えて共有する場合の問題

等、なお課題を抱えているケースが少な くない。加 えて企業間 ・産業間の情報ネット

ワークを構築する場合、特に商取引に直結する情報のデータベース化は、技術的 ・構

造的な標準化に加え、 ビジネスに直結するため今後実務の面でも多 くの困難な課題に

直面することになると思われる。すでに電子商取引は、米国を始めグローバルな規模

でその実態を現 しつつあ り、わが国の取 り組みは火急の要件である。

財団法人データベース振興セ ンターでは、このような課題に取 り組むべ く、わが国

産業界で先進的な企業間システムの構築や研究を推進 している企業や業界団体の方々

を委員として、平成10年 度 か ら産業デー タベース委 員会 を組織 し検討を重ねてきた。

勿論まだ問題の本質を探 るまでには至っていないが、今後産業界での情報化の進展を
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見つめながら議論を深め、わが国産業情報化の課題解決にいささかなりとも貢献でき

ることを期待している。

今後とも産業界はじめ各界のご理解とご支援をお願いする次第である。

平成10年5月20日

財団法人データベース振興セ ンター

産業データベース委員会 委員長 伊藤正雄
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[活 動 の概 要]

1.委 員 構 成

委員長

副委員長

委 員

同

同

同

同

同

同

同

藤

庭
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口

野

川

伊

合

井

井

上

圓

岡

正雄

惇

松根

與志昭

圭輔

隆夫

武史

馬場 純夫

堀内 好浩

和田 正倫

(社)日 本情報システム ・ユーザー協会 理事長

静岡大学 情報学部教授

(社)日 本加工食品卸協 会 専務理事

(株)マ イカルシステ ムズ 取締役SO事 業部 長

三井化学(株)シ ス テム部部長補佐

東京工業大学 社会理工学研究科経営工学専攻教授

繊維産業構造改善事業協会 繊維ファッション情報

センター統括研究員

ライオン(株)統 合 システム部主任 部員

(財)国 民経済研究協 会 情 報社 会研究 センター

所長

(社)日 本電機工業会 重電部長兼高度情報化推進

室長

2.開 催 実 績

第1回 平 成9年10月1日(水)

開 催 にあ た り挨 拶(専 務 理 事 、 通産 省 、委 員 長)

平 成8年 度 ユ ー ザ ー 専 門 委 員 会 ・中 間報 告 の課 題 整 理

質 疑 応 答 ・デ ィス カ ッシ ョン
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第2回 平 成9年11月7日(金)

「加 工 食 品 商 品 デ ー タ ベ ー ス セ ン タ ー 」 に つ い て(井 岸 委 員)

「POWERCALS」 へ の 取 り組 み(和 田 委 員)

質 疑 応 答 ・デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

第3回 平 成9年12月11日(木)

日本 のQRと コー ドセ ンタ ー(岡 委 員)

文書 情 報 の 標 準化 －SGMLを め ぐ って 一(堀 内委 員)

質疑 応 答 ・デ ィス カ ッ シ ョ ン

第4回 平 成10年1月9日(金)

グロー バ ル ス タ ンダ ー ドの現 状 と課 題(堀 内委 員)

質疑 応 答 ・デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

第5回 平 成10年2月24日(火)

マ イカ ル グル ー プ の 企 業 間 シス テ ム へ の取 組 み(井 口委 員)

質疑 応 答 ・デ ィス カ ッ シ ョ ン

平成9年 度 産 業 デ ー タ ベ ー ス 委 員 会 中 間 報 告 書 につ いて

第6回 平 成10年3月23日(月)

平 成9年 度 産 業 デ ー タ ベ ー ス 委 員 会 中間 報 告 書 につ いて

3.調 査 研 究 の 視 点

本 委員 会 の 前 身 とな る ユー ザ ー 専 門 委 員 会 は 、平 成6年 度(1994年 度)か ら平 成

8年 度(96年 度)ま で3カ 年 にわ た っ て 開 催 さ れ た 。 ユ ー ザ ー 専 門 委 員 会 委 員 会 で

は、 単 にデ ー タ ベー ス の ユ ーザ ー と して の視 点 か らだ けで は な く、広 く我 が 国 の社

会 全体 の 情 報化 につ いて 議 論 を深 め て い く こ と を基 本 に 、 調 査 研 究 を重 ね た 。

この うち、 初年 度で ある平 成6年 度 は、 デー タベ ー ス のパ ワー ユ ー ザー(企 業 ユー

ザ ー)の 視 点 か ら、 主 に行 政機 関が 保 有 す る様 々 な情 報 の 利用 が 民 間 レベ ル で活 性

化 して い くた め の課 題 につ いて 、議 論 が 行 わ れ 、そ の内 容 に つ い て は 中間 報 告書 に

ま とめ られ て い る。

ま た平 成7年 度 は、 イ ンタ ー ネ ッ トのWebに 見 られ る 新 しい タ イ プの 知識 共 有 の

形態 にっ いて 、 あ る いはCALSやECと い う情 報 化 の新 しい ア プ ロー チ の現 状 につ い

て の プ レゼ ンテ ー シ ョ ンを踏 ま え、 議論 が 行 わ れ た。 この7年 度 の委 員 会 にお いて 、
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重 要 な 検 討 テ ー マ と して 産 業 情 報 化 、特 に個 別企 業 の 枠 組 み を超 え た ネ ッ トワー ク

化 が もた らす 可能 性 や 課 題 、 あ る いはそ う した広 域 企 業 間 シス テ ム にお け るデ ー タ

ベー ス のあ り方 な どに つ いて 、 検 討 を加 え る ことが 必 要 で あ る一 一 との 問 題 意識 が

浮 上 して くる こと と な っ た 。

続 く平 成8年 度 の委 員会 で は 、上 記 のよ うな 問題意 識 を踏 まえて 、 日本 の産 業 界 を

代 表 す る各 業種 にお け る情 報 化 の動 向 をサ ー ベイ し、EDIやEC、CALSに 取 り組 み

始 めた 現 状 を整理 した上 で 、 委 員 に よ る議 論 の 中で 今 後 の 産 業 情報 化 へ 向 け た課 題

を抽 出 しよ う と試 み た 。 この8年 度委 員 会 の報告 書で は、 議論 の 中で 明 らか にな っ た

現 状 に関 す る 整理 を行 うと と も に、今 後 の 議 論へ 向 けた 問 題 提 起 を ま とめ て い る。

な お 、8年 度 ユ ーザ ー 専 門 委 員会 にお け る議 論の 中で 抽 出 され た 、 我 が 国産 業 界 の

情 報 化 の課 題 は大 要 以 下 の よ うに 整理 され て いる。

1)産 業情 報化 のパ ラダイム転換 に関 して

・現在の産業情報化は、ユーザー ・ドリブ ン(主 導)な 形で進 んで お り、最終 的には消費者か ら

企業 まで全体がオー プンな ネッ トワー ク上に繋がる姿を描 くことが できる。

・このパ ラダイムの もとで は、単独 のユーザーだけが自己最適性 を追求す るのではな く、 自身を

含む共 同的な グループ全体の最適化 を模索す ることが重要な条件で ある。情報技術(IT)の 汎用性

や標準性が高 まり、使 いやす くなればな るほ ど、 この傾向はさらに進 むもう。

・こうした流れ に対 応す るため には、個々の企業(業 界)は 従来の情報 システムを全面的 にリス

トラクチ ャ リングする ことが欠かせな い。イ ンターネ ット的な新 しい技術パ ラダイムの台頭が示 し

て いるよ うに、旧来の システムの改善 に拘泥するのではな く、一か ら新 しいシステムを構築 して い

くよ うな 「創造的破壊」が求め られて いる。

・ただ し、現状では産業界はITの 可能性 を本質 的に認識 して いる段階 とは いえず 、経営 レベル=

全社 レベルでITを 媒介 とした変革を指向 している企業 ・業界は一部 に留 まって いる。既存 の組織 形

態や ビジネス慣 習が 「よ く出来て いる」が故に、 「まだ本当 に困 って いる」 と認識 している ところ

は少ない。だが、 こうした現状認識の甘 さはグローバルな環境での情報化の遅れ を招 きかねない。

・現在、産業界は基本的 に各業界を単位 としてEDIやEC/CALSへ の取 り組み を強化 して いるが、

こうした取 り組 みが有効 に機能するためには、 トップ レベルの合意形成 に基づ く推進体 制が必要 と

なる。特 に、標準化 はそ れぞれの業界における中核的な組織 が参加 して率先 しな けれ ばいけない。

2)標 準化のあ り方に関 して

・デ ー タ 交 換 を 行 う相 手 ご と に専 用 の シス テ ム/端 末 をた く さん 揃 え る よ うな 愚(=多 端 木 化 現

象)を どう防 ぐか 、標 準化 とは ま さに こ う した問 題 の解 決策 で あ る。 時 代 の 流れ は 、 独 自規 格 で ユ ー

ザ ー を 囲 い込 む の では な く 、 汎用 性 ・標 準 性 の 高 い技 術 を用 い て 、企 業 と企 業(あ る いは 企 業 と 生

活 者)が シー ム レス に繋 が る方 向 へ と拡 張 して い る。

・だ が 、現 状 のEDI標 準 化 やそ の 他 の デー タ交 換 に関 す る標準 化 の 動 き は 、必 ず し も情 報 シス テ ム

の 利 用 実 態 と連 動 して い るわ けで はな い。 国 内 ・国 際 標 準 と企 業 内の 独 自シ ス テ ム の 間 の トラ ン ス

レー シ ョ ン(変 換)も 進 み つ つ あ るが 、 実 際 に 業 務 に適 用す る際 に は 問題 も多 く 、 円 滑 な 企 業 間 連

携 の 阻 害 要 因 とな って い る。

・本 来 、 標準 化 とは 技 術 や シス テ ム の 問 題 とい うよ り も永 続 的 な 「運 動 」 と捉 え る必 要 が あ り、

EDIやEC/CALSも 同 様 で あ る。 我 が 国 の場 合 、 標準 化 は一般 に 「情 報 シス テ ム構 築 の効 率 化 」 の 問
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題 と して一面的 に捉え られ て いる ことが多 く、情報 システム部門の努 力にのみ任 されて いる場合が

少 な くな い。それが標準化 を遅 らせている一因 となっている。

・また、標準 を 「誰 かが決めて くれた ら自分 も使わせ て もらう」 とい う態度 にも問題がある。 こ

れ に対 して欧米の標準化 は積極 的かっ 自主 的に実 用性 のあるデ ファク ト・スタンダー ドを協同 して

追求 して いこうとい う動 きが強い。 我が国の標準化 も 「他 人任 せ」の姿勢 を見直 し、本当 に使える

標準 を生み出 してい く必要 があろ う。

3)企 業 間連携 に関 して

・脱 ・系列、脱 ・垂直統合 的な企 業間連 携を実現 してい くには、情報 システムの構築に対 する姿

勢や風土その ものを変 える ことが必 要 となる。自己最適化 に重 きを置 いた従来の システム構築の手

法 では、互いの利害 が錯綜 してなかなか先に進まない。異 なる企業が共 に利益 を享受できるよ うな

新 しいシステムを協調 的に作 り上げるための文化 を培 ってい く必要が ある。つ まり、ITの 活用 に関

す る問題意識 を共有 した 「パ ー トナー シップ」の確立が不 可欠であ る。

・広域企業間 システムの場 合、異 なる組織 の間 で共有す べき情報 とそ うではない情報を どのよ う

に切 り分けてい くか、とい う競争 と協調 のバ ランスを考慮す る ことが重要で ある。

・現状では異質な組織文化 が情報環境 を共有 しなが らビジネスを進め るルールづ くりが出来てお

らず 、これが中途半端 なままでは混 乱を起 こし、不必要 なコス トを生む恐れがある。

・情報 システム ・ベンダー の論理 が先行 している こと も、企 業間連携の 円滑な実現を阻害する要

因 とな っている。 これ までベンダー ごとの規格や標準 に従 って システム作 りを余儀 な くされてきた

ユーザーが、特定 ベンダー に依存 しない標準規格 へ対処す る ことが課題 とな る。

4)「 惜 物 一 体 化 」 に 関 して

・ビジネスに関する重要な情報がデジタル化 されネ ッ トワークで交換 され るようになるに従って、

それ と現実の物流 との関係性 をどのよ うにデザ イ ンしてい くかが大きな課題 となる。

・従来は企業間取 引を媒介す る大 きな役割 を担 っていた商 社や卸 といった業態 が、企業同士 が

ネッ トワークで直結す る際にどのよ うな変容を及 ぼしていくのか。 こうした中間セクター には今後、

物 流などのよ うな物理 的プロセスを媒介す るだけではな く、情 報経済 におけ る新たな役割 が求め ら

れ るのではな いか。

5)ワ ー クス タ イ ル(仕 事 の 進 め 方)に 関 して

・IT活 用の効果を左右す る技術的な要素は全体 の20%程 度 に過 ぎず、残 り80%は 組織の仕事 の進

め方 に帰着 している。 この 「仕事 のあ り方 を変 える」部 分が現 状の産業情報化 における最大のネ ッ

クの一つである。

・これまで我が国の産業界は作 業標準 や3Sと いった欧米的な標準化 された仕事の仕組みの上に、

TQCやTPMやJITと いった全員参加による改善 とい う仕事のツールを用 いたマネジメン トス タイルを

確立できたことが強みであった。現在では、 ここによ り広 い演繹的な枠組みを導入する必要がある。

・何事 も人間関係 をベー スに動 いている 日本の企 業社 会は 「全員参加」型の経営風土の中で これ

まで有効に機能 してきたが 、ITを 活用 して徹底 した ビジネスス ピー ドの向上を図 らねば、国際的な

競争 力は衰退 しかね ない。

・例えば、 これまで高品質 のモ ノづく りを誇 ってきた 日本 の産業界 を支えてきたブルーカ ラーの

知識や経験をど う継承す るか という課題。属 人的 な 「暗黙知 」 として蓄積 されているベテ ラン作業

者 の経験 や ノウハウを新 しい世代へ と継承す る仕組 みを作 る ことがで きなければ、 日本の産業界は

内側か ら大きな危機 にさ らされ る。 こ うした部分 をデジタル化 す る試みが必要ではな いのか。
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・ITの 可能性を十分 に引き出せ るよ うな仕事 を可能にするためには、 ワーカーへの教育 ・訓練 や

管 理 ・評価の システム もそれ に応 じて 改めていくべ き。 日本企業のほ とん どでは 「仕事 の進 め方」

につ いての明確なマニ ュアルが存在 しない。 業務 プロセスが標準化 されて いな いため 、組織 の中の

個人は暗黙知の世界で仕事 をただ 「身体 で覚 える」 ほかない。ITを 活用 した産業変革が真 に効果 を

上 げるには、組織 の中で の個人 の役割 や能力、あるいはコ ミュニケー ション ・スキルが よ り明確 に

問われ ている。

6)情 報の構造化 ・共有 に関 して

・日本的 な ビジネススタイルの利点 を今後 も活か していくには、標準化 され構造化 された仕事 の

進 め方をプ ラッ トフォーム(土 台)と して確立する ことが欠かせな い条件であ る。

・コ ンピュー タに渡す 仕事 と、人の領域に残す仕事 を、 どのよ うに切 り分け るか、それが情報 の

構造化 にほかな らず、その切 り分けるべ き仕事の内容 が決 まって初めてITの 出番 とな る。欧米型の

企業文 化の中には、 こうした 「仕 事の プロセスにお ける情報の構造化、標準化」 に対す る明確 な思

想 ・手法が存在す るが、 まだ我が国には何 もないに等 しい。

・異なる企業組織 の間で、いかにして有益な情報 を融通 しあい共有するか。そのためには 「文化」

の異なる組織 間で共通 に活用できる情報の構造化 の手法を模索す ることが不可欠であ る。

一 一 上 記 の よ うな 問題 点 の 整 理 を踏 ま え 、 さ らな る活 発 な 議 論 と調 査 研 究 に よ

り、 新 た なパ ラダ イ ム へ の 転換 を 迎 えて いる産 業 情 報化 の望 ま しい方 向 性 と具 体 的

な対 応 策 につ いて検 討 す る こと を 目的 と して 、平 成9年 度 か らは委 員 会 の 名称 を 「産

業 デ ー タ ベー ス 委 員 会 」 と議論 の実 態 に即 した もの に 改 め 、 本委 員 会 が 発 足 す る こ

と とな った 。

調 査研 究 の進 め 方 と して は 、平 成8年 度 のユ ーザー 専 門 委 員会 で取 り上 げ られ た我

が 国産 業界 の代 表 的 な 業 種 ・業 界 にお け る情 報 化 の 先 進 的 事 例 につ いて 、(今 後 の

新 た な議 論 へ と繋 げ る上 で の 「復 習 」 の 意 味 あ い も込 め て)さ らに検 証 を重 ね 、 そ

こか ら導 き だ され る 各種 の 問題 点 な どにつ いて 討議 した 。

特 に、 中心 的 な議 題 とな っ た の は、8年 度 ユ ーザー 専 門 委 員会 にお け る議 論 と同様

に 、 異 な る企 業 ・業 種 間 にお け る 円 滑で 効 率 的な デ ー タ 交 換 の た め の標 準 規 格 の あ

り方(と りわ け商 品 コー ドな ど、 デ ー タ記 述 形式 の 標 準 化 に つ いて)や 、 具 体 的な

企 業 間連 携 シス テ ム を構 築 ・運 用 して い く際 の 問題 点 や 今 後 の 可能 性 につ いて 、で

あ る。

またそ こか ら、 委 員 によ る 議論 は 、産 業 情 報化 の 分 野 で は 世 界 を圧 倒 的 に リー ド

して い る米 国 のEDI/CALS/ECへ の取 り組 み をサ ー ベ イ し、 そ の根 底 にあ る 哲 学や

行 動原 理 、そ して 「グ ロー バル ス タ ンダー ド」 へ の 対 応 の 重 要性 と い った 話 題 へ と

深化 して い く こ と とな った 。

本 報告 書 で は 、6回 にわ た った 本 委 員会 での 各委 員 に よ る レクチ ャー記 録 を再 編集

す る形 で 、我 が 国 にお ける 企業 間 連 携 シス テム の現 状 を概 観 した(第2章)ほ か 、特
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に 中心 的議 題 とな った 、 グ ロー バ ル ス タ ン ダー ドの 形 成 が 進 展す る 中で の 我 が 国産

業 の 情報化 の 問題点 の整 理 を行 った(第3章)。 加 えて 、 これ ら議論 の前提 とな る基

本 認 識 と して 、産 業 情 報 化 が現 在 どの よ うな パ ラダ イ ム(枠 組み)の も とで進 展 し

っ っ あ るの か 、そ の 中 で デ ー タベ ー スが どの よ うな位 置 づ け を 占 め る こ とに な るの

か 、 とい っ た考 察 を第1章 に ま とめ た 。
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第1章

産 業 情 報 化 の新 潮 流 とデ ータ ベ ース





第1章 産 業情報化 の新潮流 とデータベ ース

1-1デ ジ タ ル 情 報 社 会 の 形 成

1-1-1現 状 認 識

既 に20世 紀 も残 す と ころ3年 足 らず と な っ た現 在 、 地球 社 会 の趨 勢 は コ ン ピ ュー

タ とデ ジ タル 通 信 網 を技 術 的 な 基 盤 とす るデ ジタル 情 報 社 会 と して の 様 相 を 呈 しつ

つ あ る。 だ が 、我 が 国 の 現 状 を見 る 限 り、急 速 に進 む 情 報 技 術 の イ ノベ ー シ ョ ン と

は 裏 腹 に、 我 が 国 の産 業 ・経 済 の活 力や 競 争 力の 低 下 が 叫 ば れ て 久 しい。

最 近 の マ ス メデ ィ ア の論 調 を見 て も 、 目前 に迫 った21世 紀 を楽 観 視 す る ど こ ろ

か 、 日本 経 済 の 没 落 が 避 け られ な い も の で あ る、 とす る 見 方 は 珍 しい も の で は な

い。現 在 の停 滞 は 、80年 代 のバ ブル経 済 崩壊 か ら続 く、単 な る 景 気 循環 のサ イ クル

の 一 部 な どで は な く 、 よ り大 き な 社 会 的変 動 を前 に した 、 旧来 の 社 会 シス テ ム の

「軋 み 」 を意 味 して い る こ とが 、 次第 に多 くの 人 々 の共 通 認識 に な っ て き て い る と

い え るだ ろ う。

今 や 、 産 業 界 に と っ て は 、 この 極 め て 閉塞 的 な 事 態 をた だ 悲 観 的 に 捉 え る 以 上

に、 旧来 の シ ステ ム の 「創 造 的 破 壊」 そ して 再 創造 を 目指 す ビジ ョ ンを 早急 に 打 ち

立 て 、 具体 的 な企 て を 開始 しな けれ ばな らな い時期 に差 しか か っ て い る。 世 界 経 済

の動 き は 、我 が 国 の歩 み を待 って くれ る ほ ど甘 くはな い。90年 代 に 入 っ て競 争 力 を

取 り戻 した ア メ リカ 合 衆 国 や 急 速 な発 展 を遂 げつつ あ る アジ ア 諸 国 と の競 争 は ます

ます 激 しさ を増 し、 マ ー ケ ッ トの 拡散 と多 様 化 、製 品 の多 様化 や ライ フサ イ ク ル の

短 縮 な ど、す で に産 業 界 の革 新 を促 しつ つ あ る環 境 変 化 の 傾 向 は さ らに強 ま っ て い

くだ ろ う。

産 業 ・経 済 の起 死 回 生 へ 向 けた 希望 を見 い出せ る とす れ ば 、そ れ は今 の と ころ 、

情 報 技術 の積 極 的 な 活 用 と、 そ れ をテ コ に した 組織 構 造 、 ビジ ネ ス モ デ ルや ワ ー ク

ス タ イ ル の全 面 的 か つ 絶 え間 な い革新 以 外 には あ りえな い筈 で あ る。 確 か に 、 我 が

国 お いて も既 に60年 代 以 来 、企 業 経営 の様 々 な分 野 で コ ン ピュ ー タ の活 用 が積 極 的

に進 め られ 、70年 代 か ら80年 代 の 前半 にか けて は、特 に製造 業 を中 心 と して世 界的

な レベル に見 て も先 進 的 な 成 果 を上 げて きた 。 しか し、 情 報 技術 の 分 野 に お い て は

旧来 の情 報 化 のパ ラダ イ ム を過 去 の遺 物 と して しま うよ うな 、急 激 な革 新 の 嵐 が 吹

き荒 れ て お り、 次 世 代 を指 向 した経 済 や 産 業 の新 しい形 が 具体 化 し始 め て い る 。

1-1-2デ ジ タル 社 会 の 基 盤=イ ンタ ー ネ ッ トを 中 心 と した 変 革

70年 代 半 ば に 出現 したマ イ ク ロプ ロセ ッサ が可 能 に したパ ー ソ ナ ル ・コ ン ピュ ー

タ と、60年 代 末 に原 型 が誕 生 した イ ン ター ネ ッ ト、 この2つ の技 術 要 素 を活 用 した

新 しい コ ミ ュニ ケ ー シ ョン環 境 は 、 旧来 の メ イ ンフ レー ム を頂点 とす る 産 業 情 報 化
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のパ ラダ イ ム を大 き く変 革 しよ うと して いる。90年 代 以 降 の イ ンター ネ ッ トの急 速

な社 会化 の 以 前 と以 後 で は 、産 業 界 を取 り巻 く情報 環 境 は一 変 して しま った 。 イ ン

タ ー ネ ッ トは 、全 く新 た な 情 報 環 境 を産 業 界 に もた らそ う と して い る。

自律分 散 的 で 巨大 な コ ン ピュー タ通 信網 と して の イ ンター ネ ッ トは 、地 球 規 模 の

社 会 ・経 済 シ ステ ム に組 み込 まれ 、21世 紀 にお け る必 須 の イ ンフ ラス トラ クチ ャ ー

とな る ことは 間違 いな い。 これ まで にネ ッ トワー ク化 の進 展 に伴 う情 報 シス テ ム の

相 互 接続 性 や操 作 性 の標 準 化 へ の 強 い要請 が な され 、 国 も産 業 界 も精 力的 に取 り組

ん で き た が 、TCP/IPを ベ ー ス と した 極 め て オ ー プ ン な 情 報 環 境 で あ る イ ン タ ー

ネ ッ トは 、従 来 の 情報 シス テ ム の 相 互 接続 性 や 標 準 化 され た デ ー タ交 換 規 格 の取 り

組 み を巻 き込 み 融 合 させ な が ら、 極 め て安 上 が りで 効 果 的 な 企 業情 報 シス テ ム の基

盤 を 形成 しよ う と して い る。

現 在 の イ ンタ ー ネ ッ トが 、 セ キ ュ リテ ィ の 問題 や 通 信 品 質 、 信 頼 性 の面 に お い

て 、 従来 の 垂 直統 合 型 で ク ロー ズ ド(あ る い はセ ミ ・ク ロー ズ ド)な 情 報 シ ステ ム

に比 べて 劣 って い る、 と い う見 方 も確 か に あ る。 だ が 、WorldWideWeb(以 下 、

Web)の 普 及が90年 代 以 前 に は誰 も予想 しえ な か っ た よ う に、高 品 質 ・高信頼 を必

要 とす る企 業 間(あ る い は 企 業 一 消 費 者 間)の 広 範 な ビジ ネ ス を 支 え る情 報 環 境

が 、 イ ンタ ー ネ ッ ト型 のイ ン フ ラ上 には 成 立 で き な い と考 え る の は、 余 りに近 視 眼

的 で あ る。

む しろ 、 これ だけ の規 模 で 利用 者 を増 や し続 け、"DogYear"と 言 わ れ る よ うに数

カ 月 サイ クル の高 速度 で技 術 革 新 が 進 行 す る イ ンタ ー ネ ッ トの状 況 を見 るな らば 、

そ れ が確 固 た る ビジ ネ ス の基 盤 と して 機 能す る た め に有 効 な 技 術 や そ の応 用 形 態 が

開発 ・実証 され 、浸 透 して い く一 一 と理 解 す る のが 自然 で あ り、 そ の到 来 が 意 外 に

近 い こと も確 実 で あ ろ う。

例 えば 、企 業 内 に汎 用 的 なイ ン ター ネ ッ ト技 術 を応 用 した 情 報 環境 を築 くイ ン ト

ラネ ッ ト、 ある い は最 近 の傾 向で あ るエ クス トラネ ッ ト(イ ン トラネ ッ トの 企 業 間

接 続)[注]へ の関 心 の 高 ま りは、 企 業 同士 が 組織 の壁 を超 えて 直 接 ネ ッ トワー ク化

され 、従 来 よ り遥 か に柔軟 で 迅 速 な コ ラボ レー テ ィブ(協 調 的)な ビジネ ス ス タイ

ル を 生み 出 す可 能 性 が 出て きて い る ことへ の 期 待 だ と考 え られ る。 合 衆 国 の産 業 界

が 活 力 を取 り戻 した の も 、 こ う した 新 しい 情 報 環 境 の 力 に よ る もの が 大 き い 。 無

論 、そ れ だ けが 企 業情 報 シス テ ム の進 化 の シナ リオ で は な い だ ろ うが 、 現 時点 で 極

め て有 望 な モ デ ル とな っ て い る こ と は言 うま で もな い。

いず れ に しろ、 今後 の産 業 情 報 化 を考 え る場 合 、 イ ンタ ー ネ ッ トに体 現 され て い

るよ うな 「オ ー プ ン」 で標 準的 な 技 術 ・応 用 形 態 を用 い た ネ ッ トワー ク環 境が 前 提

とな る時 代 が到 来 しっ つ あ る 。

[注]

● ケ ース スタデ ィ:

エ クス トラネッ トの大規模実験
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米国の およそ30の 民 間企業、政府機関などがサポー トする非営利 コンソーシアムで あるlnfoTESTInterna-

tional(http://www.infotest.com)で は、大規模なエクス トラネッ トの実証実験を進めている。イ ンターネ ッ

ト技術 をペ ース とした開 かれ たネ ッ トワークを全面的 に用 いて、企業 間の壁 を乗 り越え た情報 システ ム製造業

の国際競争 力を向上 させ る ことを 目的 としている。

この プロジェク トは、拡張製品実現化(EnhancedProductRealization=EPR)と 呼 ばれてお り、 目標は1)

安 全 な情報共有 システムの実証2)様 々な異機種プラッ トフォーム上 に分散す る複雑な構造 の情報を有効活用

す る3)ユ ーザ ー自身がEPR評 価 するための評価基 準の設 定一一の3点 である。lnfoTESTに 参加 している組

織 には、ベイ ・ネ ッ トワークス、キャタピラー、DEC、IBM、 ヒューズ ・エ レク トロニクス、HP、NCR、 ス プ

リン ト、T|や 連 邦郵便 サー ビスな ど多数にのぼるが 、具体的ななテス トベ ッ ドに選ばれ たのはキャタ ピラー社

である。実験 の内容は、従来7カ 月かかって いた製品設計変更をわずか5日 間で行 うとい うシミュレー ションで

あ る。 シナ リオ は次 の通 りである。

・第1日 一一顧客 からの要請:朝 、顧客か らデ ィーラーにファクスと電話で、 同社のチャ レンジャー ・トラク

ターの土質 に合わせた部 品変更依頼が来る。デ ィーラーは同社の地域担当者 にファクス を転送 し、担 当者はた

だち に同社の農業支援部 門にインターネ ッ トで連絡する。チ ャレンジャー ・グルー プ ・リーダー は、世界 に散

在 して いる メンバー に電子 メールや留守番電話な どで午後遅 く電子会議を行 うと通告す る。キ ャタピラー情報

システム に リーダー は、 プロジェク ト関連 ファイルをすべて保管す るフォルダ ーを作る。チ ームの全 員はこの

フ ォルダー にア クセスで きる。チ ーム ・リーダ ーは、エ ンジニア リング、製造 、経理、製品支援 、供給な どの

関係部門を集めて電子会議 を行 う。既存の情報 を見て、それぞれの部門 に特定の仕事を割 り当て 、スケジュー

ルを決めて、翌 日の電子会議の時間を決め、デ ィーラーに以 上の経過 を伝える。 リーダ ーはイ ンターネッ トで

顧客の地域の土質 を調査 する。

・第2日 一一調査開始:翌 日は電子会議で始ま り、状況と対策について見直 して顧客の要請 に答え る方法につ

いて重要な決定を行 う。チ ーム ・リーダーはそれぞれのメンバ ーに仕事を割 り当て、 ワー クフロー ・プランを

改訂す る。その 日の終わ りに再び電子会議を開催 して設計案と製造 リスク について討議 し、コス トとスケジュー

ルについて見直す。

・第3日 一一エ ンジニア リング:第2日 の夜 中
、キ ャタ ピラーの鋳物サ プライヤー は要請のあ った変更部 品を

提供で きるかど うかをスタ ッフに確認 してお り、詳細 をチ ームに伝える。チームは このデータを付 け加えて、

設計変 更案を検 討する。電子会議で設計チームは、いくつか の設計案を提出する。決定はチーム全体で行 い、

会議終 了後 、 リーダーはすべての情報がフ ォルダーに入って いることを確認 して、 ワークフ ロー を改訂す る。

・第4日 一一最終決定:チ ーム ・メンバーは電子 メールによって連絡 をとりなが ら
、変更 とワー クフローを最

終決定する。 リーダーは合意を見た ワーク ・プラン作成を管理 しなが ら、サプライヤーに鋳込みの指示 をする。

・第5日 一一出荷=サ プライヤーはキ ャタ ピラーに鋳物部 品を持ち込み
、そ こで機械仕 上げ を行 い、ディー

ラーが顧客 のチャ レンジャーに装着できるよ うに出荷す る。

この実験で検証され ているような、企業情報 システムの イン トラネ ッ ト/エ クス トラネ ッ トへの急速なシフ ト

は、一体何 を意 味するのか。

インターネ ッ トの中に仮想 的にプライベー ト網を形成することの利点は、 ビジネスの進展の度合 いに応 じて、

様々な組織 ・個人 との 間で臨機応変にパ ー トナーシップを組む ことができる、ということであろ う。つま り、

ネ ッ トワー クに繋が って いるあ らゆる組織 ・個 人が潜在的なパー トナーにな りうる可能性 である。それは、い

わゆる 「バ ーチ ャル ・コーポ レー ション」を現実の ものとする。

また、TCP/IPやHTMLHTTP、Javaと い ったオープ ン ・スタンダー ドの組み合わせ によって構築 されるエ

クス トラネ ッ トは、従来の専用線やVANや 特 定のコンピュータ ・アーキテ クチ ャで作 られた企業情報 システ ム

に比べ、費用対効果の面 で遥か に優位性 を持 っていることも大きな メ リッ トである。

こ うしたイ ン トラネ ッ ト～エ クス トラネ ッ トの流れの中では、もはや 、情報 システ ムや技術 の独 自性 を競 う

ことはナ ンセ ンスであ り、 クローズ ドな独自システムに拘泥することは足枷にすらな っていく恐れがある。ユ ー

ザーにとっては標準 という大 きな プラッ トフォーム にまず準拠すること、そ してその上で様 々な既 存技 術を最

適な 形でア レンジする ことが 、企業内(あ るいは企業間)シ ステム構築を考える上での重要な視点 となる。

従 って 、 ビジネス主体 にとっての情報システムの価値 とは、システムのハー ドウェア的な独 自性 や特 異性な

ので はな く、その運用法やそれ を活用するワークスタイル 、あるいはその上 に発現される知的創造性 といった

無形 的な価値 にほかな らな いわ けであ る。
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1-2デ ジ タ ル 経 済 の 台 頭

、

1-2-1日 米 共 通 認 識 と し て の 「デ ジ タ ル 経 済 」

さ て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト上 で のEC(electroniccommerce)やCALS、 あ る い は

EDIな ど が 徐 々 に 普 及 台 頭 して い く に 伴 い 、 従 来 の 経 済 活 動 と は 全 く異 な る 様 相 を

も っ た 「デ ジ タ ル 経 済 」 と で も い う べ き 領 域 が 拡 張 して い く こ と に な る だ ろ う 。

例 え ば 、 通 産 省 で は こ の デ ジ タ ル 経 済 の 特 色 と し て 、 次 の よ う な 点 を 指 摘 して い

る(以 下 は 、97年5月 に 発 表 さ れ た 「デ ジ タ ル 経 済 の 時 代 に 向 け て ～21世 紀 の 日

本 経 済 の 飛 躍 と 世 界 経 済 の 発 展 の た め に ～ 」 よ り)。

1:ヒ ト、 モ ノ 、 カ ネ 等 の 物 理 的 な 移 動 を 伴 わ な い 経 済 活 動 が 可 能 と な り、 経 済

活 動 の グ ロ ー バ ル 化 が 急 激 に 進 展 す る 。

(→ 経 済 の グ ロ ー バ ル 化 へ の 対 応 が よ り一 層 急 務 と な る)

2:電 子 的 手 段 に よ っ て 契 約 、 価 値 の 移 動 、 財 産 の 蓄 積 が 行 わ れ る よ う に な る 。

(→ 人 々 が そ う し た 新 た な 形 で の 経 済 活 動 を 安 心 し て 行 う た め に は 、 そ の 安 全

性 、 信 頼 性 の 確 保 が 必 要 と な る)

3:「 デ ジ タ ル 経 済 」 の 基 盤 と な る 情 報 技 術 は 急 速 な 発 展 を 続 け 、 そ の た め 経 済

活 動 の 在 り 方 自体 の 変 化 も 激 し く な る 。

(→ そ う し た 変 化 に 後 れ を と らな い よ う 、 経 済 の ル ー ル を 迅 速 か つ 柔 軟 に 構 築

す る 必 要 が あ る)

4:電 子 商 取 引 が 広 く普 及 し、 国 民 生 活 の 隅 々 ま で デ ジ タ ル 情 報 が 行 き 渡 る よ

う に な る 。

(→ 国 民 の 電 子 商 取 引 へ の 参 加 に 障 害 が 生 じ な い よ う 配 慮 す る 必 要 が あ る 。 ま

た 、 個 人 情 報 保 護 の 観 点 も 重 要)

ま た 、 米 国 政 府 が98年4月 に 発 表 し たECに 関 す る 報 告 書 は 、 題 名 を 「台 頭 す る デ

ジ タ ル 経 済(EmergingDigitalEconomy)」 と い い 、 奇 し く も 日 米 両 国 が デ ジ タ

ル 経 済 と い う 呼 び 名 で 次 世 代 の 経 済 社 会 を 予 見 し て い る こ と に な る 。 米 国 政 府 の

「台 頭 す る デ ジ タ ル 経 済 」 報 告 書 で は 、 イ ン タ ー ネ ッ トの 成 長 や そ の 上 で の 商 取 引

の 進 展 に 関 す る 具 体 的 な 数 値 を 列 挙 し つ つ 、 米 国 経 済 が 情 報 技 術(IT)を 媒 介 と し

た 大 い な る 成 長 過 程 に あ る こ と を 高 ら か に 宣 言 して い る[注]。

[注]

●TheEmergingDigitalEconomyReport

(exeCutiveSummary)

http//www.ecommerCe.gov/emerging.htm

*TheDlgltalRevoiution .

inrecentyears,theU.S.economyhasperformedbeyondmostexpectat|ons.Ashrinkingbudgetdeficit,low
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旧terestrates,astab|emacroeconomicenvironment,expandinginternationaltradewithfewerbarriers,and

effectiveprivatesectormanagementareal|creditedwithplayingarote.Whilethefulleconomicimpactof

informationtechno|ogycannotyetbepreciselyevaluated,itsimpacthasbeensignificant.

*BuildingOutthelnternet:

Whereadvancesintelecommunicationsandcomputinglargelyoccurredside-by-sideinthepast,today,

theyconvergeinthelnternet.Soon,virtuallyallinformationtechnotogyinvestmentwiltbepartofinterlinked

communicationssystems,whetherinternaltoabusiness,betweenbusinesses,betweenindividualsandbusi-

nesses,orindividualtoindividual.

*E|ectronicCommerceBetweenBusinesses=

lnternetcommerceisgrowingfastestamongbusinesses.Businessesusethelnternettolowerpurchasing

costs,reduceinventoriesandcycletimes,providemoreefficientandeffectivecustomerservice,lowersales

andmarketingcosts,andrealizenewsa|esopportunities.

*DigitalDeliveryofGoodsandServices:

Softwareprograms,newspapers,airlineticketsandmusicCDsnotongerneedtobepackagedanddetiv-

eredtostores,homesornewskiosks.Theycanbedeliveredelectronicallyoverthelnternet.

*Retai|SaleofTangibleGoods: ,

lncreasingdemandsonleisuretimeahdtheimprovementofovernightandsecond-daydeliveryservices

thatspurredthegrowthofcata|ogshoppinginthe1980sand1990sarenowleadingpeopletoshopoverthe

lnternet.

*ChallengesAhead:

ITandelectroniccommercecanbeexpectedtodriveeconomicgrowthformanyyearstocome .Torealize

thispotential,however,theprivatesectorandgovernmentsfaceanumberofchallenges.

1-2-2 デジタル経済環境下での企業活動

マ ク ロ.的な環 境 と して のデ ジタル 経 済 が 台 頭す る に伴 い、 そ の 中 で企 業 は具 体 的

に どの よ うに活 動 して い く こ とに な る のか 。現 時 点 で は まだ 見 え に くい こ と も多 い

が 、 例 え ば 次 の よ うな 主 張 は示 唆 的 で あ る。

ハ ー バ ー ド ・ビ ジネ ス ・ス クー ル の レイ ポー トとス ビオ ク ラの両 教 授 に よれ ば 、

イ ン ター ネ ッ トな どの 情 報環 境 を活 用 す る こと に よ り、 従 来 は企 業が 市 場 へ 商 品 を

投 入 す る 際 に必 要 と して い た 一 連 の プ ロセ ス(価 値 連 鎖)を 、 バ ー チ ャ ル(仮 想

的)に 補 完 す る こ とが で き 、市 場 対 応 の 俊敏 性(ア ジ リテ ィ)や 新 規 の市 場 そ の も

の を獲 得 で き る よ うに な る 。

バ ー チ ャル な価 値連 鎖 が機 能 す る デ ジタル 経 済 時代 の事 業 活 動 に は、 次 の よ うな

特 徴 が 見 られ る。

1デ ジ タル 資 産 は物 理 的 な 資 産 と は異 な り、 「使 い切 る」 ことが な い。 デ ジ タ

ル 資 産 を活 用 して 価 値 を創 造 す る企 業 は 、潜 在 的 に は無 限 の 取 引 によ って 無 限 の 収

益 を あ げ る こ とが 可 能 で あ り、業 界 内 の競 合 関 係 を一 変 させ る可 能性 を 持 つ 。

19



2:新 しい規 模 の経 済性

バー チ ャル な価 値 連 鎖 は、 規 模 の経 済性 とい う従 来 の産 業 経 済 の 法則 を覆 す 可能

性 を持 つ。 既 に大企 業 に よ る支 配 が 決 定 的 に見 え る市 場 にお いて も、 小規 模 企 業 が

全 く異 な るア プ ロー チ で 安 く高 品 質 な製 品 を投 入 す る こ とが可 能 とな る。

3:新 しい 範 囲 の 経 済 性

多 くの企 業 が 異 な る領 域 を横 断 しなが らバ ー チ ャル な価 値 連 鎖 を機 能 させ て い く

こ とに よ り、規 模 の経 済 性 と同様 に 、範 囲 の 経 済性 もそ の定 義 を根 本 か ら変 え る こ

と を余 儀 無 く され る。

4:取 引 コス トの 圧 縮

バ ー チ ャル な価 値 連 鎖 に沿 っ た取 引 コス トは、 物 質 的 な価 値 連 鎖 によ るそ れ に比

べ て低 く、 しか も 次 第 に(急 激 に)低 下 し続 け る こ とに な る 。

5:需 要 と供 給 の再 均 衡

以 上4つ の特 徴 が 複 合的 に作 用 す る ことに よ り、 ビジ ネス の世 界 で は供給 サ イ ドか

ら需 要 サ イ ドへ と市 場 の重 心 が 移 動 して い く。 デ ジタ ル 情報 環 境 の も とで 企 業 が市

場 に 関す る情 報 を 収集 し、バ ー チ ャル な価 値 連 鎖 を作 動 させ る よ う にな る と、企 業

は 単 に 製品 や サ ー ビス を提 供 す るだ け で は な く、 顧 客 の 要 求 を よ り敏 感 に感 知 し迅

速 に対 応 す る機 会 が 増 大 す る 。

1-2-3企 業 活 動 の価 値 の源 泉 と して の知 識

前 項 に あ る よ う に、 デ ジタル 経 済 の も とで物 的 な資 産 に代 わ って よ り重 要 な価 値

を増 して い くの が 情 報 ・知 識 と い うデ ジ タ ル 化 され た 資 産 で あ る 。

もは や 、た とえ 製 造 業 の よ うな 物 理 的 な製 品 を 生産 し提 供 す る産 業 で あ って も、

市 場 で の価 値 を産 み 出 す の は、 市 場 や顧 客 、取 引 先 、協 調 ・競 合す る他 企 業 な ど と

の 「関 係性 」 を と り結 ぶ こ と一 一 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンそ の もの で あ り、そ の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ンの 前 提 とな る知 識 にほ か な らな い。

実 際 、 あ る製 品 が 市 場 にお いて 価 値 を評 価 され る の は 、単 にそ の物 理 的 な機 能 や

形 状 ば か りで は な く 、 そ の 製 品 に込 め られ た 情 報 的 価 値 一 一 コ ンセ プ ト、 デ ザ イ

ン、 企 業文 化_.等 々一 一 で あ り、 そ の 生産 過 程 にお いて いか に情 報 的価 値 を製 品 に

盛 り込 む か が肝 要 で あ る。 つ ま り、ハ ー ドウ ェア の 製 造 業 で あ って も、 今 や そ の実

態 にお いて は ソ フ トウ ェ アや サ ー ビス の領 域 す ら融 合 させ た 、新 しい業 態 へ と シ フ

トして い る ので あ る。

例 え ば、 企 業 と そ の顧 客 と い う市場 にお け る最 も基 本 的な 関 係性 に着 目 して み て
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も、 情 報技 術 の 浸 透 に伴 い、 そ の 関係 性 は大 き く変化 しよ う と して い る 。 もは や 、

企 業 に と っ て 顧 客 は 商 品 や サ ー ビス を 送 り届 け る だ け の 存 在 で は な くな りつ つ あ

る。 生 活者 は 、経 済 シ ステ ム の 中 で企 業 と も に共 生進 化 す る 重 要 な存 在 とな っ て い

る と い え る。

企 業 と顧 客=生 活 者 の新 しい 関係 性 を象 徴 す る キー ワー ドの一 つ が 、共 生で あ ろ

う。 「共 生(Symbiosis)」 は元 来 は 生態 学 の 用 語で あ り、最 近 で は産 業 社 会 にお

け る新 た なパ ラ ダ イム と して注 目を浴 び て いる が 、 こ こで 重要 な の は 「顧 客 と の共

生 進 化」 と い う視 点 で あ る。企 業 は製 品 や サ ー ビス を一 方 向的 に提 供 す る こ と を通

じて 顧客 を 「教 化 」 して きたが 、今 日で は 逆 に顧 客=生 活者 の側 が 企 業 を教 育 し変

革 して い く状 況 にな って いる ので はな いだ ろ うか 。 そ して場 合 によ って は、 顧 客 の

側 が 今 ま で 以 上 に 責 任 を 持 っ て 経 済 シス テ ム に 参 与 して い く必 要 が 出 て く る だ ろ

う。そ う した 意 味 で は 、 もはや 誰 が 顧 客 か とい う区分 は 曖昧 にな って い くの で は な

い だ ろ うか 。 以 下 の よ うな 指 摘 も既 にな され て い る。

「顧 客 は企 業 によ って 訓練 ・教 育 され 、 そ して 企 業 も顧客 に よ って 訓 練 ・教 育 され

る こ とにな る。 ネ ッ トワー ク文 化 の な か で の製 品 はア ップデ ー ト可 能 な フ ラ ンチ ャ

イ ズ方 式 を とる こ とに な るだ ろ う。 そ して顧 客 の使 用 に よ る継 続 的 な 改 良 にお い て

共 に発 展 して い く。 ソ フ トウ ェア の ア ップデ ー トとユ ーザ ー 登 録 を考 え て み て もい

い。 企 業 は共 に共 進 化 す る顧 客 の ク ラブ や ユー ザ ー グル ー プ と同 義 とな る」

一 －KevinKelly"NetworkEconomy
,NetworkCulture"(1994)

中で も、 ワ ン ・トゥ ・ワ ン ・マー ケテ は狭 義 の マ ー ケテ ィ ング の枠 を超 え、 企 業

と顧 客 の対 話 的 ・情 報的 関 係性 に も とつ く新 しい生産/流 通 のパ ラダ イム を体 現 した

もの とい え る。 この コ ンセ プ トの根 底 に あ るの は 、"BuyOneMakeOne"(一 個 売

れ た ら一個 作 る こと)。 従 来 の マ ス プ ロ発 想 が ま ず何 よ りも生産 者 側 の論 理 を大 前

提 と して いた の に対 して 、 ワ ン ・トゥ ・ワ ン で は顧 客 の購 買行 為 に関す る情 報 に基

づ い て 、物 流 や 製 造 の 側 が即 座 に対 応 す る こ とに な る。 そ の核 とな る のが 、 企 業 と

顧 客 の対 話 の ベ ー ス で あ る知 識 の蓄 積=デ ー タ ベ ー スや 、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョンの た

め の イ ンフ ラで あ る こ とは 言 う まで もな い。

1-2-4変 容 す る デ ー タ ベ ー ス 像

この よ うに 、 こ う した 新 しい時 代 の 産 業 にお け る知識 の創 造 に とっ て デ ー タ ベ ー

ス が 果 た す 役 割 は従 来 以 上 に極 め て 大 き な ものが あ る。

コ ン ピュ ー タ の 中で デ ー タベ ー ス とい う概 念 が 生 まれ た の は 、IBMシ ス テ ム360

が 出現 した 時 で あ り、 そ れ ま で仕 事 を実 行 す る プ ログ ラム とデー タが 混 在 して いた

状 況 か ら分 か れ て デ ー タ が 切 り出 され 、 「デ ー タ の基 地 」 と呼 ば れ る よ う に な っ

た 。

そ の 時 以 来 、 情 報化 の基 本 は、 必 要 情 報 をデ ー タベ ー ス と して 構 築 す る こ と と、
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そ の加 工 ・利 用 の環 境 を適 正 に 整備 す る こ とに あ る。 コ ン ピュー タが 企 業 経 営 の場

に導 入 され た 初期 に お いて は 、情 報 は単 一 のル ー ル に基 づ いて体 系化 と コ ン ピュー

タ への 格 納 が行 われ 、利 用 形態 も比較 的 に単 純 で あ った とい って い い。 だ が 、性 能

の優 れ た 小 型 コ ン ピュー タ を多 数 の 人 々 が 自在 に使 い こな し、 しか もネ ッ トワー ク

を介 して 自 由 に情 報 を交 換 で き る現 在 で は 、 当然 デ ー タベ ー ス の構 造 も持 ち 方 も、

利 用の 仕 方 も大 き な変 貌 を遂 げて いる 。 ま た 、イ ンタ ー ネ ッ トにお け るWebの よ う

な 広域 分 散 型 で 、 絶 え 間 な い 自己 増殖 性 を持 ち 、多 様 な 知識 を縦 横 に リンク した 新

しい タイ プの デ ー タ ベ ー スが 急 速 に普 及 ・浸 透 して い る こ とも、 企 業 の ビジ ネス ス

タ イル に イ ンパ ク トを 与 え て い る。

技術 的 な 観点 か ら、そ の構 造 や 大 方 のCSS(Client/ServerSysytem)議 論 の ご

とき コ ン ピ ュー タ ・システ ム ご との機 能 の持 ち方 を論 ず る こと も必 要 で あ る。 しか

し コ ン ピュ ー タ を 自 らの た め に活 用 す る企 業 ユ ー ザ ー に とっ て は 、企 業 の 持 つ 経

験 、知 識 、 ノ ウハ ウ を体 系 化 し電 子 的 に蓄 積 利 用 す る 環境 一 一 デ ー タ ベ ー ス の構 築

が ま さ に企 業 の 命運 を左 右 す る とい って い い。 つ ま り、 デー タベ ー ス は情 報 化 の 新

時 代 を迎 え る企 業 に とって 、 き わ めて 重 要 な 経 営 資 源 とな りつ つ あ る わ け で あ る。

しか も今 後 、 異 な る組 織 ・企 業 ・業 界 が 共 通 の デ ー タ ベ ー ス 環 境 を介 して コ ラ ボ

レーテ ィ ブ(協 調 的)な ビジ ネ ス を行 うEC/CALSの パ ラ ダイ ム が 実現 す る 時 、そ

う した デ ー タ ベ ー ス に蓄 積 され 、利 用 に供 され る た め の情 報 の体 系化 ・構 造 化 の あ

り方 は 、極 め て重 要 な テー マ と な って く る。

さて 、 情 報 は 、個 人 に帰 着 して い る間 で あ れ ば個 性 や独 自性 の 主 張 は 当然 で あ ろ

う。 しか し、 ひ とた び他 者 との コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン を的確 に行 お う とす れ ば、 当然

あ る種 のル ー ル 、例 え ば相 互 に理 解 で き る言 葉 で 、 共通 の概 念 と定義 を持 った 形 で

の 交換 が必 要 と な る 。

人 と コ ン ピ ュー タ の共 存 す る社 会 で は 、 人 間 同士 に 加 え て コ ン ピュー タ との 間 で

も明確 な コ ミュニ ケー シ ョ ンのル ー ル や言 葉 、概 念 の共 通 化 が 必 要 で あ る。 電 子 的

に体 系 化 され た情 報(=デ ー タベ ー ス)の 流 通 交 換 に つ いて も明確 な共 有 化 の た め

のル ー ル が 必 要で あ り、情 報 化 にお ける標 準 の策 定 や 共 有 化 の 方策 の基 本 的 な ポ イ

ン トは こ こに あ る。 しか し、長 年 固 有 のや り方 に浸 っ て きた 人 や社 会で は、 情 報や

概念 の 共 有化 、ル ー ル化 に馴 れ て いな い 、 あ る い は抵 抗 す る心 情 が あ り、 個 人 間 は

もと よ り組 織 間 、 企 業 間 で は 見 え な い壁 を作 って い る ことが 多 い。

企 業 内 にお いて す ら組 織 の 壁 を破 り、必 要 な情 報 の共 有 化 を図 る ことの 難 し さに

直面 して いる企 業 は珍 し くな い。 しか し、企 業 は経 営 者 とい う権 限 を持 った 存 在 が

あ り、 また運 命共 同体 的 な心 情 も働 くた め 、経 営 の理 解 と意 志 によ って 解 決 で き る

拠 りど ころ を持 って いる 、 とい え る 。

で は 、 企業 間 の ネ ッ トワー ク化 は ど うな る のだ ろ うか?ネ ッ トワー ク環 境 に即

した 商 習慣 や ワー ク ス タイ ル の 模索 は 、 まだ 始 ま っ た ば か りで あ る。 特 に、 異 な る
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組 織 の 間で いか に共 通 化 され た ル ー ル を策 定 す る の か とい う、 い わ ゆ る 「標 準 化 」

の 問題 は ネ ッ トワー ク化 を 円 滑 に進 め る 上 で の大 前 提 で あ る 。

また 、利 害 が 複雑 に錯 綜 す る産 業 界 の 異 な る主体 が 、 協 調 的 に 共 通 の情 報 基 盤 を

構 築 して い くた め の 方策 に っ い て も、EDIやEC/CALSな ど の推 進 に尽 力 さ れ て い

る方 々 の悩 み や 困難 は今 回 の 委 員 会 の 議論 にお いて も繰 り返 し訴 え られ た と こ ろで

あ る。 とも あれ 、 これ らの課 題 に関 して我 が 国の 産 業 、 社 会 の 特 性 も踏 ま えた 上 で

推 進 へ の 方 策 を検 討 して い く必 要 が あ る。

1-3産 業 情 報 化 の 新 し い 方 向 性

1-3-1「 俊 敏 性 」 を 実 現 す る ネ ッ トワ ー ク 型 産 業 編 成

イ ンター ネ ッ トの よ うな オ ー プ ンで 自律分 散 型 の ネ ッ トワ ー ク環 境 は 、産 業 ・経

済 を含 む あ らゆ る社 会活 動 のイ ン フ ラ と して 重 要性 を増 して い る。 殊 に産 業 ・経 済

の分 野 にお いて は、CALSやECに 象徴 され るよ うな 、 ビジ ネ ス プ ロセ ス のか な りの

部 分 を ネ ッ トワー ク環 境 の 中 に 「移 転」 し、実 際 の ビジ ネ ス プ ロ セ ス を補 完 す る と

い う動 き が 顕 著 とな っ て くる 。

こう した 状 況 下 に あ って 、 企 業 の姿 は 大 々的 な 変容 を 余儀 な くさ れ て い る。 企 業

に とって 今 後 不 可 欠 と な るの は 、 これ まで 「フル セ ッ ト」 で抱 え持 っ て いた 経 営 リ

ソー ス を効 率 的 に再 編 成 し、 事 業 の コ ア ・コ ン ビテ ン ス(中 核 と な る能 力)を 追 求

す る こ とに な っ て きて い る とい え よ う。

別 の見 方 をす れ ば、 多 様 化 し高度 化 して い る市場 ニ ー ズや 社 会 環 境 に対 応 す る た

め に は、 自社 や 系列 ・グル ー プだ け で必 要 な 経 営 リソー ス を確 保 し、 ビ ジネ ス を展

開す る こ とが 難 し くな って き た の で あ る。 こ う した 「囲 い込 み 」 にか か る コ ス ト負

担 が ビジ ネ ス の足 枷 と さ え認 識 され る場 合 も あ る。

そ こで 求 め られ るの が 、 必 要 とな る リソー ス は常 に最 適 な 形 で 外 部 か ら調達 し、

そ れ らをコ ー デ ィ ネー トす る こ とに よ り、 市 場 や社 会 に迅 速 に対 処 で きる よ うに高

ス ピー ド化 され た姿 で あ る。 そ れ を こ こで は仮 に'℃yber-Enterprise"(サ イバ ー 事

業体)と 呼 ぶ こ とに しよ う。 この"Cyber-Enterprise"は 、 販 売や 物 流、 ある い は製

造 、 さ らに は本 社 中枢 機 能 の一 部(総 務 、 経 理 な ど)ま で をア ウ トソー シ ングす る

こ とに よ っ て実 現 され る 。 こ こで のキ ー ワー ドは、 市 場 へ の 対 応 の 「俊 敏性(ア ジ

リテ ィ)」 で あ る。

そ して 、 こう した 柔軟 で フ ッ トワー クの 軽 い ビ ジネ ス を可 能 にす るの が オ ー プ

ン ・ネ ッ トワー ク 環 境 を 中 心 とす る 情 報 技 術 にほ か な らな い。 ネ ッ トワー ク こそ

が 、最 適 と思 わ れ る ビジ ネ ス ・パ ー トナ ー を 探 し出 し、 分 散協 調 的 な を展 開す る た

め の基 盤 とな る 。 ビジ ネ ス の進 展 の 度 合 い に応 じて 、 様 々 な組 織 ・個 人 との 間 で 臨
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機 応 変 にパ ー トナー シ ッ プ を組 む こ とが で き るよ う にな り、 ネ ッ トワー ク に繋 が っ

て い るあ らゆ る主 体 が 潜 在 的 なパ ー トナー にな る。 もは や 、 企 業 にお け る価 値 の 源

泉 とは 、物 理 実体 的 な 規 模 で は な く、 こう した ネ ッ トワー ク環 境 で の 「関 係 性 を維
'持・発 展 させ る 力」 にな って い く。

換 言す れ ば 、 ビジネ ス の 形 態 は従 来 の よ うな 「組 織 オ リエ ンテ ッ ド」(ま ず 組織

あ りき)で は な く、 市 場 や顧 客 の要 求 に応 じて そ の 都 度 ア ドホ ッ ク に編 制 され る こ

とに な り、 「市 場 が 要 望 して い る売 れ るモ ノだ け をバ ー チ ャル な プ ロセ ス の 中 で 開

発 し、最 低 限 の コス トで迅 速 に市 場 に提 供 す る 」 こ とが 可能 にな る。 つ ま り、最 終

段 階 まで物 的 な資 源 を動 か さず に 、情 報 だ け をバ ー チ ャル に操 作 して 最 終段 階 だ け

必 要 な物理 実 体 的 な プ ロセ ス に移 行 す る とい う、 バ ー チ ャル な形 で の事 業活 動 が 重

視 さ れ るよ う にな る 。

こ うした ビジネ ス 形態 の再 編 成 を指 向 す る た め に は 、極 端 に言 え ば 、 「情 報 環 境

に 合 わ せ て 現 実 の 組 織 と仕 事 の進 め 方 を根 本 的 に組 み 換 え る 」 一 一 とい う ドラス

テ ィ ックな 変 革 が全 社 的 な レベ ル で 必 要 とな る[注]。 当然 、既 存 の 組織 力学 や 既 得

権 益 、 ワー ク ス タイル や マ ネ ジ メ ン トス タ イ ル 、 設備 ・資 源 に対 す る徹 底 した 見 直

しを併 せ て 進 めね ば な らな い 。

[注]

● 「関係 のWeb」 を ベース にした新 しい企業組織像

本項で述べた 、関係性のマネ ジメ ン トに基盤 をおいた次世代の産業組織像は、例えば次のような著作 によっ

て予見 されていた。

「新 しい経済においては、中核企業は もはや 「大」企業で はな い し、単に小企業が集 まったので もない。

企業の組織網 自体が 中核企業なのである。 その中枢 部は、戦略的な洞察力を持 ち、全体 と しての組織網(ウ ェ

ブ)を 維持 して いる。 しか し、組織網の接点 においては、他 の組織網 と連結することによ って利益を得るため、

十分な 自由裁量権が与え られて いる場合が多 い。すなわち、企業の 「内部」 と 「外部」の区別はな いのである。

戦略中枢か らの距離がそれぞれ異なるだけなのである。 「クモの巣」 組織 同士 の連結の様相 はきわめて複雑で

ある。 組織網の 多くのプ ロフィ ッ ト・セ ンター、事業部 、分社 、ライセンシー、フランチ ャイズ、供給業者、

販売業者を結びつけ、そ してその一端 は他の戦 略中枢 に達 している。 その戦略 中枢が、 さらに別のグループ と

接続 していることは いうまで もない」

一一 ロバー ト ・B・ ライシュ著、中谷巌訳 「ザ ・ワーク ・オブ ・ネーシ ョンズ」(ダ イヤモ ン ド社、1991)

「共 同生産や重要資源 の共有が 中心的な役割 をはたす ような新 しい経済で は、企業 とはもっとも重要なスキ

ル の貯蔵所であ り、かっ実験室 といえる。だか らこそ、市場の影響範 囲や効率性が ほぼ世界的 に共通の流れ と

して誰 にで も識別できるようにな った時代 には、この市場の発展 は、 もう一つの基本的な経済組織である企業

を犠牲 にした形では実現 されな いということを強調 して おく必要があ るだ ろう。今 日で は、企業 とは、市場 と

い う海 の中 に不可避的にで きる 「階層組織」 と考え るよ りも、主体が共通の資源 を分か ち合 い、価値を共同で

形成するの にもっとも自然に適 した社会 的な組織 として考え ることが必要だ」

一ー アルベール ・ブ レッサン編 著
、会津 泉訳 「ネ ッ トワール ド」(東 洋経済新報社、1991)
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1-3-2デ ジ タ ル 経 済 の 「離 陸 」 へ 向 け て

以 上 の よ うな 可 能性 は 、 現 在 の技 術 的 な 潮 流(例 え ばイ ンター ネ ッ ト/イ ン トラ

ネ ッ ト)と 米 国 で 見 られ る よ う な 情 報 技 術 活 用 の 先 進 事 例 か ら導 き 出 され る 。 実

際 、 米 国 で はエ ク トラネ ッ トに よ り、 事 業活 動 を企 業 外 部 の パ ー トナ ー シ ップ の も

とで 大幅 に迅 速化 ・効 率化 させ て い る企 業 が 増 えて いる 。 ワ ン ・トゥ ・ワ ン ・マ ー

ケ テ ィ ング 、 マス ・カ ス タマ イ ゼ ー シ ョン、CALS/ECな ど、 近 年 の 情 報 技 術 に よ

る 新経 営 手 法 の 大 部 分 は 、 ま さ に 上記 の よ うな 「ア ジ リテ ィ」 を 最 大 限 に追 求 す る

こ とを 目的 と した もので あ る。 そ れ は、20世 紀 的 な(実 の と ころは19世 紀 的 な)産

業 経 済 が依 拠 して き た物 財 重 視 、 生産 性 至 上主 義 の パ ラダ イ ム を超 え た 、知 識 を基

軸 とす る 経 済活 動 の ドラス テ ィ ッ クな 変 革 に ほか な らな い 。

む ろ ん 、テ ク ノ ロジ ー の導 入 だ けで 即 座 に こ うした 新 し い ビジ ネ ス ス タ イ ル が 生

まれ る わ け で は な い 。 何 よ りも重 要 な の は 、 既 存 の 企 業 組 織 と、 そ こで 働 く人 間

が 、 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク とどの よ うに共 存 しそ れ を使 い こなす か 、 とい う

一種 の 「文 化 」 を作 りだ して い く ことで あ る。 そ の 点 で 、 米 国 で 見 られ る 先進 事 例

が た ま た ま こ う した ドラステ ィ ックな 変 革 に成 功 して いる わ け で あ り、そ の シ ナ リ

オ が 日本 の産 業 界 にそ の ま ま 当 て嵌 ま るわ け で はな い 。 そ もそ も、 米 国 を 「先進 」

と し、 「後 進 」 の我 が 国 がそ れ に追 随 す る とい う従 来 の 情 報 化 に 関す る議 論 で 見 ら

れ た 図 式 が 果 た して 正 当 な もの とい え る のか ど うか 。 これ は冷 静 な 議 論 を要 す る

テ ー マ で あ ろ う。

とは いえ 、 イ ンター ネ ッ トに象 徴 され る情 報 技 術 環境 の 新 しい潮 流 は、 グ ロー バ

ル に見 て も間違 い の な い動 き とな って い る。 加 えて 、 これ ま で 日本 の企 業 社 会 を支

えて きた 諸 条 件 も大幅 に変 化 して お り、従 来 の よ うな 人 間 関 係 ベ ー ス の ビジ ネ ス が

成 り立 た な い よ うな環 境 も生 まれ て き て い る(例:ワ ー カ ー の 世代 間 ギ ャ ップや 価

値 観 の 多 様化 な ど)。 新 しい社 会 環 境 に即 した、 新 しい ビジ ネ ス ス タイ ル を作 りだ

す 必 要 が あ る が、 まだ そ の対 応 が 遅 々 と して い る こ とが 問題 な の で あ り、そ こに一

方 的 にイ ン トラネ ッ トや デ ー タ ベ ー ス が導 入 され て もそ の効 用 が十 分 に活 か され な

い ま ま、EC/CALSも 表 層 的 な ブ ー ム と して 回 収 され る恐 れ もあ る 。

と もあ れ 、 これ ま で 国 際 的 な 競 争 力 を 維 持 して き た 日本 型 の経 営 モ デ ル が 、 経

済 ・社 会環 境 の変 化 に対 応 しき れ な くな り、 新 しい枠 組 み を必 要 と して い る に も関

わ らず 、 ドラス テ ィ ッ クな 変 革 の 前 で混 迷 の度 を増 して い る のが 現 状 で あ る。 企 業

がITを テ コ に ビ ジネ ス の あ らゆ る 側 面(意 志 決 定 、 モ ノづ く り、 市 場 へ の 対 応._

等 々)を ス ピー ドア ッ プ し、活 力 を取 り戻 す には 、情 報 技 術 の潜 在 的 な 可 能 性 を最

大 限 に 引 き 出 す よ う に、 人 と組 織 の あ り方 をデ ザ イ ン しな けれ ばな らな い 。

そ の際 にや は りカ ギ とな る の は 、 コ ン ピ ュー タや ネ ッ トワー ク とい っ た デ ジタ ル

メデ ィ アの 技 術 を 媒介 と して 情 報 や 知 識 を共 有化 し、 従 来 の 組織 の枠 組 み や 制 約 を

超 え る コ ラボ レー テ ィ ブ(協 調 的)な ビジ ネ ス の環 境 を 生 み 出す た め の 条 件 を 、整

えて い く ことで あ ろ う。

25





第2章

産 業 デ ー タ ベ ー ス構 築 の現 状 と課 題



第2章 産業デ ータベース構築の現状 と課題

2-1加 工 食 品 商 品 デ ー タ ベ ー ス セ ン タ ー の取 り組 み

2-1-1加 工 食 品 業 界 のEDIの 現 状

(社)日 本 加 工 食 品 卸協 会 が 構 築 運 用 を進 め て い る 「加 工 食 品 商 品 デー タベ ー ス

セ ンター 」(略 称:商 品DBセ ンタ ー)に っ いて 述 べ る前 に、 まず 加 工食 品 業界 の置

か れ た 状 況 につ いて 概 観 す る 。

生活 必 需 品 で あ る加 工 食 品 の流 通 産 業 で は膨 大 なデ ー タが や り取 りされ て お り、

現 在 で はEDI、EOSに よ る受 発 注 が 多 くの企 業 で行 わ れ て い る。 しか し、業 界 の 大

部 分 を 占め る 中小企 業で は、 日常 業 務 を こな しな が ら、 狭 い オ フ ィス の 中 で2-3人

の担 当者 が 交 代 で 受 発 注 作 業 を行 って い る のが 実 情 で あ る。

こう した 状 況 の 中 で 、種 々 の情 報 をEDIに 載 せ て い く こ とは 非常 に労 力 を要 す る

こと にな る。 例 え ば 、小 売 店 で は 開店 後 に商 品 在庫 を調 べ て 、 夜 ある い は 翌朝 に発

注 作 業 をす る。 商 品 数 も生活 必 需 品 とは 言 え 、 バ ラエテ ィ に富 ん で い る。 そ こで は

情 報 の 正確 性 が 、極 め て 厳格 に要 求 され る 。 しか も、 ほ とん ど の商 品 は 商 品単 価 が

小 さ く、生 ・配 ・販 の3層 が 得 られ るマー ジ ンは極 めて 小 さ い。 上場 企 業 の卸 売 業 と

言 え ど も、 経 常 利 益 は売 り上 げ の1%以 下 とな る。 そ の 中 で 、 商 品 デ ー タ ベ ー スや

EDIの 構 築 は 、 僅 か で も世 の 中 の流 通 コス トの削 減 に応 え るた め の 死 活 問題 とい え

る 手段 な ので あ る。

業 界EDIの 要 とな る商 品 コー ドの活 用 にっ いて は 、 これ までJANコ ー ドを統 一 的

に使 う こ とが で きず 、 各社 が プ ライ ベー トコー ドで 処 理 して い る のが 現 状 で あ る。

EOSで 小 売 業 か らプ ライ ベ ー トコ ー ドで 卸 売 業 に発 注 が あ り、 卸 売 業 の 側 で は 、

JANコ ー ドに翻 訳 す る と ころが あ る ほか 、そ の ま ま プ ライ ベ ー トコ ー ドで や り取 り

す る と ころ もあ る。

また 、JANコ ー ドの扱 い も各社 様 々 で あ る 。例 え ば 、 レギ ュ ラー の ビー ル で あっ

て も、 年 末 年 始 に な る と、 賀 春 と い う ラ ベ ル 表 示 が あ る 賀 春 ビー ル が 登 場 して く

る。 ラ ベル デ ザ イ ンが 違 った 場 合 にJANコ ー ドを変 更 す るか ど うか のル ー ル が 無

か った 時 は、 変更 す る企 業 と しな い企 業 に分 か れ る。 そ の 結果 、JANコ ー ドのナ ン

バ ー と実 際 の 品物 が ど う対 応 して い るか を調 べ て か ら、 卸 売 業 は 品 出 しを しな けれ

ばな らな い 。

また 、 デ ィス カ ウ ン トス トア(DS)が 登 場 して 以 来 、 ケー ス単 位 の割 安 販 売が 増

え て い る。 しか しな が ら、JANコ ー ドは単 品 ご と につ け る番 号 とな って いる 。 この

た め 、 ケー ス に 入 っ た 場 合 は 、 ケ ー ス ご と に コ ー ドが 付 与 され る こ と が 課 題 と な

る。 ケー ス 単位 の 販 売形 態 に、JANコ ー ドを採 用 しな い 場合 は 、流 通 コー ド体 系 は
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別 個 に考 えな い とEOS、EDIに 適 用 す る こ とは で き な い。

2-1-2商 品 デ ー タ ベ ー ス セ ン タ ー の 設 立

(社)日 本加 工 食 品 卸 協 会 は数 年 前 か ら大蔵 省 国税 局 酒 税課 と農 林 水 産 省 に対 し

て、 業 界共 通 の商 品 コー ドセ ンター を整 備 し、ル ール や 商 品 コ ー ド体 系 を構 築 し、

幅 広 く使 え るJANコ ー ドの 体 制 を構 築 した い と提 案 して いた 。

これ は 、通 産 省 系 の流 通 シス テ ム 開発 セ ンタ ー で管 理 して い るJANコ ー ドを加 工

食品 業 界 の 標 準EDIの 商 品 コー ドと して 位 置 付 け 、 業界 の取 引 に 生 じる情 報 を 付 与

し、 有効 な シ ス テ ム を構 築 して い くと い う もの で あ る。 こ う した状 況 の 中 で 、 国税

庁 が 通 産 省 中 小 企 業庁 に対 して 働 き か け、 そ の 後 、 農 林 水 産 省 か らの 支 援 も加 わ

り、平 成9年 度 に は 、 中 小企 業庁 の 予 算 支 援 は 、 複 数 の 業 種 の 中で 適 用 可 能 とな っ

た。

商 品DBセ ンター で は 、 商 品 コー ドの登 録作 業 や 、付 番 のル ー ル 、 登 録 のル ー ル の

策定 を行 う。 農 林 水 産 省 の総 合 予 算 の 中で 、 「生 鮮 食 品 等 取 引 電 子 化 基 盤 開 発 事

業」 の 「等 」 が 入 っ た こ と で 、 生 鮮 食 品 だ け で な く加 工 食 品 も支 援 の 対 象 と な っ

た。 一 口 に加 工 食 品 と言 っ て も、 冷 凍 食 品 業 界 、(社)日 本 即 席 食 品 工 業 協 会 、

(社)日 本 缶 詰 協 会 、全 国 ソー ス工 業 会 な ど関連 業界 は多 岐 にわ た る 。 そ れ ぞ れ の

業界 か ら意 見 を 吸 い上 げて 、付 番 と、 登 録 の ル ー ル を検 討 して いる 。 商 品DBセ ン

ター で は標 準EDIの 商 品 コー ドと して 、JANコ ー ドをベ ー ス と し、 商 品 に 関連 す る

種 々の 情 報 を登 録 し、 生 販3層 で 使 え る もの を採 用 す る 。

商品DBで は 、商 品 をそ の属 性 ごとに分 類 して 、 ルー ル づ く りをす る ことが 肝 要 で

あ る。従 来 の商 品 分 類 体 系 を識 別 す るほ か に 、営 業活 動 に関 す る 項 目 も含 まれ る。

例 え ば 、 この新 商 品 が いつ か ら発 売 され て い つ終 売す るか 、 希 望 す る価 格 や 販 売 地

域 が 限 られ て いれ ば 、そ れ も登 録 す る。

さ らに 、 物 流 も 当然 関係 す る ので 、 単 品 コー ド以 外 に、 外 箱 のITFコ ー ドとの 関

連 を明記 して お く必 要 が あ る。梱 包 形 態 、 サ イ ズ 、重 さか ら、 どん な パ レ ッ トを使

うか な どの 情 報 も必 要 にな って くる。 物 流 業務 に つ いて は各 業 界 別 に特 性 が あ る。

1日 の配送 便 数 、容 器 の交 換 を伴 う商 品 か 、パ レ ッ トの 回収 が あ るか な どの 物 流情 報

で あ る。 この ほ か に画 像 情 報 も加 わ る 。 現 段 階 で は画 像 情 報 を 登 録 す る の は 時 期

早 々 と考 え て い るが 、98年 か ら99年 にか けて は画 像 デ ー タ の付 与 も検 討 す る予 定 に

な って い る。

2-1-3商 品 デ ー タ ベ ー ス セ ン タ ー の 機 能

上記 のよ うな 具体 的 な 課題 を もと に、商 品DBセ ンター は デー タ を ど う登 録 し、 利

用す るか につ い て検 討 して い る。 酒 類 ・食 品 メー カー が 商品DBセ ンター に商 品 登録
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す る。 そ して 卸 ・小 売 業が イ ン ター ネ ッ ト経 由で デ ー タ を検 索 ・ダ ウ ン ロー ドす る

こ とで 、 零 細 企 業 も含 めて 商品 コ ー ドの 利 用 を可 能 とす る。

また 、'(財)流 通 システ ム 開発 セ ンター で は 、 この商 品DBの 中か ら必 要 な項 目を

取 り出 して 利 用 を進 め る。 この シス テ ム は 次 の よ うな大 きな メ リ ッ トが あ る。 大 手

企 業 で は 小売 ・卸 か らの 問 い合 わ せ を電話 や フ ァク シ ミ リで 回 答 して い るが 、 これ

が 大 きな 手 間 とな って い る。今 後 はDBを 経 由 して ネ ッ トワー クで受 発 信 デー タをや

り取 りで きれ ば、 メー カー 側 も最 初 に 一回 だ け 商品DBセ ンター 商 品 コー ドを登 録す

れ ば 、そ こで 問 い 合 わせ を集 中 で き る た め 、 これ まで 煩 雑 だ っ た受 発 信 業 務 の効 率

化 が進 み 、 ひ いて は利 益 率 の向 上 が 期 待 で き る 。

セ ン ター の 運 営 は受 益 者 負 担 の考 え の も と、利 用 者 か らの料 金徴 収 を 中心 と して

い く予 定 とな って いる。 商 品登 録 が完 了 し、DB検 索 が 可 能 に にな る と、セ ン ター の

マ ンパ ワー も比較 的空 いて くる こ とに な る。 運 用 経 費 も業 界 全体 で 負 担 す る よ うに

な れ ば 、 と りあ えず20万 商 品 のDBを 構 築 して 、 実 践 的 に使 え るか を調 査 して い る

と ころ で あ る。

業 界 内 の大 手 企 業 は使 え る の は 当 然 だ が 、 中 小 の 小 売 りや メー カ ー に端 末 を 配

り、 実 際 に 使用 す る実 証実 験 も検 討 して い る。 シス テ ム の運 用 面 で の 実 証 の ほか 、

登 録 や 商品 の 問 い合わ せ を実 際 に行 いな が ら、 ど こに 問題 が あ るか を含 め て3月 まで

に 調査 し、 また 平 成10年 度 以 降 の運 用 方 法 を検 討 して 、4月 の新 年 度 か らは 公 的 資

金 の調 達 が 得 られ な い場合 に も、 独 自 に資 金 を調 達 して実 運 用 を行 う計 画 で あ る。

さて 、JANコ ー ドは単 品 の 唯 一 の背 番 号 で あ るが 、 流 通 段 階 で の発 注 単 位 の 商 品

コー ドとは 異な る場 合 が ある 。DSの 酒 屋 で ケ ー ス 売 りされ る商 品 につ いて は、 ケー

ス には 中 身 のJANコ ー ドと異 な る番 号 が印 刷 され て 通 用 して い る。 そ こで 本 シス テ

ム で は 現 実 の ル ー ル を採 用 しよ う と して い る。 さ らに物 流 で はITFコ ー ドを普遍 化

しよ う と して い る 。

当然 そ うな る と、 ラベ ル デ ザ イ ンが 違 う商 品 は 、 中 身 は 同一 で も区 分 しな けれ ば

な らな い 。 結 果 的 にJANコ ー ドを 歪 め た 形 で 使 う こ と に な る と い う見 方 もで き る

が 、 流 通段 階 の発 注 単位 の商 品 コー ドを利 用 して シス テ ム を構 築 す る こ とが重 要 だ

と考 え て いる 。

一 方 、 南流 情 報 を付加 しよ う とす る と、 登 録 す る 側 の手 間が 増 え て しま う。 これ

では 、登 録作 業 も煩 雑化 して しま うた め 、協 力企 業 も増 え な いだ ろ う。 しか し、DB

に登 録 してお か な け れ ば、 後 の 問 い合 わ せ 時 には 必 ず手 間取 る こ と にな る。 こう し

た ジ レ ンマが あ り、 商 品の 登 録 時 に、 ど こ まで 必 要項 目を登 録 して い くか は未 解 決

のテ ー マ で あ る 。
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2-2電 力 関 連 業 界 のPowerCALSへ の 取 り組 み

2-2-1PowerCALS取 り 組 み の 経 緯

PowerCALSは 電 力 会 社 と 発 電 プ ラ ン トメー カー が 一 体 とな り推 し進 め る 電 力

CALSプ ロ ジ ェ ク トで あ る。

我 が 国 の経 済 情 勢 の 変化 に と もな い、 電 力 に は国 際 的 に遜 色 の 無 い価 格 水 準 が 要

求 さ れ従 来 以 上 の コ ス トダ ウ ンが重 要 な 課題 とな って き た 。 この た め 、 「品 質 の 維

持 とコ ス トダ ウ ン」 と い う相 反す る要 求 を解 決 す る シ ス テ ム の 一 つ と してCALSへ

の 注 目が 高 まっ た 。 業 界 メー カ ー7社 、2団 体 が 活動 を行 っ て い る 。

CALSは 製 品 や 設 備 の ライ フサ イ クル 全般 に係 わ る業 務 支 援 で あ り、そ の 適 用 範

囲 は 幅 広 い 。PowerCALSで は 、 全 国 に点 在 す る 火 力 発 電 所 と プ ラ ン ト製 造 メー

カ ー 間で や り取 りさ れ て い る 「技 術 連 絡 書 」 の 交 換 と共 有 に 焦 点 を あ て た 。 こ の

「技 術 連 絡 書 」 には 、 火 力発 電 所 の様 々 な メ ンテ ナ ンス 業務 に 関係 す る重 要 な 情 報

が含 まれ て 作 成 、 送 付 、 活 用 、再 活 用 に至 る ま で の一 連 の プ ロセ ス にCALSを 導 入

した 。

特 徴 と して は、 国 際標 準 を導 入 し、各現 場 の既 存 のOA環 境 とネ ッ トワー クの もと

で情 報 の共 有 が 可 能 な 仕 組 み と した こと。CALS試 行 実 験 と して は狭 い範 囲 の もの

だが 、 これ によ り電 力 関連 の実 業 務 に適用 す る場 合 の 問題 点 ・課 題 を明 らか にす る

とと もに、CALSコ ンセ プ トに沿 って 、 情報 交 換 の メ リ ッ トを示 す こ とを 目指 した

ので あ る。

よ り具体 的 に言 え ば、 最 初 の特 徴 は 、実 際 の 業 務 に適 用 して い る こ とで あ る。 全

国87火 力 発電 所 の う ち3発 電 所 で 試 行 を開始 し、 現 在12発 電 所 で評 価 して い る。 二

つ 目の特 徴 は 、各 社で 既 に利 用 して いたOA環 境 を フル活 用 した こ と。技 術 連 絡書 を

作 成 ・交換 す るた め の新 た な ハ ー ドウエ アや ソ フ トウ エ ア の導 入 は行 わ ず 、 各電 力

会 社 や サ プ ライ ヤ ー で はLotusNotesやAccess、NetscapeNavigator、 一 太 郎 、

ワー ドな ど広 く利 用 され て い る通 常 の ア プ リケ ー シ ョ ンを利 用 した 。 これ に よ り各

担 当者 は 、 自分 の 使 い慣 れ た 環 境 の も とでCALSを 利 用 で き る よ う にな り、 結 果 的

に新 しい シス テ ム の 導 入 に か か る 教 育 や 費用 を低 く抑 え る こ とが で き た。

ま た この二 つ 目の 特 徴 の も う一 つ の効 果 は、 全 国 に あ る火 力発 電 所 で 働 く合 計 で

25000名 にの ぼ る 人員 が 、現 場 レベル で 情 報技 術 を容 易 に利 用 で き る環 境 を作 る こ

とで あ る。 発 電 所 の ライ フサ イ ク ル を通 して 、技 術 連 絡 書 は、 発 電 所 や メ ー カ ー 間

で頻 繁 に授 受 され る。 そ う した 日常 的 に用 い られ て い る文 書 を電 子 化 しネ ッ トワー

ク を通 じて 共 有 可 能 にす る こ とで 、実 業 務 に本 当 に役 立 つ 情 報 化 の 可 能性 を示 そ う

と した わ け で あ る。
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2-2-2SGMLに よ る 情 報 共 有

各 社 に よ り異 な る 市 販 ア プ リ ケ ー シ ョ ン で そ れ ぞ れ 作 成 さ れ る 技 術 連 絡 書 は 、 す

べ てSGML(StandardizedGeneralizedMarkupLanguage)規 格 に 変 換 さ れ 、

ネ ッ トワ ー ク で 転 送 さ れ る 。 国 際 標 準 規 格 のSGMLは 、 イ ン タ ー ネ ッ ト のWorld

WideWebに 用 い られ て い るHTML(HyperTextMarkupLanguage)の 原 型 と

な っ た 互 換 性 の あ る 文 書 規 格 で あ り 、 画 像 デ ー タ に も 国 際 的 に 広 く 用 い ら れ て い る

規 格 を 採 用 し 、 同 様 に デ ー タ 圧 縮 に も 一 般 的 に 通 用 し て い る 形 式 の ア プ リ ケ ー シ ョ

ン を 用 い て デ ー タ を圧 縮 し 、 イ ン タ ー ネ ッ トを 通 じ て 文 書 を 転 送 し て い る 。

このPowerCALSの シス テ ム は 、 汎 用 の 技 術 を採 用 して いる た め に 、既 存 シス テ

ム との 連 携 も極 め て 容 易 で あ る こ とが メ リッ トと い え る。

例 え ば、LotusNotesに よ って 構 築 され た社 内OAシ ス テム との 連携 が 可 能 にな っ

て い る。 あ る発 電 所 で は 、 日々 の業 務 情 報 をNotesで 管 理 して い る。 この た め 、社

外 の メー カ ー な どか ら受 け取 った 技 術 連 絡 書 はNotesを 通 じて 取 得 ・検 索 ・表示 す

る ことが で き、 社 内 情 報 と社 外 情 報 を容 易 に リン クす る ことが で き る。

また 、PDM(ProductDataManagement)シ ス テ ム との連 携 も行 われ て いる 。

実 験 に参 加 して い る あ る 発 電 所 で はPDMシ ス テ ム を計 画 して い た 。SGMLで は ド

キ ュ メ ン トに含 まれ れ る情 報 にそ れ ぞ れ タ グ が 付 与 さ れ る た め 、 既 に設 計 され た

デ ー タベ ー スで あ って もデ ー タ を受 け渡す ことが 可 能 とな る。PDMシ ステ ム に含 ま

れ る対 応 表 を も とに技 術 連 絡 書 の デ ー タ を呼 び 出 し、 利 用 す る こ とが で き る。

2-2-3PowerCALSの 評 価 と 課 題

火 力 発電 所 の設 備 ドキ ュメ ン ト量 は 、積 み重 ね る と実 に 高 さ約200メ ー トル に も

上 るほ どの規 模 で あ る。 こ う した 膨 大 な 数 の ドキ ュ メ ン トが デ ジタル 化 され れ ば 、

電 力 会 社 お よ びサ プ ライ ヤ ー 相 互 に と って の 業務 の 効 率 化 につ な が る。

PowerCALSの 実 際 の運 用 は 、 電 気 事 業連 合 会 に設 置 したサ ー バ ー と各電 力 会社

の 発電 所 、 メー カー をイ ンタ ー ネ ッ トで 接続 して 行 わ れ た 。 そ れぞ れ の火 力 発電 所

の エ ン ジ ニ ア リン グ シ ー トの書 式 が 異 な り、 標 準 化 に は 様 々 な点 で 苦 労 が あ った

が 、数 カ 月か け て書 式 が ま とま っ た 。 使 いや す いSGMLへ の変 換 ツー ル が見 つ か っ

た こ とが成 功 の要 因 の一 つ だ っ た とい え る。

評 価 のポ イ ン トの 第 一 は 、書 式 の 標準 化 で あ る。 これ によ り記 載 内容 の 漏 れ をな

くす こ とが 可能 とな り、 記 載 内 容 の 精 度 の 向上 や 均 質 化 、 管 理 の効 率 化 を実 現 で き

る 見通 しが 見 えて き た 。

第 二 の ポイ ン トは 、 情 報技 術 の標 準 化 で あ る。 情 報 の 受 け渡 しに 関す る 手順 さえ

標 準 化 す れ ば、 既 に 広 く定 着 し て い る ア プ リケ ー シ ョ ンで あ っ て も情 報 の 交換 と共

有 は十 分 に可 能 とに な る。 これ に よ り既 存 シス テ ム や ツ ー ル の活 用 の途 が拡 が り、
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新 た な 情 報 化 投 資 の抑 制 に もつ な が る。

一 方 で は課 題 も明 らか にな っ て参 りま した
。 第 一 に、 大 量 の デ ー タ の転 送 に 関す

る もの 。今 回 の試 行 実 験 で は 数 メ ガバ イ ト程 度 の デー タ 転 送 が 中 心 だ っ たが 、 図面

デ ー タ 等 に よ り情 報 量 が 大 き くな っ た場 合 の対応 を ど うす る か が課 題 と な る。 第 二

に は、 標準 化 作 業 そ の もの の あ り方 で あ る。 標準 化 は 、 関係 す る企 業全 体 で 共 通 の

項 目や 書 式 を作 成 す る作 業 で あ り、膨 大 な 作 業 量 を必 要 とす る。 第 三 に は既 存 の 紙

に収 録 され た デー タの 扱 いで あ る。 各企 業 が 持 って い る膨 大 な紙 デー タ を どの よ う

にデ ジ タル 化 して い くか 、そ の手 立 て を検 討 す る必 要 が あ る。

2-3繊 維 業 界 のQRコ ー ドセ ン タ ー の 取 り組 み

2-3-1QRコ ー ドセ ン タ ー 設 立 の 経 緯

繊 維 業界 で共 通 に運 用 され るQRコ ー ドセ ンタ ーが97年10月20日 、正 式 運 用 を 開

始 した。 約 一 年 間 の試 行 運 用 を経 て 、 や っ とカ ッ トオ ーバ ー した こ とに な る 。 当初

この セ ンタ ー に接 続 して本 格 的 に動 いて い る企 業 は5社 だが 、 そ の後 百 貨 店 が200社

を集 め て 商 品 マ ス ター を登 録 した ほか 、 量 販 店 も800社 が 参 加 す る予 定 で あ る 。 ま

だ 問 題 点 や 不 調和 もあ る が 、 様 々な 課 題 を乗 り越 えた 普 及 が 期 待 され て い る 。

QRコ ー ドセ ンタ ー は 、 文 字 通 りQR(QuickResponce)の た め の イ ン フ ラ ス ト

ラクチ ャで あ る。QRが 登 場 した 背景 と して 、14-15年 前 に米 国 の繊 維 業 界 が今 の 日

本 と同 じよ うな状 態 に あ り、 アパ レル 業 界 の 国際 競 争 力が 低 下 が 叫 ば れ て お り、そ

れ か らの脱 却 を図 る試 み で あ った 。 まだ 日本 はそ こまで 深 刻 で は な い もの の(製 糸

業 界 は 黒字 基 調 で あ る)、 当 時 の 米 国 の繊 維 業 界 は崩 壊 に 近 い状 態 で あ っ た。

日本 で は平 成5年 に産 業 構 造審 議 会 が新 繊維 ビジ ョンを策定 し、 そ れ に従 って 様 々

な対 応 が 図 られて き た。QR推 進 協議 会 はそ の一環 で発 足 した もの で あ り、 官 民一 体

とな った 取 り組 み と して 、 企 業 グル ー プへ の助 成 や 中小 企 業へ の補 助 金交 付 な どを

通 じて 、QRの 確 立 を 目指 して いる。 コー ドセ ンター は基盤 整 備事 業 の一 環 で あ り、

平成6年 度 か らは 革 新 基 盤 事 業 もス タ ー トして い る。繊 維 業界 は地 域 経 済 に 占 め る

ウ ェイ トが 非常 に高 い産 業(た とえ ば福 井 県 で は 産業 生 産 の35%を 占め る)の で 、

そ う した生 産 地 の 情 報 化 推 進 も含 め て取 り組 まれ て いる。

新 繊 維 ビジ ョンで は 、 売 れ る もの を作 って 市 場 に押 し出す 「プ ロ ダ ク トア ウ ト」

か ら市 場ニ ー ズ に的確 に対 応 して い く 「マ ー ケ ッ トイ ン」 へ の 転 換 が 打 ち 出 され て

いる。QRは そ のた め に不 可 欠 な概 念 で あ る。 また 、新 たな ク リエ イ シ ョ ンを生 み 出

す 産 業構 造 の 創 出 も重 要 課 題 で あ る。 世 界 的 に著 名な フ ァ ッシ ョンデ ザ イ ナ ー50人

の うち10人 は 日本 人 だ が 、 さ らに若 い才 能 を発 掘 育成 し、 アパ レル を基 幹産 業 と し
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て育 て て い く ことが 必 要 と な っ て い る。 この ほか 、 ア ジ ア諸 国 との 連携 を果 た しな

が ら、 グ ロー バ ル な 戦 略 を 立 ち 上 げて い く こ と も指 摘 され て い る。

QRは 端 的 に言 って これ はIT(情 報 技術)を 積 極活 用 した 試み に ほか な らな い。 だ

が 、そ の 精神 的 バ ック ボ ー ン と して あ るの は 、 「パ ー トナ ー シ ップ 」 で あ る。 売 る

側 、作 る側 が互 い に手 を取 り、 消 費者 へ 恩 恵 を与 え る こと。 そ の た め に 、JANコ ー

ドによ るマ ー キ ン グやEDI、 デ ー タ ベ ー ス な ど を徹 底 的 に使 って い くわ けで あ る。

QR推 進 協 へ の参 加 企 業 は 現 在350社 を超 え 、 発 足 以来 毎 年 「QR大 会 」 を開 催 し

て いる ほ か 、米 国 の 同様 の大 会 に も人 員 を 派遣 して い る。 各 企 業 に お け る導 入 状 況

調 査 も行 な って い る。 会 員構 成 と して は 、 アパ レル が 中心 とな っ て い る。POS売 り

上 げ分 析 サ ー ビス や 、パ ッケ ー ジ ・ソ リュ ー シ ョン の提 供 な ど も行 な って い く予 定

で あ る。 中 小企 業 へ の支 援 も重 要 な テ ー マ で 、 中 小 のQR推 進 の グ ル ー プ は40を 超

え て い る。 これ らの グ ル ー プ に は フィ ー ジ ビ リス タ デ ィ のた め に300万 円 、 シス テ

ム 開発 の た め に900万 円の 資 金 援 助 を行 な って い る。

2-3-2基 盤 整 備 事 業 の 取 り組 み

基 盤 整備 事 業で は 、3つ の基 本 的な 仕 組み につ いて 標 準化 に取 り組 んだ 。一 つ が 、

商 品 コ ー ドの 付 与(JANソ ー ス コー ドマ ー キ ン グ)。 ま だ 導 入 率 は20%程 度 で 、

コ ー ドセ ンタ ー の 発足 に よ り30%程 度 に上 が る予 定 で あ る。JANコ ー ドは衣 料 品 に

付 け られ る もの で 、 コー ドセ ンター の運 用 開始 と前後 して アパ レル 業 界 か ら問 い合

わ せ が 相 次 い でお り、 よ うや く ラベ ル と して の 重 要性 が 理 解 され るよ うに な って き

た 。

次 に 出荷 カ ー トンマー キ ング(SCM)。 これ は物 流 にお け るカ ー トンボ ッ クス の

配 送 管 理 を効 率化 す るた め の もの で 、 伊 勢 丹 が 中 心 に取 り ま とめ た 。 そ してEDI。

これ は 縫製 か らアパ レル まで の 業 種 を また が る メ ッセ ー ジ交 換 を標 準 化 す る手 段 に

あた る 。

QRは 段 階 的 に高 度 化 の ス テ ップ を 経 て い く こと にな る。 ま ず は、 前述 したJAN

コー ドやSCMやEDIと い った 標 準 的 な コー ド体 系 、 メ ッセ ー ジ交 換 によ る固 定サ イ

クル の 商 品補 充 の 効 率化 を 図 る。 次 いで 、 販 売予 測 に基 づ く高 精 度 の 商 品補 充 を可

能 に し、 さ らにPOS情 報 の 共有 に よ る協 働 型 の 商 品補 充 、 そ して究 極 的 には試 作 →

試 販 → 改 良→ 量 産 → 販売 と い う プ ロセ ス を包 含 した協 働 型 の 商 品 開 発 へ と繋 げて い

く。

次 にEDIの 効 果 に つ い て 。EDIは 日本 が 先 進 的 に取 り組 ん で き た も の の 、 メ ッ

セ ー ジ のル ー ル が 独 自的 な もの で 制 約 も多 か っ た。 企 業 間 の イ ン ター フェ イ ス を共

通 化 して い く ことが 不 可 欠 とな って いる 。 繊 維 産 業 のEDIは 、 現 在 小 売 りと アパ レ

ル間 のEDIに 最 も力 を入 れ て進 め て いる が 、 普及 へ む け て は課 題 も少 な くな い。 一
■
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部 の 百 貨 店 で 発注 や 売 り上 げ デ ー タ の送 信 が 行 なわ れ て いる が 、 ま だ まだ これ か ら

と い う感 が強 い。 テ キ ス タイ ル と アパ レル 間 のEDI、 アパ レル と縫 製 間 のEDIな ど

今 後 に期 待 が か か る。 これ らそ れ ぞ れ のEDIに はや り取 りされ る標 準 的 な メ ッセ ー

ジが 規 定 され て い る。

EDIの シ ンタ ックス ル ール に は、 日本 のCIIと 、米 国 のANSI、 欧 州 のEDIFACTと

3つ の可 変 長 の標 準が あ るが、QRの 基 本方 針 と して はCIIとUN/EDIFACTの 両 方 を

対 応 し、 ユ ーザ ー に よ る選択 可 能 な もの に して いる 。 これ は 、CIIが 既 に他 業 種 で採

用 実 績 を積 み 、漢 字 に対応 して い るな ど 日本 の事 情 に 合 致 して い る 一 方 、 国 際 取 引

の た め に は国 際 標 準 と して確 立 しっ っ あ るEDIFACTの サ ポ ー トも不 可 欠 な た め で

あ る 。 た だ し、QRの 実 現 と い う緊 急 課 題 を勘 案 して 当 面 はCII標 準 で 対 応 して い

く。 ソ フ ト会 社 の 方 で はCIIとEDIFACTの トラ ンス レー シ ョ ン を実 現 す る シス テ ム

の 開発 も進 め て い る。 と もあ れ 、EDIは 使 われ て い く 中で 新 し い版 や 必 要 とさ れ る

デ ー タ項 目な どが 固 ま っ て い き 、 年 毎 にバ ー ジ ョ ン ア ップ が な され て い くで あ ろ

う。

繊 維 産 業革 新 基 盤 整 備 事 業 は 、総 額30億 円 を投 じてQRの 段 階 的 な 高 度 化 に必 要

な 生 産 シス テ ム技 術 や 情 報 シス テ ム の 開発 ・実 証 、 業 界 内 の イ ン フ ラ を構 築 して い

る。 イ ン フ ラ と して はTCP/IPベ ー ス の 業 界 イ ン トラ ネ ッ トを構 築 し、 グ ル ー プ

ウ ェ ア(LotusNotes)を 導 入 。 低 コ ス トで使 いや す さ を重 視 した 業 務 シ ス テ ム を

実現 して い る。 全 国30カ 所 に 無料 の ア クセ ス ポイ ン トを 設 置 、 東京 と 大 阪 に研 修 拠

点 と体 験 コー ナ ー も設 けて い る。 ア プ リケ ー シ ョン と して は 、 各 業 界 のEDI標 準 を

利用 した 業 務 シス テ ム の ほか 、Web/Notesに よ る情 報 共 有 、CAD/CAM、 ロー ル

ID、4レ ベ ルPLUな どの 標 準 シス テ ム を提 供 して い る 。 現 在 の実 証 実 験 は98年3月

末で 終 了 予定 だ っ たが 、継 続 を望 む声 も多か ったた め 、6月 ま で継 続 させ て 以後 は会

員制 に よ る 実 運 用 へ と シ フ トさせ る こ と に して い る。

2-3-3QRコ ー ドセ ン タ ー へ の 各 企 業 の 対 応

最初 に述 べ たQRコ ー ドセ ンタ ー につ いて も う少 し詳 し く述 べ る 。 コー ドセ ンタ ー

は従 来 は 紙 の カ タ ログで 取 引 先 に 渡 さ れ て い た メー カ ー の 商 品情 報 を電 子 化 し、取

引 先 相 互 間 で 高速 か つ タイ ム リー な カ タ ログ交 換 を 可能 にす る。 カ タ ログ情 報 は 階

層 構 造 で 体 系化 され て お り、 そ の コ ー ド体 系 がJANコ ー ドで あ る 。 サ ー ビス は 、

バ ッチ処 理 が基 本 だ が 、 リア ル タ イ ム で のデ ー タ検 索 ・取 得 も可 能 で あ る。 アパ レ

ル企 業 に特 有 の機 能 も付 与 して い る。 た と え ば、取 引関 係 に あ る特 定 の小 売 業者 に

対 して だ け カ タ ロ グデ ー タ を 開示 す るパ ー トナ ー設 定 や キ ー ワー ド検 索 が で き る よ

うに して い る。 また 、 取 引 先 の扱 い商 品 だ け を提 供 す る顧 客 プ ロ フ ァイ ル 機 能 な ど

も あ る。

コー ドセ ンタ ー へ の 各企 業 の対 応 につ いて は 、 まだ 不調 和 は あ る 。 量 販 店 は基 本
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コ ー ド以 外 の商 品 につ い て の選 択 肢 が な くな る の で は 、 と い う懸 念 が あ る よ うだ 。

ま た 百貨 店 業 界 で は200社 以 上 の 取 引先 に対 して 説 明 して い るが 、 合 意 形 成 に は ま

だ 時 間 を要 す るだ ろ う。

この ほか 、 コー ドセ ンター で は卸 売 業 パ ッケ ー ジ も各企 業 向 け に提 供 して い る。

これ は アパ レル 版 と小 売版 か らな り、 両 方 の 機 能 が使 え る。 アパ レル 業 が 自社 小 売

店舗 向 けのPOS制 御 シス テ ム と して 使 え る ほ か 、 小売 業 が 自社 店 舗 のPOSデ ー タ を

統 合 管 理 す る シス テ ム に も利 用 で き る。 これ らの 利用 コ ス トにつ いて は受 益 者 負 担

を 基 本 と して 、 各 企 業 が 安価 に 導 入 で き る よ う に して い る。

QRコ ー ドセ ンター は 「アパ レル ・小 売 業 に共 通 の 不可 欠 のユ ー テ ィ リテ ィ」 と位

置 づ け て い る。 コ ー ド情 報 の交 換 ル ー トを簡 素 化 で き、 情 報交 換 に は標 準 のEDIを

使用 し、 自動化 によ って リー ドタイ ム を短 縮 で き 、情 報 の精 度 も高 く、取 引先 に依

存 しな い統 一 的 な シス テ ム が 実 現 で き る、 と い っ た特 徴 を打 ち 出 して い る。

2-4流 通グル ープ における企業 間情報 システムへの取組み

2-4-1マ イ カ ル グ ル ー プ の 概 要

こ こで は、 流通 業 にお け る企 業 間 情 報 シス テ ム を構 築 ・運 用 した一 例 と して マイ

カ ル グル ー プ のケ ー ス を取 り上 げ る。

昭 和38年 に創 業 した ニ チ イ は95年 、社 名 を マ イ カル(MYCAL)に 変 更 した。 こ

の10年 の 間 に、 同社 の グ ル ー プ で は 従 来 の 量 販 店 ニ チ イ を 専 門 店 の集 合 体 で あ る

SATY、VIVREに 業 態 変換 を行 って き た。 ま た 、 ピー プル(エ グザ ス)、 ワー ナー

マ イ カ ル(映 画)、 ダイ ナ レ ック ス(大 型 遊 戯 設 備)、 リゾナ ー レ(ホ テ ル)等 、

新 しい時 間消 費 型 の業 態 を開 発 して き て い る。 マイ カ ル 本牧 、マ イ カ ル 桑 名 、 マイ

カ ル 明 石 とい った マイ カ ル タウ ンの 開発 で複 合 大型 化 を実現 して きて いる 。 これ ら

は専 門 店 、飲 食 店 、映 画 館 、 ホ テル な どの商 業 集 積 が 集 ま っ た もの で 、衛 星 都市 を

中心 に"街 づ く り"を 展 開 して い る。98年9月 には 中国 の大 連 にマ イ カ ル タ ウ ン を

オ ー プ ンす る予 定 で 、 そ の後 も北 海 道 ・小 樽 、 大 阪 ・茨 木 に展 開が 予 定 さ れ て い

る。 そ の ほか 、 大 阪 の難 波 に近 い港 町 の 再 開 発 に も名 乗 り をあ げ て い る 。

グ ル ー プ の 経 営 課 題 の 第 一 番 目 で あ るHigh-Fashion&Low-Priceは 、 商 品 の 質

を 高 め な が ら も 、 値 ご ろ 価 格 で 提 供 す る と い う こ と。 第 二 のHigh-lmage&Low-

Costは セ ンス の い い 環 境 や サ ー ビ ス を 低 い コ ス トで 実 現 す る こ と。 そ して 、 第 三 の

High-Turn&Low-Stockは 、 在 庫 回 転 率 を 高 め 、 商 品 の 鮮 度 を あ げ る と い う こ

と。 こ の 経 営 課 題 を 情 報 シ ス テ ム の 側 面 か ら読 み か え る と 、 そ れ ぞ れ 高 感 度 の 流 通

シ ス テ ム の 追 求 、 全 自動 流 通 シ ス テ ム の 追 求 、 情 報 シ ス テ ム イ ン フ ラ の 確 立 一 一 と

な る 。 こ れ が マ イ カ ル の シ ス テ ム 化 の 方 針 と い え る 。
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2-4-2ECRを め ざ すEDIの 展 開

マイ カ ル グル ー プが 目指 すECRの 実 現 に は、 発注 のEDI、 商 品 マ ス タ ー のEDI、

物 流 のEDI、 決済 のEDI、 最 終段 階 と して のECR-一 と い う5つ のス テ ップが ある。

発 注 に関 して は十 数 年 前 か ら着 手 され て い るが 、 目標 は従 来 の電 話 、FAXに よ る

発 注 をEOS発 注 へ と100%転 換 す る こ とで あ る。 次 の 段 階 で あ る 商 品 マ ス タ ー の

EDIで は 、 登 録作 業 の 軽減 を 図 る と と も に、 ベ ンダー と の 商 品 マ ス タ ー の 同期 化 を

進 め る の が テ ー マ とな って い る。

同 グ ル ー プ が この 数 年 、 力 を 入 れ て い る の が物 流EDIで 、 負 荷 が 大 き い検 品作

業 、伝 票 事 務 作 業 の 合 理化 が課 題 にな って い る。 最 終 的 に は、 単 品 受 入検 品作 業 の

か わ りに カー トンで の 受 け 入れ 作 業 で 済 ませ 、納 品 伝 票 は 廃 止 して ペ ーパ レス 化 す

る こと が 目標 で あ る 。 こ こで のEDI対 象 デ ー タ は一 般 にASNと 呼 ば れ る納 品 予 定

デ ー タ と納 品確 定 デー タで あ る。 現 在 、 マ イ カル の シス テ ム化 は この物 流EDIの 段

階 まで 達 成 され て い る。

最 終 的 な 決 済EDIの 段 階 に至 る に は、 返 品 ・値 引 き の取 り引 き のデ ー タ化 の 問題

を まず ク リア しな けれ ばな らな い ほか 、 さ らにECRの 段 階 と もな れ ば 、 タイ ム リー

な 品 揃 え の改 善、 品 切 れ の 防止 、在 庫 の 回 転 率 の向 上 と い う課 題 に対 応 す る た め、

本 部 ス タ ッ フだ けで な く、 商 品 ・営 業 ライ ンの参 画 を得 て 会 社 対 会 社 の対 応 が 必 須

条 件 とな る。

一 連 の 物 流 デ ー タ の 流れ は
、 まず 、 マ イ カ ル の発 注 デ ー タ を取 引先 企 業 へEDIの

形 で わ たす と ころか ら始 まる。 これ を受 け て 、取 引先 で は ピ ッキ ング 作 業 、単 品 ス

キ ャ ン出荷 検 品 を行 い、SCMラ ベ ル を貼 付 した梱 包 を店 別 に ま とめセ ンター に納 品

す る。 また 、 納 品 予定 デー タ を作 成 して マ イ カル にEDIで 送 信 す る。 セ ン ター で は

納 品予 定 デ ー タ を受 け 取 る と、 これ を受 入検 品 に利 用 す る 。 こ こで は 、SCMラ ベ ル

ス キ ャ ン検 収 、個 口受 入検 収 を行 って 納 品 を 確定 す る の で 、 従 来 の伝 票 等 は一 切 発

生 しな い。 この結 果 作 成 され た納 品 確 定 デ ー タ を仕 入 、 買掛 計 上 し、 同 時 に取 引先

に も返 す 。

納 品 予 定 デ ー タ に 関 して は 、標 準 フ ァー マ ッ トに準 拠 し、梱 包 ナ ンバ ー と商 品

コー ドの ひ も付 け をす る よ うに取 り決 め て いる。 さ ら に、 取 引先 の 出 荷 精 度 の ミス

率 は10,000分 の3以 内 に抑 え る と い う基準 を設 けて お り、 マ イ カ ル 側 は抜 き取 り検

品 によ って 精 度 のチ ェ ッ ク を して い る。

EDIを ベ ー ス に した 取 引 を行 って い る 業 種 と して は 加 工 食 品 、 日用 雑 貨 、 化 粧

品 、 婦 人肌 着 とい っ た 分野 を 中心 に拡 が って いる。 加 工 食 品 で は物 流EDIの レベ ル

で すで に10社 と実施 して お り、 カ バ ー率 は ほ ぼ50%に 達 して い る。 日用 雑 貨で は11

社 、 化 粧 品 は4社 、 婦 人 肌 着 は3社 で 、 そ れ ぞ れ 約50%程 度 の カ バ ー 率 とな っ て い

る 。 ただ し、 残 りの50%の 多 くは 中小 取 引 先で あ る た め 、 これ らの カ バ ー率 を上 げ
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る には何 らか の 有効 な方 策 が 不 可 欠 とな って いる 。 決済EDI、ECRの レベ ル で は 、

日用 雑 貨 、化 粧 品そ れ ぞ れ 一 社 で取 組 み を 開始 して い る。

2-4-3フ ァ ッ シ ョ ンQRSへ の 取 り組 み

フ ァッ シ ョ ン商 品 の特 徴 と して は 、 一 点 あた りの 単 価 が 高 く(千 円 ～ 万 円 の単

位)、 プ レゼ ンテ ー シ ョ ン ・接 客 技 術 が 必 要 で あ る こと 、販 売 期 間 が 短 く、 短 期 間

で 売 りき る技 術 が 必 要 で あ る こ と、 カ ラー 、 素 材 、 デザ イ ンな ど トレ ン ド分 析 によ

る需 要予 測 技 術 が 必要 で あ る こ とが あ げ られ る。 これ に対 して 、 フ ァ ッ シ ョン業 界

で は作 りす ぎ の無駄 が多 い のが 特 徴 にな って いる 。 ま た 、発 注 か ら、 生 産 、 納 品 ま

で の リー ドタ イ ムが 非 常 に長 く、 標 準 化 、EDIの 普 及 が遅 れ て い る。 この よ うな特

徴 をベ ー ス にQRSを 推 進 して い く必 要 が あ る 。

QRSの 重 点 課 題 は 、共 同 で のPOSの 情 報 分 析 とそ の対 策 実 施 を進 め て い く こと、

ECRで も進 めて い るEDIの 拡 大 を並 行 して検 討 す る こ と、 とい う二 点 で あ る 。 前者

に よ って、 売 り切 る技 術 、 需 要 予 測 技 術 お よ び 受 注 生産 技 術 の 蓄 積 が 進 む こ と によ

り、 流通 在 庫 と格下 げ の削 減 が 可 能 に な り、 効 率 向 上 につ な が って い く と期 待 して

い る。 また 、 後者 は コス トダ ウ ン をめ ざす もの で 、 このベ ー ス にパ ー トナ ー シ ップ

をお き、 最 終 的 に はそ れ を製 販 同 盟 とい う形 態 へ と繋 げ る こ とが 同 グル ー プ の狙 い

で あ る。

現 行 の 生産 お よび 販 売体 制 の改 善 へ 向 けて 、97年 か らメー カ ー3社 とマ イ カ ル グ

ル ー プで は ク イ ック 生産 へ の取 り組 み を始 め て い る。

現 状 で は 、初 回導 入 まで に 契約 数 量 の80%を 製 品 化 して いる 。2カ 月 の 販 売期 間

に対 し、 追 加 製造 ・納 品 に は、 受 注 か ら1カ 月 を 要す た め 、販 売 期 間 内 に は1回 しか

追 加 製造 で きな い。 よ って 、 昨 今 の よ う に 消 費 不 況 等 で そ の 商 品 が 死 に 筋 に な れ

ば 、大部 分 を格 下 げ し見切 り処 分 す る こ と にな り、 逆 に売 れ 筋 にな って も 販売 期 間

の晩 期 に しか 追 加製 造 分 が導 入 で き な い。

これ に対 して改 善 案 で は 、初 回製 造 数 量 を契 約数 量 の50%に 削 減 す る と 同時 に、

追 加 製造 を販 売期 間 内 に2、3回 で き る よ うに し、作 りす ぎ の 無駄 をな く して 格 下 げ

の 削減 を 図 る。2週 間 経 過 時点 、4週 経 過 時 点 で 売れ 行 き を判 断 し 、追 加 導 入す るか

在 庫 を売 り切 るか を検 討 す る。 最 終 的 に契 約 数 量 が 消 化 で きず 、原 反 が残 っ た場 合

は 、別 途 の 商 品 企 画 へ の 転用 を検 討 す る こ とに な る 。

こう した フ ァ ッシ ョンQRSを 実 現 す る情 報 イ ンフ ラ と して 社 内 で は イ ン トラ ネ ッ

ト、 各取 引 先 とは公 衆 回線 を経 由 したエ ク ス トラネ ッ トを 構築 して い る 。 メ ー カー

か ら提 供 され る製 品 在庫 デ ー タ と 小売 側 の単 品売 り上 げ デ ー タ 、 在庫 デ ー タ は 、統

合 してサ ー バ ー 内の フ ァ ッシ ョン統 合 デ ー タ ベー ス に蓄 積 す る。 各 メ ー カ ー とマ イ

カ ル の商 品 担 当 は この 共 同 デー タ ベ ー ス か ら商 品の 売 れ 行 き 状 況 、 商 品 の 在 庫 状況
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を判 断 して 商 談 に臨 む こと に な る 。

QRSの 一 例 と して 、 ボ トム ス の メー カー と取 り組 ん だ 秋 冬 物 の ウ ー ル ニ ッ トス

カー トとい う商 品 をあ げ る 。 商 品 の ライ フサ イ クル は2カ 月 な い し3カ 月 にす るよ う

指 示 が あ っ たが 、 実 際 は難 し く、販 売 期 間 は9月 の頭 の 導 入 時点 か ら2月 まで の半 年

とな った 。 消化 率 は83%で 、昨 今 の状 況 か らす る とか な り良 い方 だ とされ て いる 。

商 品は 初 回導 入 の後 、9月 の初 め、10月 の初 め に2回 追 加 導 入 して い るが 、10月 以 降

は 店頭 在 庫 を売 り切 る 方 法 を とっ た。 手 じま いが遅 れ て 販 売期 間 が 延 び た こ とにつ

い て は 、 メ ー カー 側 とプ ロ ジ ェ ク トを組 ん で 、継 続 的 に検 討 して い る。

2-4-4ECR・QRS実 現 へ 向 け て の 課 題

従来 マ イ カル グル ー プで はMYCAL-NETと い う自営パ ケ ッ ト通 信 網 を運 用 して き

た が 、 大 量 の デ ー タ 通 信 や オ ー プ ン 系 の 新 シ ス テ ム に 対 応 で き な い た め 、OBN

(OpenBusinessNetwork)を 中心 と した ネ ッ トワー ク の再 構 築 を進 め て い る。

す で に、 全 国 の 店舗 でTCP/IPを 標 準 プ ロ トコル と した64kbps(従 来 は9.6kbps)

が 基 本 の専 用 回線 網 の 再 構 築 が 完 了 して い る 。MYCAL-NETの 機 能 も完 全 に 吸収

し、従 来 か らある64KbpsのISDNは バ ック ア ップ に利 用 して 回線 の安 全性 を強化 し

て い る。 今 後 は 、企 業 間 の ネ ッ トワー ク 接続 も進 めて い き、 衛 星 通 信 の利 用 を視 野

に 入れ た 画 像 デ ー タ な どへ の対 応 も検 討 して い る。 ま た 、柔 軟 性 の 向上 の た め 、店

内 ネ ッ トワー ク の 無線 化 に も取 り組 む 計 画 が あ る。

今後 の課 題 と して は 、 次 の よ う な も のが 指 摘 され て い る。

物 流 関 係 で は作 業 上 有 効 な カ ゴ 車納 品 の拡 大 を図 り、 店 の 品 出 し業務 の 合理 化 を

目指 したカ テ ゴ リー 納 品 の考 え 方 を進 め て い く。 店 の 要 員配 置 の合 理 化 を 狙 っ たス

ケ ジュー ル 納 品 も徹 底 す る。 物 流EDIの 段 階 で は、取 引 先拡 大 の ス ピー ドア ップ の

た め カ バ ー 率 の 向 上 に努 め る。

ECR対 象 商 品 で はNBメ ー カ ー との 在庫 情 報 、特 売 情 報 を 中心 に した 情 報 交 換 を

進 めて い くと と もに 、一 括 納 品 、3PL対 象 商品 の物 流EDI化 も進 め て い く。 決 済EDI

の 段 階 で は、 返 品 や 値 引き の 業務 フ ロー の 改 善 、ル ー ル と計 上 基 準 の 明 確 化 が 必 要

と され る。 最後 段 階 のECRへ 向 け て は、取 り組 み体 制 の整 備(商 品 ・営 業 ス タ ッフ

の 参 画 に よ るス テ ッ プ ア ッ プ)と 単 品情 報 の 精 度改 善 が 課 題 で あ り、 ベ ン ダー との

共 同デ ー タ ベ ー ス の 開 発 も テ ー マ とな っ て い る。

また 、QRSで は対 象 商 品 を拡 大 し、パ ソ コ ンの活 用 な ど の情 報 リテ ラ シー の強 化

を含 め た 活 用 体 制 の 整 備 をす る 。 フ ァ ッシ ョ ン分 野 で は 単 品 情 報 の 精 度 改 善(カ

ラー サ イ ズ情 報 、 移 動 、 棚 卸)が 求 め られ て いる。 また 需 要 予 測 技 術 と リー ドタイ

ム 短 縮 技 術 の 蓄 積 も重 点 課 題 で あ る 。

近 々 、EDIに はEDIFACTが 追 加 され 、JEDICOSの 実 験 導 入 も予 定 され て い る。

また 、ASNの 標準 項 目の再 検 討 が ほぼ 完 了 した ため 、 そ の対 応 も 図 る こ とに な る。
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フ ァッシ ョン系で はQRコ ー ドセ ンター が運 用 段 階 に入 っ た ことか ら、 メー カ ー と協

調 しつ つ利用 を検 討 して い く。 さ らに 、現 在 稼 動 して い るPOSの シス テ ム や情 報 イ

ン フ ラが 十年 を経過 して いる た め 、 オー プ ン化 、LAN化 、 無 線化 、ペ ー パ レス化 を

キ ー ワー ドと した 次 世 代 シス テ ム の 早期 構 築 が課 題 とな っ て き て い る 。
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第3章 論 点 の 整 理

一 一 グ ロー バ ル ス タ ン ダ ー ドへ の 対 応 を 中 心 に

3-1グ ロ ー バ ル ス タ ン ダ ー ドを 取 り巻 く現 状

3-1-1情 報 技術 の標 準 化 を め ぐ る競 争 と協 調

現在 進 展 しつ つ ある 産 業 の 情報 化 、経 済 のデ ジタ ル化 に と って 極 めて 重 要 な 条件

が 「グ ロー バ ル ス タ ンダ ー ド」 へ の対 応 で あ る 。

グ ロー バ ル ス タ ンダ ー ドと い う言 葉 に は 、単 な る 「国際 標 準 」 とい う以 上 に、非

常 に戦 略 的 な 意 味や 問題 意 識 が込 め られ て い る。 従 来 、 各 種 の 標 準 はISO(国 際 標

準化 機 関)な ど の組織 の も とで 各 国 の協 調 を基 本 に検 討 ・策 定 され て きた が 、 こと

に情報 技 術 やそ の利 用環 境 の 分 野 に 限 っ て は、 標 準 の策 定 や 普 及 の プ ロセ ス に大 き

な 変化 が 起 き て きて いる。 言 っ てみ れ ば 、 グ ロー バ ル ス タ ン ダー ドを い ち早 く掌 握

し、 ある い はそ れ にい ち 早 く対 応 で き る か ど うか が ネ ッ トワー ク化 著 しい世 界 の産

業 経 済 にお け る重 要 な 課 題 とな って い るわ けで あ る。

そ うした 標 準 をめ ぐ るホ ッ トな競 争 と協 調 を生 ん だ背 景 の一 つ に は 、情 報 技術 の

進 展 が非 常 に急 速で あ り、 標準 を押 さ え た者 が そ の まま市 場 で の イ ニ シ アチ ブ を握

る ことが で き る 、 と い う こ とが あ る。 しか も、 情 報 技術 の ソ フ トウ ェ ア は企 業 の規

模や 既 得権 益 の有 無 を問 わ ず 、技 術 力 だ けが 物 を言 う領 域 で あ り、革 新 的 で か つ普

及へ の 大 き な潜 在 力 を持 っ た技 術 を投 入 した新 規 参 入 の企 業 が 、瞬 く間 に グ ローバ

ル スタ ンダー ドの台風 の 目 とな り、 市場 を押 さ え る とい った 事 態 も現 実 に起 こって

い る。

イ ンタ ー ネ ッ トの よ うな グ ロー バ ル な情 報 環 境 が 発達 して きた こ とに よ り、 技術

の 出現 と淘 汰 、 あ るい は 普及 の ス ピー ドとそ れ が 与 え る社 会 的 な イ ンパ ク トは さ ら

に一 層増 して お り、 標 準 をめ ぐ る争 い も激化 して い る。

また 、 出現 した 新 技 術 が 普 及 す る ま で の期 間 が 次 第 に短 くな って き て い る こ と

も、短 期 間 の うち に市 場 シェ ア を 獲 得 し競 争優 位 に立 つ 上 で の要 因 とな って いる 。

換 言す れ ば 、情 報 技 術 を利用 す る 側 に立 つ と、様 々 に乱 立す る規 格 の 中 で どの規 格

を採用 し、 どん な陣 営 の 側 に 立 つ の か を 見極 め る こ とが 非常 に難 しい 問題 とな って

い る。

3-1-2戦 略 的 デ フ ァ ク トと 結 果 的 デ フ ァ ク ト

情 報技 術 を市 場 に投 入す る企 業 に と って は 、 自社 が 開発 した 技 術 を世 界標 準 へ と
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押 し上 げ る こ とは 、最 も大 きな 企 業 戦略 とな り、そ の意 味 で グ ロー バ ル ス タ ンダー

ドは、 大 部 分 が 民 間企 業が 主 導 す るデ フ ァク ト(実 質 上 の)ス タ ン ダー ドだ とい う

こと もで きる 。 中 で も最 も影 響 力 の強 いデ フ ァク トス タ ン ダー ドと して は 、パ ソ コ

ン の プ ラ ッ トフ ォ ー ム の 分 野 が あ げ られ る だ ろ う。 マ イ ク ロ ソ フ ト社 のOS「MS

Windows」 とイ ンテ ル 社 の マ イ ク ロプ ロセ ッサ の 組 み 合 わ せ に基 づ くIBMPC/AT

互 換機 は事 実 上、 他 のパ ソ コ ンのOSや プ ロセ ッサ を抑 え て事 実 上 の標 準 規 格 と して

浸 透 して い る。 ア メ リカ の 一部 企 業 が 生み だ したPCプ ラ ッ トフ ォー ム の規 格 が 、 今

や 世 界 規 模 で拡 が りつ つ あ るデ ジ タル社 会 、 デ ジ タル 文 化 の基 盤 とな って い るの で

あ る。 この こ との 是非 は さて お く と して も、 ネ ッ トワー クで 繋 が った 莫 大 な 数 の コ

ン ピュー タ ー が 日々 の 生活 や 経 済 を動か して いる現 在 、 標 準 化 が お よ ぼす 影 響 は 極

め て 広 範 な も の と な っ て い る こ とは事 実 で あ ろ う。

一 方 、 同 じデ フ ァク トス タ ンダ ー ドに も、 パ ソ コ ンの よ う に民 間 企 業 が 主 導 して

自社 の 企 業 戦略 の も とで 後 押 し され る戦 略 的 なデ フ ァク トス タ ンダ ー ドもの の ほ か

に、 技術 の 出現 当初 に は標 準 を意 識 す る こ とな く、 市 場 で の 競 争 の 結 果 と して 多 数

派 とな り、標 準 と して の 地 位 を獲 得す る 「結果 的 デ フ ァク トス タ ンダ ー ド」 も存 在

す る。 この 代 表 が イ ン ター ネ ッ トとそ の通 信 プ ロ トコル で あ るTCP/IPで あ ろ う。

TCP/IPは 、 異 な る コ ン ピュ ー タ ・プ ラ ッ トフ ォー ム を相 互 接 続 す る 国 際 規 格 と し

てISOで 策 定 され たOSI(OpenSystemsInterconnection)を 出 し抜 いて 実 質 的

な 異 機 種 間 接 続 の 標 準 とな って い る。

3-2企 業競争 力の源泉 と しての標準化

3-2-1標 準 化 とそ の 阻 害要 因

さて 、標 準化 の取 り組み には 、 大別 して 次 の3つ の カテ ゴ リー が あ り、 そ れぞ れ に

異 な る 内容 の標 準 とそ の考 え 方 を含 ん で い る。

1:公 式 化

記 号や 公 式 、 体 系 な ど によ って、 あ る 事 項 につ いて 関 係 者 全 員 が 共 通 認 識 を

持 ち や す くす る こ と。 これ に よ り、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン を容 易 にす る 。

(例:工 程 分 析 記 号 、IDEF)

2:共 通化

何 種 類 か の類 似 の もの を共 通 化 し、種 類 を少 な くす る こ とに よ っ て 、広 い意

味 の規 模 の効 果 を図 る こ と をね らい とす る。

(例:製 品仕 様 の 標 準 化 、EDIな どの デ ー タ交 換 標 準)
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3:規 範 化

遵 守す べ き仕 事 や 義 務 の基 準 を設 けて 、効 率 的 な 方 法 の浸 透 と定着 を 図 る。

(例:ISO9000/14000、 作 業標 準 、 品 質 保 証 体 系)

EDIを は じめ とす る情 報 技 術 の 利 用 環 境 にお け る 標 準 化 は 、 この二 番 目の規 模 の

効 果 を達 成 す るた め の仕 組 み とい う ことが で き る だ ろ う。EDIやSTEP(Standard

forTheExchangeofProductmodeldata)と い っ た デ ー タ 交換 の た め の標 準

は 、そ れ を利用 す るユ ー ザ ー のカ バ ー 率 が あ る程 度 ま で増 大 しな い限 り、 目立 った

効 用 は上 が らな い。 シ ス テ ム へ の参 加 者 が あ る 閾 値 を超 え る こ と が 不 可 欠 な わ け

だ 。逆 に言 え ば、 シ ス テ ムへ の参 加 者 が そ の 閾値 を超 え た後 は、 効 用 は増 す 一 方 で

あ り、 そ の効 用 の増 大 が さ ら に多 くの シ ス テ ム 参 加 者 を 引 き寄 せ る こ と に 繋 が る

(イ ンター ネ ッ トの普 及 過 程 はそ れ を実 際 に示 した もの とい え る)。

しか し現 実 を見 る限 り、 こ う した 取 り組 み は 一朝 一 夕 で進 展 す る もの で は な い。

特 に、産 業 にお ける標 準 化 を促 進 させ る には 、部 門 ・組織 の壁 、 ロー カ ル な評 価 シ

ス テ ム 、 さ らに規 制や 慣 習 ・因習 と い った 阻 害 要 因 が 立 ち は だ か っ て い る 。

ま た、 仮 に何 らか の標 準 が策 定 され た と して も、そ れ が 「使 えな い」 「標 準 のた

め の標 準 」 で あ る場合 も少 な くな い。 例 え ば 、UN/EDIFACTは 特 殊 な 業 務 で は な

く、 一般 的 な企 業 に お け る 業務 を念 頭 に置 い て 策定 され て い る もので あ る が 、 い ざ

実 際 に適 用 しよ う とす る と、 そ の ま まで は 「使 え な い 」 とネ ガ テ ィ ブな評 価 が下 る

こ とが少 な くな い。

な ぜ な ら、標 準 に は 国(経 済 地 域)固 有 の 戦 略 を体 現 す る と い う意 味 合 い も あ

り、 この 場 合UN/EDIFACTは 「標 準 のた め の 標準 」 と して 開発 され が ち とな る か

らで あ る。 いず れ に しろ 、標 準 化 を進 め る には 細心 の 注 意 が 必 要で あ り、 理論 と標

準 、 実質 の 業務 と標準 の 間 にギ ャ ッ プが あ る の は 大 き な 問 題 と い え るだ ろ う。

3-2-2標 準 化 と 競 争 力

か つて の 「モ ノづ く り」 とは 、演 繹 的 に最 も効 率 的 な 手 順 を定 め 、そ れ に従 っ て

仕 事 をす る こ とを指 して い た 。 これ に対 して 、 現 代 の よ う にダ イ ナ ミッ クな 変化 を

基 調 とす る 時 代 とな り、、産 業 製 品 が 多 様 化 し始 め る と、 作 業者 は た だ 単 に 標 準 に

従 って作 るだ けで は な く、 多 能工 とな り、 品 質 の 維 持 ・向 上 や 設備 の保 全 が 自分 で

で きて 、変 化 を観察 しな が ら学 習 し、改 善で き る能 力 が 求 め られ て い る。

こ う した 流 れ の 中 で 、 モ ノ づ く りの パ ラ ダ イ ム は 、 従 来 の テ ー ラー イ ズ ム や

フ ォーデ ィズ ム と い った演 繹 的 な(標 準 化 を至 上 と した)世 界 か ら、 トヨ タイ ズ ム

に代 表 され る帰納 的 な 世 界 へ と転 換 したわ けで あ る。MITが 編 み 出 した りー ン 生産

方 式 も、 日本 の 自動 車 メ ー カ ー の ワー ク ス タイ ル を徹 底 的 にベ ンチ マー ク した 結 果

の産 物 で あ り、 こう した 帰 納 的 な仕 事 の仕 方 が 変 化 の時 代 に柔 軟 に対 応 で き る もの
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と して 重 視 され た こ とが80年 代 の特 徴 とい え る。

そ して 、90年 代 に入 って今 求 め られ て きた の は、 情 報技 術 の革 新 が 進 む 中で 、 人

対 人で 行 って き た情 報 共 有 や 、 属 人 的 に 囲 い込 まれ て い た知 識 を暗 黙 の う ち に留 め

て お くので はな く、 目に 見 え るよ うにす る こ とで あ る。 情 報 技 術 と は、 ま さ にそ う

した役割 を果 たす の で ある 。80年 代 の 国際 経 済 にお い て圧 倒 的 な強 み を見 せ た 我 が

国 の産 業 が 得 意 と して き た 帰納 的 な仕 事 の進 め 方 は 、依 然 と して 重 要 で あ る こ とは

間違 いな いが 、そ れ は 時 代 に合 った演 繹 的な ベ ー スが あ って 初 め て 生 きて く る、 と

い うこ とが 一層 明 確 にな って きた 。90年 代 に入 って 、 生 産効 率化 のパ ラ ダイ ム は 、

こ こで 再 び演 繹 的 世 界 へ の転 換 が 起 こる。 す な わ ち そ れ が 後 述 す る よ うなCALSの

パ ラダ イ ム とい え る だ ろ う。

これ まで我 が 国 の 産 業 界 は 、作 業 標準 や3Sと い った 欧 米 的 な標 準 化 され た 仕 事 の

仕 組 み の 上 に、3T(TQC、TPM、JIT)と い った 全 員 参加 に よ る改 善 と い う仕 事 の

ツー ル を用 いた マ ネ ジ メ ン トス タイ ル を確 立 して き た こと に強 み が あ った 、 と され

て きた 。 しか し現 在 で は 、 こ こによ り広 い演 繹 的な 仕 事 の ス タイ ル が 求 め られ て い

る。 特 に、 デ ー タ交 換 や コ ンフ ィギ ュ レー シ ョ ン ・マ ネ ジ メ ン トと い った 新 し い演

繹 的 な枠 組 み を持 っ て く る必 要 が あ る。

も はや 標 準 は プ ラ ッ トフォー ム な の で ある 。 それ を土 台 と して価 値 創 造 を進 め る

よ うな 帰 納 的仕 事 が 駆 動 す る人 ・組織 を作 り上 げて い く こ と、 そ れ がIT時 代 の競 争

優 位 を決 定 づ け る ので あ る。 現 在 、 この プ ラ ッ トフ ォー ム=標 準 が 変 革 期 にあ るわ

けで あ り、 我 が 国 の 産 業 が これ に 的確 に対 処 で き る か ど うか が 問 わ れ て い る 。

3-3グ ロ ー バ ル ス タ ン ダ ー ドを 意 識 した 米 国産 業 界

今 日の情 報 技術 や そ の 利 用環 境 、利 用 形態 の標準 化 にお い て 、最 も大 き な影 響 力

を持 つ米 国 の産 業 界 で は、 一体 どのよ う にグ ロー バ ル ス タ ンダ ー ドとい う概 念 を捉

え 、 具体 的 な 戦 略 を 採 って い る のだ ろ うか 。

ここで は 、 「標準 化 先 進 国」 と もいえ る米 国 にお け るEDI/CALS/ECパ ラ ダイ ム

へ の 具体 的 な対 応 を も と に述 べ て いき た い。

3-3-1大 局 的 ビジ ョンを 描 く米 国 の情 報 産 業

数 年 前 、 我 が 国産 業 界 を席 捲 したCALSで あ った が 、 一 般 的 な風 潮 と して 既 にそ

の 「ブ ー ム」 は廃 れ た とい う意 見 も少 な くな い。 か つ て の ブー ム 時 に出 版 され た 書

物 の 多 くはCALSを ハ ウ ・トゥ(howto)の 一種 と捉 えて いた 節 が あ るよ う に見 受

け られ る 。
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だが 、CALSやEDIは 、対 症 療 法的 なハ ウ ・トゥな どで は な く、 後述 す る よ うに、

よ り根 本 的な レベル で の変 革一 一 つ ま りは 「What」 と い う視 点 で 扱 われ るべ き性 質

の もの だ と言 え る。 そ して 、 この 取 り組 み を 社 会経 済 的 な 視 点 か ら捉 え 、産 業 に新

た な法 則 を与 え て くれ る 一 つ の 商 品 と い うよ う に受 け止 め るべ きで あ る。

また 、CALSやECを 語 る 際 に必 ず と言 っ て い い ほ ど引 き 合 い に 出 され る次 の よ う

な フ レー ズ ー 一 た とえ ば 「企 業 同士 が 組 織 壁 を越 え 直 接 ネ ッ トワー ク され る」 と

い った 状況 に して も、や は り単 な るハ ウ ・トゥの類 いで はな く、 企 業 間 の協 調 関係

が根 本 か ら変 革 して い くのだ と い う認 識 の も とに捉 え られ 、 実 践 され るべ きで あ ろ

う。 これ まで の 日本経 済 を支 えて きた 活 力 の ひ とっ に は、 確 か に情 報技 術 の積 極 的

な 導入 ・活用 が あ げ られ よ う。 だ が 、 情 報 技 術 そ の も のが 変 革 を主 導す る ので は な

く、そ れ はあ く まで も一 つ の 方 策 に過 ぎ な い と認 識 す る 必 要 が あ る。

さて 、90年 代 後 半 にな って 空 前 の 活 況 を呈 して い る 米 国産 業界 、 そ の 中で も情報

技 術 の活 用 シー ンを リー ドして い る情 報産 業(た とえ ばIBM、EDSな ど)は 、 明 ら

か に社 会や 経 済 のデ ジタ ル化 推進 の 牽 引 役 とな って い る。IBMやEDSな どは年10-

15%の 売 り上 げ増 、 純 利 益 で も10%の 伸 び を達 成 して い る 。 これ らの企 業で は いず

れ もITを 使 った経 営 革 命 を進 め て いる こ とが効 を奏 して お り、 そ れ が 他 の 業種 へ も

好 影 響 をお よ ぼ して い るの だ 。 日本 の コ ン ピュ ー タ業 界 と米 国 の そ れ との相 違 点 と

して 指摘 して お き た い の は、 日本 の 業 界 は ハ ウ ・トゥ、 つ ま り小 手 先 の改 善 改 良 ば

か りに捕 わ れ が ちだ が 、IBMやEDSな ど米 国 の 情報 産 業 は、 国 家 戦 略 に も匹敵 す る

レベル の ビ ジ ョ ンあ る い は哲 学 を一 企 業 の 中で 描 き、 抱 え持 っ て い る点 で あ る。

実 際 、米 国 の情 報 産 業 関 係 者 が 語 る 時 代認 識 の 中 には 、 「シル ク ロー ドによ る 欧

州 か ら中国 へ のユ ー ラ シア 大 陸 に お け る 貿 易 改革 」 が 中世 にお いて 起 こ り、続 いて

「18世 紀 にお ける 大航 海 時 代 の 世 界 貿 易改 革 」 とい う海 運 に よ る改 革 が 、 さ らに現

在 で は、 「デ ジ タル ネ ッ トワー ク とい う人類 最 大 の貿 易 改 革 」 に突 入 した一 一 とい

う歴 史的 な視 点 が あ る。 彼 らの うち 立 て る経 営 戦 略 の主 眼 は、 いか に して情 報 シス

テ ム を構 築 す る か と い った 皮 相 な レベ ル で は な く、 ど う い った 時 代 認識 の も と に事

業 を展 開 して い くか 、 つ ま りは 一 つ の 確 固 と した ビ ジ ョ ン を示 す こ と にあ る と いえ

る だ ろ う。

3-3-2徹 底 した リ ス トラ ・顧 客 指 向 ・教 育/訓 練 の 強 化

で は、 米国 の 情報 産 業 が 前 述 の よ うな 大 局 的 な ビジ ョン の も と、 具体 的 に どん な

方 策 を とって いる のか 。 例 え ば、 よ く言 わ れ る よ うな 「徹 底 した リス トラ」 も大 き

な 特徴 の 一 つ で あ る。IBMで は 従 業 員 数40万 人 を約3年 で18万 人 に削減 した。 リス

トラに伴 い、営 業 マ ンはそ の ま ま残 って いる 場 合 も あ るが 、経 営 陣 も含 め社 内の 大

部 分が刷 新 され て いる 。 グ ロー バ ル な規 模 で の 「人材 の 流動 化 」 も、 う ま く企 業 活
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動 の再 生 に活 用 され て いる 。特 に 、 ソ フ トウ ェ ア開 発 の分 野 で は 高 い能 力 を持 つ イ

ン ド系 や 中国 系 の 人 材 の活 用 が 進 ん で い る。

ま た 、 「顧 客 サ ー ビス 指 向 の徹 底 」 もポ イ ン トと い え る。 人 間 関 係 は 最 終 的 に は

「hearttoheart」 な ので 、そ こを マル チ メデ ィア で 支援 しよ う とい う発想 で ある 。

特 に営 業 部 門 の よ う な顧 客 サ ー ビス で は、OnetoOneMarketingの よ うな 直 接 双

方 向性 と対 話 性 を基 本 と した新 しい ビ ジネ ス ス タイ ル が 台 頭 して きて いる こ とは よ

く知 られ て い る。

も う一 つ 、米 国 産 業 界 が 再 生 した 重 要 な フ ァクタ ー と して 「教 育 ・訓 練 の 徹 底 」

を無視 す る ことは で きな いだ ろ う。EDSが 年 率10-15%で コ ンス タ ン トに伸 び て い

る 理 由 は 、事 業 が グ ロー バ ル な規 模 で 展 開 され て い る と 同時 に、 情 報 化 に対 応 した

教 育 ・訓 練 も徹 底 され て い る こと も大 きな 要 因 とい え る だ ろ う。

しか しなが ら、 米 国経 済 の復 活 は コ ン ピュー タな ど の情 報 産 業 だ け に留 ま らず 、

一般 産 業 界 にお いて も顕 著 な もの とな って い る。 例 え ば、 米 国 の 第 二 位 の 鉄鋼 メ ー

カ ー 、 ベ ス レヘ ム ス テ ィー ル社 は米 国 鉄鋼 業界 内で 唯 一 、 日本 の 鉄 鋼 メー カ ー と技

術 提携 や 資 本 提 携 しなか っ た企 業 で あ る。

同社 は 過 去20年 間 で 従 業 員数20万 人 を実 に1.9万 人 に 削減 す る と い う 非常 に大 胆

な リス トラ を行 った 。 この こ とが 業 績 回 復 につ な が って い る。 しか も、 そ の リス ト

ラ と合 わ せ て 情 報 技 術 、 と りわ けEDIを う ま く活 用 して い っ た 。GM(ゼ ネ ラル ・

モ ー ター ス)の 主 要 サ プ ラ イ ヤ ー で あ る ベ ス レヘ ム 社 は 、GMと 完 全 に ペ ア を組

み 、約15年 をか け てサ プ ライ ヤー と して の望 ま しい姿 を模 索 して きた 。 同 社 で は情

報処 理部 門 はす べ て ア ウ トソー シ ング して お り、EDIの 接 続 先 と して は約600社 の取

引 先 の 間 で標 準 化 さ れ た デー タ を授 受 して お り、 さ らに 年 間100社 つ つ 増 えて い る

状 況 で あ る。 日本 の 産 業 界 が こう い う状態 にな る には 、 まだ 相 当 の 時 間 を 必 要 とす

る だ ろ うが 、 同社 は さ らに先へ 進 も う と して い る。 彼 らは 「マ ル チ メデ ィ ア の採 用

は 、顧 客 との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの拡 大 で あ る」 と考 え 、2-3年 以 内 に従 来 のEDI

ベー ス の 取 引 を全 部 マ ル チ メデ ィ アに切 り替 えて い く方 針 を とっ て い る 。今 ま で の

EDIは デ ー タが 送 られ て ど の よ うに 処 理 され る か は 送 り元 で は わ か らな い 状 況 だ

が 、 画 像 を交 え た りア ル タイ ム で 顔 の見 え る処 理 を行 い 、 顧客 と の よ り多様 で 柔 軟

な 関 係 性 を結 ぼ う と して いる の で あ る。

3-3-3米 国 デ ジ タル 社 会 の 特 徴

徹 底 した 情 報 技 術 の 活 用 を テ コ に再 生 を遂 げた 産 業 界 が牽 引す る米 国 は 、 既 に

「デ ジタ ル 社 会 」 とい うべ き状 況 へ と突 入 して いる 。

もはや 、米 国で はハ ー ドウェ アや ネ ッ トワー ク ・サ ー ビスな ど と い った 技 術 的 分

野 が主 導 す る ので はな く、 エ ン ドユ ー ザ ー で あ る企 業 や 家 庭 と い っ た利 用 者 か らの
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明 確 な視 点 を も とに、 次 々 と新 しい ビジ ネ ス モデ ル や 社 会 シス テ ムが 生 まれ 、 台 頭

して き て い る。 米 国で は、 情 報技 術 の利 用 に 関 して 、ハ ー ドウ ェ ア を主体 と した 議

論 は 、数 年 前 に既 に終 了 した と見 倣 さ れ てお り、今 日で は情 報産 業 の議 論 の 焦 点 は

サ ー ビス が提 供 す る コ ン テ ン ツ の価 値 に移 っ て い る。

言 うま で もな い こ とだが 、 こ う した 状 況 に到 達 した 条件 と して 、パ ー ソナ ル ・コ

ン ピュー タや イ ンター ネ ッ トの量 的 な普 及 が 前 提 とな って いる。 米 国 で は1996年 に

パ ソ コン の売 り上 げ が テ レビの 売 り上 げ を上 回 っ た。 世 界 の イ ンター ネ ッ ト利 用 者

は97年 初 頭 の 時点 で1億 人 に達 した と推 定 され る が 、96年 のイ ンタ ー ネ ッ トホ ス ト

数1288万 台の うち約70%が 米 国 に ある。 っ ま り、 イ ンター ネ ッ トに繋 が った パ ソ コ

ンは 米 国 のデ ジタ ル社 会 にお け る 基 盤 的 なイ ン フ ラ とな って お り、そ の上 に様 々 な

産 業 情 報 化 の取 り組 みや 新 しい ビジ ネ ス 、 サ ー ビス が 開花 して いる わ け で あ る。

3-3-4CALSの 実 像

次 に 、 米 国 が 産 み 出 した 最 も究 極 的 な 標 準 化 運 動 と い え るCALSに つ い て 述 べ

る 。

CALSの 概 要 に つ い て は 各 所 で 述 べ られ て い る の で 、 こ こで は 詳 述 しな いが 、

CALSパ ラダ イ ム か ら見 る と、 そ れ を主 導 して き た 米 国 の 国防 総 省(ペ ンタ ゴ ン)

は 高 度 な機 械 技 術 ・電 子 技 術 で構 成 され る 大 型 設備 ・装置 を持 って い る組 織 と いえ

る。 「高度 な 情 報 技術 を駆 使 した シス テ ム を保 有 す る グ ロー バ ル な組 織 だ 」 と い う

の が 、 ペ ンタ ゴ ン関係 者 の共 通 認 識 だ とい う。

日本で は 品 質 向 上 と い う と製 品 の 品 質 向 上 と捉 え られ が ち だ が 、 ペ ンタ ゴ ン が

CALSで 目指 した の は 兵 力 の品 質 向 上 、 つ ま りス タ ッ フや 戦 闘 員 の 質 の 向 上 で もあ

る 。 この半 世紀 以 上 の 間で 、 我 々 の 生活 の基 盤 に な って い る産 業製 品 の ほ と ん ど、

例 え ば 、テ レ ビや 自動 車 、 航 空機 そ の他 諸 々 がハ イ テ ク機 械 へ と変 貌 した 。 こう し

た 状 況 の 中で 、 実 は何 が 変 わ っ て い な い か と言 え ば 、 人 間が こ う したテ ク ノ ロ ジー

の 変 容 に対 応 し切れ て い な い 、 と い う こ と にな る。

だ とす れ ば、 人 間 が テ ク ノ ロジ ー に的確 に対 応 して い くた め には 、抜 本 的 な業 務

改 革 、例 え ば保 全 教育 訓 練 の マ ニ ュア ル が 必 要 にな って くる。 そ れ らの マニ ュ アル

類 は ペー パ ー レス が必 然で ある 。 と い うの も、 ペ ンタ ゴ ンは調 達事 務 所 が 世 界 中 に

1000個 所 もあ り、全 世 界の 約30万 社 もの企 業 か らか ら機 材 を購 入 して いる。 そ れ ら

に約6億 ペ ー ジ の 調 達 ・管 理 文 書 が 必 要 と さ れ 、 機 材 の マ ニ ュ アル は2億 点 に お よ

ぶ 。 しか もマ ニ ュ アル 類 の約25%は 陳 腐化 して き て い る。ハ イ テ クの進 展 と同時 に

どん どん マニ ュアル が 陳腐化 して い るの で あ る。 マ ニ ュ アル の改変 作 業 に は2年 以 上

か か る の に、 新 しい技 術 が 次 々 と登 場 して く るた め 、 人 間 の訓 練 が追 いつ か な い と

い う事 情 が あ っ た 。
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そ こで 、 あ らゆ るマ ニ ュア ル 、 ドキ ュ メ ン ト類 をす べ て紙 か らデ ジ タ ル に 置 き換

え 、 急 速 な技 術 の進 展 に 人 間 が対 応 で き るよ うな情 報 共 有 を作 る こ と がCALSの 目

標 で あ り、具 体 的 に はそ う した ドキ ュ メ ン トの デ ジタ ル化 と管 理 の た め の 標準 を策

定 す る こ とがCALSの 活 動 に ほか な らな いの で あ る。

そ うい う点 で 、CALSは 一 般 産 業 界 の 約20年 後 の姿 を先 取 り した もの だ とい え る

だ ろ う。 も う一度 言 うよ うに 、CALSの 目指 す と ころ は 、戦 略 兵 器 のハ イ テ ク化 に

伴 うス タ ッフ業 務 の 効 率 化 、 そ して ス タ ッ フ と戦闘 員 自身 の教 育 訓 練 等 の 品 質 向上

で あ る。 そ して 、CALSの 出現 は 日本 で は1985年 頃 か ら と言 わ れ て い る が 、実 際 に

は1950年 代 に は そ の コ ンセ プ トが で き、1960年 代 には 具 現 化 して い た 。 実 に半 世

紀 近 く にお よ ぶ 取 り組 み が 、 「究 極 の標 準 化 運 動」 と呼 ばれ る所 以 で あ る。

3-3-5CALSパ ラ ダ イ ム にお け る標 準 化 の 意 味

CALSの ス ロー ガ ンの 一 つ に 、 「CALSisasoldiershandbooks」 と い う考 え 方

が あ る。CALSの コマ ン ドコ ン トロー ル シ ステ ム(CCS)を 分 析 す る と、 オ ペ レー

シ ョ ンを実 行 す る 組 織 の メ ンバ ー全 員 が 全 く同 じ作 業 をす る のが 最 も効 率 が 良 い。

作 業 を分 析 して 、 効 率 の 良 い作 業形 態 を標準 と して規 定 し、オ ペ レー ター に教 育 ・

訓練 して 実 行 す る 。 そ して組 織 の効 率 を最 大 にす る に は 、平 均 値 で はな く一 番 レベ

ル の高 い と こ ろ に全 員 を 引 き上 げ る。 一 番 高度 な レベ ル に あわ せ て オ ペ レー ター を

引 き 上 げ る役 割 は ス タ ッ フに 与 え られ る。

従 って 、 ス タ ッフ は作 業 の改 善 を永続 的 に実 施す る必 要 が あ る 。 そ の 際 、 全 員 に

徹 底 す る た め に は き ち ん と した ドキ ュ メ ン トが な けれ ば、 特 にハ イ テ ク 機 材 を扱 う

場 合 には 徹 底 で き な い。 そ れ が 不 可 能 で あ る とい う こ とは 、 人員 の 質 が 落 ち る こ と

を意 味 す る。

こ う した 、仕 事 の進 め方 の 改 革 の た め の教 育 ・訓 練 にお い て は 、紙 を メ デ ィ ア と

して いて は 限 界 が来 る。 「効 率 的 な コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン」 を可能 にす る た め に は、

映 像 や 音 声 を含 む マル チ メデ ィア を駆 使 して 世界 中に 分散 す る 人員 に対 して グ ロー

バ ル な規 模 で標 準 に基 づ く作 業 形態 を徹 底 して い く必 要 が あ る。 しか も、そ れ を あ

る 日同 時 に徹 底 しな けれ ば な らな い場 合 もあ り、訓練 は繰 り返 し実 施 す る必 要 も あ

る 。 当 然 の ことな が ら、 個 人 に よ って 教 育 レベル は 千差 万別 で あ るか ら、何 回で も

訓 練 が行 わ れ 、 そ の 内 容 は記 録 され 何 度 で も再 生 され 、 グ ロー バ ル な 環 境 の も とで

双 方 向 で の 情 報 交 換 が な され て い く。

CALSに 体 現 され て いる よ う に、 米 国で は標 準 をル ー ル や ガイ ド、 マ ニ ュア ル も

含 め て考 えて いる と ころが あ る。 日本 のJISに 顕 著な モ ノづ く りの標 準 とい う考 え 方

と はか な り異 な っ て い る。 標 準 の あ り方 は誰 も教 えて くれ な い 。 世 界 の 中で 彼 らは
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常 にオ ー プ ンな 姿 勢 を と って い る が 、 決 して 学 べ とは 言 わ な い の で あ る。

別 の例 を 引 き合 い に出 す と、 日本 で も将 来 は50-60兆 円の 市 場 規模 と推 定 され る

ITS(lntelligentTransportationSystem)だ が 、 これ も米 国 で は60年 代 か ら構 想

され て いた 。CALSに して もITSに して も、 情 報技 術 を基盤 とした新 しい社 会 システ

ム の構 想 は 、基 礎 的な 検 討 の 開始 か ら15年 が 経 過 して オー プ ン にな って くる とい う

の が一般 的 なパ ター ンの よ うだ。 現 在 、ISOで 行 われ て い るITSの 標 準化 は、実 に膨

大 な ワー キ ン グ グル ー プ が動 いて い るが 、 日本 の官 も民 も これ らに対 応 し切 れて い

な い、 との 指 摘 もな され て い る 。

CADデ ー タ の交 換 標 準 で あ るSTEPも 、 米 国 で は70年 代 にANSI内 に既 に委 員 会

が 出来 て 活 動 して い た 。 彼 らは 標 準 化 作 業 は 最 終 的 にす べ てISOへ と持 ち込 ん で

オー プンに して い こ うと して いる。STEPは 今 や あ らゆ る 業種 に拡 が ってお り、文書

形式 の標準 で あ るSGMLも どん どん普 及 しっ っ あ る。 これ らの技 術 標準 を どのよ う

に導 入 、活 用 して いる のか を見 極 め る こ とで 、今 後 の 日本 にお ける情 報 技 術 の利 用

環 境 の あ り方 に対 して 有 益 な 示 唆 を 与 え て くれ よ う。 こ う した グ ロー バ ル ス タ ン

ダー ドを強 力 に指 向す る米 国 の状 況 に追従 す る の か 、 あ る い は異 な る ア プ ロー チ を

取 るの か どうか は別 と して も、 産 業 情 報 シス テ ム の 本質 的 な姿 をそ こに学 ぶ こ とは

重 要で あ ろ う。

3-4グ ロ ー バ ル な デ ジ タ ル 言 語 と して のEDI

3-4-1欧 米 と 日本 で 食 い違 う 「標 準 化 」 の 意 味

また、CALを 実現 す る上 で 非 常 に大 きな 役 割 を担 うのがEDIで あ る。EDIの 意 味

す る ところ は 、組 織 単位 に存 在 す る個 別 方 言 を廃 止 す る こ とに ほか な らな い。 言 い

換 えれ ば 、21世 紀 の グ ローバ ル な デ ジタ ル言 語 と捉 え る こと もで き るだ ろ う。 組織

単 位 、企 業単 位 は もち ろん 、 国家 や グ ロー バ ル な規 模 のイ ン フ ラが不 可 欠 とな る21

世 紀 のデ ジ タ ル社 会 にお い て 、 このデ ジ タル 言 語 と い うイ ン フ ラに繋 が る手 段 を欠

いて い る こ とは 組織 に とっ て 大 き なハ ンデ ィキ ャ ッ プ を負 う こ とを意 味 して い る。

デ ジタル 言 語 と して のEDIに 繋が って い くた め の プ ラ ッ トフォー ム の 不 整備 は 、端

的 に言 うな らばデ ジ タル 社 会 か らの脱 落 を意 味 す る こ と に もな るだ ろ う。

これか ら実 現 しよ う と して いる デ ジ タル 社 会 は 、標 準 化 の手 法 を使 いっ つ 、情 報

通 信技術 を手 段 と して活 用 しな が ら次 世 代 の社 会 シ ス テ ム を創 造 して い く こ とに な

る。そ の 中で 、 標 準化 と い う手 法 は、 社 会 を構 成す る経 済 、産 業 、技 術 な ど を永続

的 に発 展す る こ とを 狙 い と した 活 動 ・作 業 と捉 え る こ とが必 要 とな る。 言 い換 え れ

ば 、標 準 化 は 一 つ の 文化 と して も捉 え る視 点 も必 要 とな っ て くる だ ろ う。
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標準(Standard)は 本 来 、 軍旗 や 国旗 を意 味す る言 葉 で あ り、 「我 の後 に続 け 」

と い った ニ ュ ア ンス を含 ん で い る 。 つ ま り、 誰 かが 主 導 した 形 で 策 定 され て い くべ

き もの で あ り、そ の イ ニ シア テ ィブ を取 る こ とが組 織 に と って 重 要 な 戦 略 で あ る と

い う認 識 が 欧米 の 発 想 とい え る の で はな いか 。 しか し、 これ に対 して 日本 で は 「平

均 化 」 「画 一化 」 と いっ た イ メ ー ジが つ き ま とって い る 。 い き お い、 標 準 化 の 作 業

は 横 並 び か 、 あ る いは 他 人任 せ の姿 勢 が 強 くな って い る 。 標 準 化 の 議 論 の 際 に も、

品 質管 理 が話 題 の 中 心 に な りが ち な の も この あ た りに 原 因 が あ る の だ ろ う。 グ ロー

バ ル ・ス タ ンダー ドへ の対 応 を考 え た場 合 、 この 日本 的 ス タ ンス は 大 きな 足 枷 にな

る の で はな いか 、 と考 え られ る。

さ て 、 グ ロー バ ル ス タ ンダー ドを考 え る 時 に重 要 に な っ て くる の が 「情 報 表 現 規

約」 で あ る。 これ は従 来 、企 業単 位 に表 現 さ れ て いた 業務 単 位 項 目の 名 称 、 そ の 意

味 、運 用 、活 用 方 法 に 立 ち入 っ て 内容 を決 定 す る もの で あ る た め 、 大 変 な 手 間 と労

力 が必 要 とされ る 。 日本か ら この策 定 過 程 に 関わ って き た ソ フ トウ ェア ・プ ログ ラ

ム の専 門家 は、 往 々 に して 「定 義 さ え して くれれ ば 、 どん な もの で も情 報 処 理 は で

き る」 な どと発 言 して しま うた め 、標 準化 が なか な か進 ま な い 場 合 も多 い 。 標 準化

とい う行 為 を、個 々 の組 織 あ る い は社 会 が根 ざ して い る文 化 に ま で 立 ち 戻 って 考 え

な けれ ばな らな い 筈 で あ るが 、 日本 の組織 に は この 姿 勢 に 欠 け て い る こ とが 少 な く

な い。

3-4-2ボ トム ア ッ プ な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン改 革 へ 向 け て

米 国 で は、 例 え ばEDIが 顧 客 と納 入 者 と のパ ー トナ ー シ ッ プの ツー ル と して 明確

に位 置 づ け られて い る うえ 、 標 準 メ ッセ ー ジ を決 め て い く過 程 に参 画 す る こ との重

要 性 も十 分 認識 され て いる 。 標 準 メ ッセ ー ジ の作 成過 程 で は従 来 の メ ッセ ー ジ を整

理統 合 し、 新 しい考 え方 を再 定 義 す る た め、 そ こに参 画 して い な けれ ば 決 定 され た

もの を理 解 す るの に大 変 な 時 間 と手 間 が かか る。

しか しな が ら、 日本 で は 業 際 的 で グ ロー バ ル な標 準 が ほ とん ど出 来 て お らず 、 各

企 業 ま た は企 業 グル ー プ 内 で完 結 して し まっ て い る状 況 は既 に各 所 で 指 摘 され て い

る よ うに 、大 きな 障 害 とな っ て い る。 現 在 、 通 産省 の 主 導 に よ り標 準 化 が 進 め られ

て い るが 、 日本 企 業 の 大部 分 は い ま だ に長 期 的 な視 野 に 立 て ず 、 標 準 化 の必 要 性 を

十 分 に理 解 して い な い の が 実 情 と いえ る。 政 府 によ る 経 済 構 造 改 革 、 財 政 構 造 改

革 、 金融 シス テ ム 改革 等 の基 盤 整 備 も実 施 中 で あ るが 、 これ を トッ プダ ウ ンの 改 革

だ とす れ ば、EDIは 民 間 主 導(ボ トム ア ップ)の グ ロー バ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの

改 革 と認 識 す べ きで あ り、 企 業 経 営 や 経 済 シ ス テム 自体 に極 め て 大 き な イ ンパ ク ト

を与 え うる文 化 的 活 動 と して位 置 づ け られ る 必 要が あ ろ う。
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繰 り返 す よ う に、EDIは グ ロー バ ル コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを可 能 とす る不 可 欠 の イ

ン フ ラで あ り、 産業 界 の情 報 的 な 動 脈 に もた とえ られ よ う。 そ こで標 準 化 され な い

個 別 メ ッセ ー ジ(方 言)は 、 いわ ば動 脈硬 化 を 自覚 症 状 が な い ま ま放 置 して い る 状

態 で あ り、標 準 メ ッセ ー ジが 出来 て いな いの は グ ローバ ル な コ ミ ュニ ケー シ ョ ン を

行 う意志 が な い、 と見 倣 され て も反論 の余地 は な いで あ ろ う。21世 紀 のデ ジ タ ル社

会 で は、個 々 の ロー カ ル組 織 が用 い て い る標 準 メ ッセ ー ジが 、 どの程 度 まで グ ロー

バ ル な標準 メ ッセ ー ジ と整合 性 が取 れ て い るか が 常 に 問わ れ る こ とに な る。 米 国 で

も このよ うな 標準 メ ッセ ー ジ の 開発 に は10-15年 を要 した が 、デ ー タベ ー ス産 業 の

発 展 の背 景 に は この よ うな イ ン フ ラ の 存在 が あ る。

我 が国 のEDI関 連 の 課題 だ が 、 まず企 業 はVAN中 心 で 業際 的 なEDIが 未 成 熟 で あ

る こ とが あ げ られ る。 また 、 業 界 単位 の標 準 メ ッセ ー ジ の 開発 は行 われ て い るが 、

依 然 として 局所 的 で あ り、 中 堅 ・中 小企 業 に役 立 つ 標準 メ ッセ ー ジの 開発 も進 ん で

いな い。 さ ら に、情 報 シ ス テ ム の構 造 がEDIに 対 応 す る構 成 に な って いな い た め 拡

張 性 が 悪 い シ ス テ ム が 非 常 に 多 い とい う大 き な 問 題 も あ る 。 鉄 鋼 業 もそ の 一 例 だ

が 、 長 い歴 史 と伝 統 を持 って いる 企 業 ほ ど この傾 向 が 如 実化 して い る。最 終 的 に は

川 上 お よ び川 下 か らの標 準 化 が必 須 だ と考 え られ る 。

また、 日本 で は 「情 報 」 や 「知 識 」 あ る い は 「デ ー タ 」 とい っ た概 念 ・定 義 の混

乱 が 見受 け られ る。 通 常 の 場 合 、 「情 報 の共 有 化 」 と い う場 合 は許 され た範 囲 の 人

の 間 で の共 有 を意 味 し、 そ れ 以 外 の 人 との共 有 化 は 「デ ー タ の 共有 化 」 のみ 許 され

る こ とにな る。 単 な るデ ー タ の共 有 化 を情 報 の共 有 化 と誤解 した企 業 が企 業 間連 携

に踏 み 出せ な いよ うな ケ ー ス も少 な くな い。 しか し、 い ざ共 有 す る時 には容 易 に で

き るよ うな環 境 整備 が 大事 な こ とは 言 う まで もな い。

共 有 され る情 報 につ いて 言 え ば 、個 々人 に暗 黙 知 と して 蓄 積 共 有 され る ノウハ ウ

は ドキ ュ メ ン ト化 され に く く、外 部 の 関係 者 以 外 の者 に は見 え に くい 、時 間 的 に 風

化 す ると い う性 質 を持 つ 。 この た め 、組 織 全 体 に ノウハ ウが オ ー プ ン化 で き れ ば 組

織 と して は 極 め て 「風 通 しの よ い」 情 報 共 有 度 の高 い形 態 と い え る。

3-5「 永 続 的 な 運 動 」 と して の 標 準 化

3-5-1改 め て 「標 準 」 の 意 味 を 考 え る

本委 員会 の 前身 で あ る平 成8年 度 ユ ーザ ー専 門 委 員会 の 議論 で 提 示 された 論 点 と し

て 、 企業 情 報 システ ム をめ ぐ る状 況 が 今や 新 た な段 階 を迎 え て い る と い う認 識 が あ

る。 第1章 で も述 べ た よ うに 、従 来 の メイ ン フ レー ム 中心 時 代 の発 想 か らの延 長 ・改

善 で はな く、 全 く新 た な ア プ ロー チ を模索 す る こと も考 えね ば な らな いの で は な い

か 、 とい う考 え方 で あ る 。
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標 準化 とい う問題 も また 同様 で あ る。 標 準 とは 何か 、そ の本 質 的 な 部 分 を捉 え 、

何 故 そ れ に取 り組 む の か?と い う レベ ル か ら改 め て標 準 化 が 企 業 情 報 シ ス テ ム に

とって どん な意 味 を持 っ て くる の か を 問 い 直 して い く こ と も必 要 で あ ろ う。

改 め て 、標 準 とは何 か を定義 し直 してみ よ う。3-2で は 、そ の対 象 に応 じて3つ の

カ テ ゴ リー に 区分 して い る が 、 こ こで は 「階 層 的」 な 定 義 を 示 して み る。 下 記1-4

は 、番 号 が 若 い ほ ど規 制 力が 強 く、 これ らを総 称 して 「標 準 」 を形 成 す る と考 え る

こ とが で き る。

1:規 範(rule)

作 業 の 実行 に あ た って 遵 守 す べ き規 則 で あ り、 これ を守 らな けれ ば作 業 に支

障 を きた す か 、 あ る い は何 らか の ペ ナル テ ィ(大 幅 な設 計 変 更 や テ ス ト不 可

能 な ど)が 科 さ れ る こ とに な る 。

2:基 準(criteria)

作 業 の 実行 に あ た って 、 何 らか の判 断 を要 す る事 柄(例 え ば、 選 択 、採 用 、

運 用 な ど)に 対 す る何 らか の 契機 あ る い は トリガ ー と な る も ので 、 これ を利

用 しな け れ ば作 業 の遅 延 や 生産 性 の 低 下 を招 く。

3:ガ イ ド(guidance)

作 業 実行 の 上 で の指 針 とな る もので 、そ の 方 向性 や 進 め方 を示 す も の。 規 制

力 は 弱 い が 、 これ を利 用 す る こ とに よ り、効 率 よ く作 業 を進 め る こ とが で き

る。

4:解 説 書(referencemanual)

作 業 実 行 に あ た り、 参 照 を 要 求 さ れ る 資 料 の こ と 。 通 常 は ハ ー ド ウ ェ ア あ る

い は ソ フ トウ ェ ア の 使 用 方 法 に つ い て 解 説 し て い る も の を 指 す 。

この よ うな定 義 に従 って 考 え る と、一 口に標 準 と い って も、 そ れ を構 成 す る際 に

は極 め て広 範 な知 識 と経 験 の集 積 が不 可 欠 で あ り、そ の標 準 を用 いて 作 業 を進 め る

組 織 の 文 化 的 な コ ンテ ク ス トに依 存 す る こ とに なる こ とは 明 らか だ ろ う。

しか しながら、我が国の場合、標準化は一般に 「情報システム構築の効率化」 と

いう問題 に主眼を置いて検討 されて きた。このため、日本のEDIは 、 システ ム ・プ

ログラム を作 っている側にとっての効率化がメインテーマになって しまっているの

ではないか。つ まりは、情報 システム部門のみ努力すればよい と考 えられてい

る これが日本における情報技術の利用環境の標準化 を大幅に遅 らせている一つ

の原因だ といって もいい。

また、 日本企業には 「誰かが標準を決めてくれれば、自分も使わせてもらう」 と
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い う態 度 が 少 なか らず あ る 。 これ に 対 して 欧 米 の標 準 化 は、 既 に別 の 箇所 で も述 べ

た よ う に、 「自分 が 標 準 化 を決 め て 皆 を 説 得 した ら 自分 が 主 導 権 を取 れ る」 と い う

姿 勢 が強 い 。 だ か ら こそ 、 コ ン ピュ ー タ 業 界 で は ア ー キ テ ク チ ャやOSそ の他 のデ

フ ァク ト ・ス タ ンダー ドをめ ぐる 競 争 と協 調 が 繰 り返 され て いる の で あ り、積 極 的

に 「共通 に使 え る もの を作 って い こ う」 と い うモ テ ィベ ー シ ョ ンが 働 いて い る。 そ

の 点 で意 識 も文化 も全 く異 な っ て い る と い え よ う。

日本の 産 業 界 は今 の と こ ろ従 来 の 商 取 引 ・商 慣行 の シス テ ム に安 住 して お り、 ま

だ 「本 当 に 困 って い る 」 状 況 に は至 っ て い な い。 事 態 が 深 刻 に な るか 、 あ る い は

「外 圧 」 に さ らされ れ ば多 くの 企 業 が 真 剣 に標 準化 され た シス テ ム に取 り組 む だ ろ

う、 と の見 方 もで き る が 、果 た して そ う した 「待 ち」 の ス タ イ ル で い い の か ど う

か一 一 とい う問題 提 起 は 、8年 度 のユv-・一・ザ ー 専 門 委 員 会 で も指 摘 され て いた 。

端 的 に言 え ば 、 モ ノづ く りや ビジ ネ ス の ス タ イル が 常 に進 化 して い るの と同 様 、

標準 化 もまたendlessの 取 り組 み にほか な らな い。標 準化 とは ま さ に 「運 動」 な ので

あ り、EDIやEC/CALSも そ の意 味 で は技 術 や シス テ ム な の で は な く 「運 動 」 で あ

る 。 こう した 認 識 に立 て ば 、 標準 化 を他 人任 せ に は して い られ な くな る。 そ うな っ

て こそ 、 これ まで 、 い わ ゆ る 「標 準 屋 」 が 作 っ て い た(業 務 実 態 とギ ャ ップ の あ

る)「 使 え な い」 標 準 で は な く、使 え る標 準 が本 当 に根 付 く可 能 性 が 見 え て くる筈

で あ る。

3-5-2文 化 的 「運 動 」 と して の 標 準 化

視 点 を変 え て考 え て み る と、 モ ノづ く りの前 提 とな る標 準 の あ り方 を模 索 して い

くだ けで な く、デ ー タ の 内容 が ど の よ うな 企 業 文 化 を表 現 して い くの か 、 とい うこ

とが 問わ れ る時 代 に もな って き て い る。

企 業 に お け る情 報 処 理 の あ り方 が 大 幅 に変 化 して い こう と して い る 中 で 、そ れ と

企 業 文化 と の 兼ね 合 い も非 常 に大 き な 関 心 を払 うべ き 時 期 に 来 て い る の で は な い

か 。 例 え ば 、 トヨタ 自動 車 で は 自社 の 歴 史 にお ける貴 重 な 資 産 を企 業博 物 館 と い う

形 で 集積 して い るが 、そ う した 集 積 が 企 業 文 化 を形成 して いる 。 しか し、 トヨ タの

よ うな一 部 例 外 を除 い て 日本 企 業 は そ う した 取 り組 み に ほ とん ど注意 を払 って いな

い。 企 業 が 、社 会 との 関係 性 の な か で どん な 歴 史 を形 づ く って き た の か 、 とい う こ

と は、実 業 とは 乖 離 した 「文 化事 業 」 と して しか捉 え られ て いな い が 、実 は こう し

た企 業文 化 へ の 着 目 こそ 、 企 業 組 織 に内 包 され る文 化 と、 そ れ に基 づ く組 織 の行 動

ビジ ョ ンや 情 報 技 術 の 利 用 形 態 さ ら に は標 準 化 へ の コ ミ ッ トメ ン トの姿 勢 な どに

も、重 大 な 影 響 を与 え る こ とに な る 。

この ま まで は 、 た と え表 面 的 に標 準 を取 り決 め て い った と して も、 企 業 に お け る

文 化性 を重 視 し(前 述 した よ うな ビジ ョ ン を模 索 す る)欧 米 と の溝 は 埋 め られ な い
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と の指 摘 もあ る。 現 在 、 特 許 庁 の 次 世代 電 子 出願 シス テ ム で 扱 わ れ る特 許 文 書 をす

べ てSGML化 す べ き か ど うか の検 討 作 業 が進 んで い るが 、 仮 に全 文 書 をSGML形 式

で 標 準 化 して い く と して も、 そ れ で果 た して 日本 に お け る 特 許 をめ ぐる社 会 的 ・文

化 的 コ ンテ ク ス トが 一体 どの よ う に変 わ るの か を考 え な い と、 導 入 の 意 味 はな い。

日本 の 特許 制度 と欧 米 の そ れ を、 デー タ的 にコ ンバ ー ジ ョ ンで き る か ら大 丈 夫 と考

え て いる だ けで は、 標 準化 の 本質 を欠 いた 、 底の浅 い 「デ ー タ 交換 」 に終 わ っ て し

ま い、 よ り深 い レベ ル で の 文化 ・経 済 シス テ ムのデ ジ タル 化 へ と繋 が って いか な い

で あ ろ う。

敢 え て言 うな らば 、 もはや モ ノづ く りの規 格 自体 を云 々 して い る 時 で は な い 。企

業活 動 のベ ー ス に あ る企 業文 化 の ギ ャ ップ を 日本 はな か な か 埋 め られ な いの で は な

い か。 行 政 の制度 や 法 律 の文 面 を変 え る だ けで は変 革 に失 敗 して しま うお それ もあ

る 。

3-5-3標 準 化 に関 す るそ の 他 の論 点

この ほか 、委 員 会 で は標 準 化 の 進 め 方や 姿 勢 、 あ る い は グ ロー バ ル ス タ ンダ ー ド

へ の対 応 につ いて 、 以 下 の よ うな 意 見 が 出 され た 。

・日本 人 は標 準 化 を嫌 う傾 向 が あ る
。 熱 しやす くて 冷 め や す く、 目で 見 えな い存

在 を軽視 す る とい う気 質 が あ る が 、標 準 化 の推 進 に は根 気 、 業務 知 識 が 必 須 だ。10

年 ぐ らい の長 期 計 画 を 立 て て あ た って いか な けれ ば な らな い。 これ は 大 きな 課 題 で

あ る 。

・今 後 の 重 要 な課 題 と して は 国際 的 な 動 向 の情報 収 集 を 重 視 しつ つ
、 さ らに国 際

的 な 標 準 活 動 に参 画 して い く こと。 国 、企 業 、 業 界 に専 門 的 な 組織 を 設 立 し、 標 準

化 の企 画 ス タ ッフお よ び実 務 ス タ ッ フを養 成 す る。 最 終 的 に は トップ の 先 見 性 に か

か って い る。

・標 準 に 関 して は 、 欧州 がISOに 強 いの で 、 ア メ リカ はデ フ ァク トで 勝 負 す る と

い うの が情 報 分 野 の 戦 略 で あ る 。 標準 化 に関 しては 、 企 業 よ り通 産 省 の方 が む しろ

問題 意 識 が 先 行 して い る 。通 産 省 で は標 準 化 に はで き る だ け優 秀 な 人 材 を投 入 しよ

う と して い るが 、 企 業 側 で は標 準 化 の 担 当 は 比較 的 地 味 な 立 場 に い る 人 が 多 く、

トップ に直 言 で き る よ うな構 造 が で きて い な い。 トップ に して も まだ 標 準 化 に ウ ェ

イ トを置 くよ うな 考 え方 にな って いな い。 ま た 、ア メ リカ の 企 業 が 世 界 を標 準 に し

た 戦 略 を取 っ て い る の に対 し、 日本 で は 未 だ に ライバ ル 会社 が ど うの とか 言 って い

る 。 我 々 も企 業 には 標 準 化 の 重 要 性(特 に ス タ ッフ の充 実 を 中心 と した)を 常 々 説

い て い るの だ が 、 組 織 と い うの は す ぐに は変 わ れ な い と い う事 情 が あ る。
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・プ ラ ッ トフ ォー ム が 重 要 にな って い る時 に 、 日本 は プ ロ グ ラム を作 ろ うと して

い る。 シ ステ ム を変 え る時 にそ の 時 に あ る標 準 に倣 え ば い い と考 え て い る。 そ して

す ぐに固定 化 した モ ノ に しよ うす る傾 向 が 強 い。 プ ラ ッ トフ ォー ム をめ ぐって は競

争 と協 調 の両 面 が あ る の だが 、企 業 側 が そ の 両 面 を的確 に受 け止 め て いかね ば な ら

な い 。 プ ラ ッ トフ ォー ム とは何 か 、経 営 や さ らに大 き な文 脈 で 見 極 め な い と今 まで

の 繰 り返 しにな って し ま うだ ろ う。

・標準化 にお いて は 、 競 争 と協 力 ま た は協 調 の使 い分 け が難 し く、 トッ プは 自分

の 企 業の こ と しか考 え て いな い とい う話 が あ った が 、 一 部 の 業界 で は比 較 的 トップ

の 協 調 はで きて い る。 む しろ部長 、取 締 役担 当部 長 と いっ た 実務 レベル で の 協 調 が

で きて いな い。 そ れ は な ぜ か とい え ば 、 色 々 な意 味 で 各 企 業 で の標 準 化 が で きて い

な い。 しか し トップか ら業 界 の 標準 に あ わせ る よ う言 わ れ た と ころ で 、実 務 担 当者

と して も限 られ た予 算 の 中で 自分 の預 か って い る もの を全 て 取 り替 え る ことは で き

な い。 い た ち ご っ こ に な っ て し ま うが 、 だ か ら こそ 標 準 化 を急 が な けれ ば い け な

い。

・中堅 ・中小企 業 へ の 普 及 の 方 策 を検 討す る こと も不 可 欠 だ ろ う。 中 小企 業 の 情

報 環 境 が実 務 ベ ース で 標 準 化 され 、 そ れ が積 み 重 な った と ころで グ ローバ ル へ 対 応

して い くと い う話 が 出て く る。 情 報 技 術 にお け る標 準 化 と 同様 に、 そ れ と一 体 的 に

運 用 され る こ と もあ る物 流 シス テ ム で も標準 化 は課 題 で あ る。 パ レッ トサ イズ の問

題 と いう のが あ る。20年 前 、 ヨー ロ ッパ 、 ア メ リカ には す で に標 準 サ イ ズ が あ った

に係 わ らず 、 日本 で はT-11と い うサ イ ズ を定 め た。 そ の 結果 、 日本 と欧 米 のパ レッ

トサ イ ズ の違 いは 、 グ ロー バ ル な 物 流 シス テ ム を構 築 す る 上で の一 つ の 障害 に な っ

て い る。 東南 ア ジア に このス タ ン ダー ドを持 ち 込 ん で 、 これ に対 応 させ れ ば い い と

い った 議論 も、 情 報化 にお いて は 、 この よ うな 議論 を避 け る た め に も、 極 め て迅 速

な対 応 が 必 要 で あ る の は い うま で もな い。
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第4章 今後の検討課題

4-1ま と め

第2章 で言 及 したよ うに、 我 が 国産 業 界 を構 成 す る様 々 な 業種 ・業界 にお いて ロー

カ ル な組 織 ・企 業 の枠 組 み を超 えた 、広 域 企 業 間 連携 を指 向 す る産 業 情 報 シ ス テム

の 構築 が 進 み つ つ あ る。 こと に一 部 の 業 界 で は 、 これ まで 我 が 国 産 業 界 の情 報 化 に

お いて 問題 視 され て い た、 プ ロ プ ライ エ タ リー(専 有 的 、個 別 的)な 独 自規 格 に拘

泥 す る こと をや め 、汎 用 性 の高 いデ フ ァク トス タ ンダー ドの情 報 技 術 を積極 的 に取

り入 れ た 、構 造 と して オー プ ンか つ 費用 対 効 果 の 高 い情 報 シス テ ム づ く りを始 めて

い る。

しか しな が ら、 産 業界 の趨 勢 と して は 今 だ に 旧来 のパ ラ ダイ ム を捨 て切 れ な い部

分 も決 して少 な くな いの が実 情 とい える 。 第3章 で も列挙 した よ うに、特 に米 国 の情

報 技術 関連 産 業 が積 極 的 に推 し進 め て い る グ ローバ ル ス タ ンダ ー ドを どの よ う に捉

え 、 具体 的 に対 処 して い くの か 、 まだ まだ 不 明 瞭 な 点 が 多 い。

特 に 、 グ ロー バ ル ス タ ン ダー ドの 本 質 に あ る 、異 な る組 織 ・社 会 を ま たが る共 通

言 語 を模 索 して い こ うと い う文化 、 さ らに は 「他 人任 せ 」 で は な く 自 ら積 極 的 にそ

の共 通言 語 づ く りに コ ミ ッ トして い こ う とす る(そ れ によ って ス タ ンダー ド確 定 後

の環 境 にお け る主 導権 の獲 得 を も射 程 に お い た)姿 勢 な ど、 現 在 の この動 き を、 我

が 国 の標 準 化 の 議論 に比 べ て 遥 か に レベル の深 い 「永 続 的 な 文 化 的運 動 」 と して 理

解 す る視 点 が 欠 如 して い る と言 わ ざ る を 得 な い、 と いえ るだ ろ う。

現 状 で は 「標 準化 の先 進 国 」 と 自負す る米 国 の産 業 界 が イ ニ シ ア テ ィ ブ を握 っ て

い る以上 、 彼 らが産 み 出 した 情報 技 術 の ス タ ンダー ドを使 わ ざ る を得 な い こ とは 明

らかで あ る。ハ ー ドウ ェ ア ・アー キ テ クチ ャ、OS、 ネ ッ トワー ク プ ロ トコル 、デ ー

タ共 有 ・交 換 の標 準 な ど、 ほ とん どの領 域 で 既 に グ ロー バ ル ス タ ン ダー ドが 確 定 し

つ つ あ り、 そ れ へ の対 応 を進 め な い 限 り、地 球 規 模 の デ ジ タ ル経 済 が稼 働 す る基盤

で ある グ ロー バ ル な デ ジ タル 情 報 環 境 へ 参 加 す る こ とは 不 可 能 にな りつ つ あ る。

そ う した 状 況 に対 して 、 我 が 国 の 産 業 は 具 体 的 に どの よ う な準 備 をす べ きな の

か?積 極 的 に グ ロー バ ル ス タ ンダー ド確 定 へ の国 際 的 な 競 争 ・協 調 の世 界 へ と参

入 して い くべ き な のか?あ る い は 、標 準 化 先 進 国 で 取 り決 め た 結果 物 を一 方 的 に

導 入 す る だ け の 立場 に甘 ん じて い くのか?

そ もそ も、 何故 こ う した グ ロー バ ル ス タ ン ダー ドの 形 成 に お い て 、 なぜ 米 国 の 産

業 界が 一 歩 先 ん じる こ とが で きて 、我 が 国 は ロー カ ル な個 別 規格 に拘 泥 して し ま っ
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た の か?そ の文 化 的 な コ ンテ ク ス トに踏 み込 ん で 問題 点 を検 討 す る 、 と い う議 論

は これ まで 余 りな され て こな か った の で は な い だ ろ うか 。

標 準化 と い う もの は、 先 に宣言 した ものが 勝 ち と い う風 潮 が強 い が 、 同 時 に多 く

の 人 々 の コ ンセ ンサ ス を得 る こ とも不 可 欠で ある。 だ か ら こそ 、欧 米 で は長 い時 間

を か け て コ ンセ ンサ ス 形 成 へ の努 力 を続 けて いる。 これ は 、 日本 人 が 本 来 もっ と も

得意 とす る と こ ろな の だ が 、実 際 には 、一 歩 日本の 外 に 出れ ば全 く使 え な い よ うな

標 準 を 作 っ て い る企 業 も多 い 、 とい う指摘 も で きよ う。

日本文 化 の 特徴 と して 、 「和 」 を重 ん じる ことな ど、 他 者 との 関 係 性 を調 整 しな

が ら広 く合 意 を形 成 して い くこ とが指 摘 され る こと もあ るが 、 実 の と こ ろ全 く異 な

る文 化 的 コ ンテ ク ス トに属 す る人 々 との間 で コ ミ ュニ ケ ー シ ョン を と りな が ら、積

極 的 に コ ンセ ンサ ス を と りつ けて い く一 一 とい う今 日の ス タ ンダ ー ド形 成 へ の 議論

にお いて は 、 日本 の組 織 は非 常 に消極 的 な 立場 に しか 立 って いな いの が 現 実 の姿 で

あ る。

国 境 を超 え る資 本 と 生産 ・流 通 、情 報 の 流れ が地 球 規 模 の 流 動 す る デ ジタ ル経 済

社 会 を産 み 出そ う と して いる現 在 、 この まま有 効 な手 立 て を打 た な け れ ば 日本 の産

業 界 は 競 争 力 を さ ら に減 衰 させ た ま ま、 グ ロー バル なデ ジ タ ル経 済 の 中 に 埋 もれ て

し ま いかね な い 、 と い う危 惧 も あ る。

いず れ に しろ 、 この抗 い難 い グ ローバ ル ス タ ンダ ー ドの 進 展 と い う事 態 を前 に し

て 、我 が 国産 業界 は今 まで の よ うに 「日本 な らで は の._」 とい っ た特 異 性 を隠れ ミ

ノ に して 、大 きな 変 容 の 波 をや りす ごす ごと は不 可 能 にな りつ つ あ る 。

今 後 、 ネ ッ トワー ク を媒 介 と した広 域 的 な企 業 連携/企 業 統 合 を指 向 す る情報 シ

ス テ ム へ の要 望 が さ らに高 ま り、産 業 基 盤 と して の デ ー タ ベ ー ス の 利 用 ニ ー ズが 高

ま って い く こと は確 実 だ と思 わ れ る。 そ れ らの情報 環 境 が 円滑 に機 能す る 大 前提 と

な る 、情 報 ・知 識 の 共 有 と交換 にお ける ル ール 設定 や 標 準 化 の 問題 に対 して 、早 急

に グ ロー バ ル な デ ジ タ ル 経 済 の潮 流 の 中 で の的確 な 対 応 策 を検 討 して い く必 要 が あ

る。

第1章 で も概 観 した よ うに、今 後 は 業種 を問わず あ らゆ る産 業 が デ ジ タル 化 され た

知 識 を最 大 の経 営 資 源 と して 活 用 しなが ら、 市場 へ の 「ア ジ リテ ィ(俊 敏 性)」 を

最 大 の経 営 目標 とす る事 業 運 営 を進 めて い く ことに な る で あ ろ う。 そ の 意 味 で 、 広

域 的 な企 業 連 携 を可 能 とす る情 報 シス テ ム の コ ア と して の デ ー タ ベ ー ス の 構 築 ・運

用 に 際 して 求 め られ る 諸 条 件 を整 備 して い くこ とが 、極 め て 大 き な課 題 と して浮 上

して い る 、 と い え る だ ろ う。
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4-2今 後 の 検 討 の 方 向 性

さて 、今 後 の議 論 の進 め 方 につ いて は 、幾 つ か の 方 向 性 が あ る と思 わ れ る。 次 年

度 以 降 の産 業 デ ー タベ ー ス委 員 会 にお い て 、 どの よ うな 調 査研 究 の ア プ ロー チ を採

るか は議論 の分 か れ る と ころで あ るが 、 いず れ に しろ重 要 な こ とは 、 この 委 員 会 の

前提 条 件 で あ る

・広域 的な 企 業 間連 携 を指 向 す る次 世 代情 報 シス テ ム の共 通 プ ラ ッ トフ ォー ム と

な るデ ー タ ベ ー ス の構 築 へ 向 け て の 、 諸 課 題 の 検 討

一 一 に主 眼 を置 きつ つ 、 旧弊 に捕 わ れ な い積 極 的 な 議 論 を行 って い く ことが 求 め

られ る。

特 に、広 域 型 産 業 デ ー タ ベー ス の実 現 の 大 前提 とな るデ ー タ共 有 と交換 にお ける

標 準 化 の 問 題 につ い て は 、 今 年 度 委 員 会 に お いて 、 米 国 の 先 進 的 な姿 勢 を一 つ の

ケー ス ス タデ ィ と して課 題 の抽 出が な され た が 、次 年 度 以 降 も今 回 の 議論 を踏 まえ

て 、 よ り具 体 的 な事 例研 究 や 議 論 の 深 化 を進 め て い く必 要 が あ ろ う。

また、 具 体 的 な 議 論 の 進 め 方 につ いて は 、 本 委 員 会 の前 身 で あ る平 成8年 度 ユ ー

ザ ー専 門 委 員 会 の問題 提 起 で も述 べ られ て いる よ うに 、 一 つ考 え られ る の は、 まず

は産 業情 報化 の あ りうべ き姿 を ビジ ョン と して描 き 、そ こへ 到達 す る 「ロー ドマ ッ

プ」 を作 って い く と い う方 向 で あ る。

これ まで の情 報 化 の 議 論 にお い て は、 現 在 の 延 長線 上 に 情報 社 会 な り情 報 経 済 の

将 来 像 を(近 視 眼 的 に)措 定 す る 、 と い う も の が 一 般 的 で あ っ た 。 だ が 、 こ こで

は 、現 在 は 自明 の もの と見 倣 され て い る諸 条 件 も一旦 カ ッ コ に入れ た 上 で 、現 在 の

地 点 とは 全 く異 な る レ ベ ル か ら、 全 く新 た な 可 能 性 を示 しつ つ 、 そ こ と現 実 と の

ギ ャ ップ を問 い直 し、橋 渡 し して い く作 業 とな ろ う。 例 え ば 、20年 後 、30年 後 の産

業 情報 化 の 姿 を予 見 し、 そ こ に必 要 とさせ る諸 条 件 を洗 い出 して い く。 そ して 、現

状 で の 問題 へ と立 ち戻 り、 どの よ うな 問題 を解 決 して い く ことが 必要 なの か を検 討

して い くわ け で あ る。

も う一 つ の 方 向性 は、 これ まで の 委 員 会 で採 られ た 進 め方 をよ り発展 させ る もの

で 、 今 回指 摘 さ れ た よ うな 課 題 を踏 まえ 、産 業情 報 化 の 阻害 要 因 につ いて し らみ 潰

しにそ の解 決 策 を議 論 して い く、 と い う方 向 で あ る。 これ は 、今 回 の 委 員会 で の 議

論 をよ り深 化 させ る も の と な る。 内外 の 産 業 情報 化 の 先進 的事 例 を徹 底 的 にケ ー ス

ス タデ ィ し、 そ こか ら情 報 技 術 の活 用 の 成 功 要 因 あ る い は 阻害 要 因 を分析 し、 何 ら

か の シナ リオ(モ デ ル)を 抽 出 して い くな り、 あ る い は広 域 的 な企 業 連携 シス テ ム

に 関 す る 評 価 分 析 の 軸 と い った もの を検 討 して い く こ と が 当面 の 目標 とな る だ ろ
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う 。

な お 、 議論 の 対 象 テ ー マ と して は 、 以下 の よ うな もの が 列 挙 で き る。

大 別 す る と、 情 報 技 術 そ の も の に 関 す る 領 域 と、 そ の 応 用 ・運 用(ア プ リケ ー

シ ョン/ユ ー ス ウ ェア)に 関す る領域 、 そ して 情報 技 術 を使 う人や 組 織 、'ある いは社

会 シス テ ム に 関す る 領 域 一一 とい っ た広 範 な 論 点 が 含 まれ る。

特 に こ こで 焦点 とな る だ ろ う と思 われ るの は、 「企 業組 織 の 内外 で いか に効 果 的

に情 報 ・知識 を共 有 し、 コ ラボ レー テ ィ ブ(協 調 的)な ビジ ネス ス タ イ ル を実 現 し

て い くのか?」 一 一 とい う こ とで あ る。

具 体 的 に は 、広 域 的 な企 業 連 携 シ ステ ム が 有効 に機 能 して い く際 に 望 ま しい組 織

形 態 や個 人 の ワー ク ス タイ ル 、 リー ダー シ ップ の あ り方 、 基 盤 とな る デ ー タ ベー ス

や ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ム の条 件 、 情 報 の 構 造 化 手 法 、 そ して 標 準 化 の あ り方 と

い った もの で あ る。

と りあ えず 以 下 で は 、 「少 な く と も これ だ け のテ ー マ の拡 が りが あ る」 と い う指

摘 を行 って いる が 、 実 際 の議 論 で は これ らの 中か らテ ー マ が さ らに絞 り込 まれ る こ

とにな る と思 うが 、 従 来 の情 報 化 の 議論 で は 切 り込 め な か っ た領 域 にお け る密 度 の

濃 い議 論 ・調 査 研 究 が 期 待 され る。

[検 討 テ ー マ 一 覧]

● 産 業情 報 化 の 基 本 認 識

・産 業 経 済 の パ ラダ イ ム 転 換 に お け る情 報 技 術 利 用 の 「本 質 的 」 意 味

・情報 技 術 の 徹 底 活 用 へ 向 け た企 業組 織 の あ り方

一 一 デ ジ タ ル 経 済 環 境 下 で の企 業 組 織 モデ ル

一 一 「競 争 」 と 「協 調」 が 融合 す る 「コー ペ テ ィ シ ョン 」 経 営 の 可 能 性

● 情 報 技 術 の 活 用 に 関 す る問 題

・グ ロー バ ル ・ス タ ン ダー ドへ の 対 応 に 関 す る 考 え 方

一 ー グ ロー バ ル ・ス タ ン ダー ド形 成 の 背 景 にあ る 文 化 的 コ ン テ ク ス ト

ー一 独 自規 格 か らオ ー プ ン型 ス タ ンダ ー ドへ の 転 換 の シナ リオ

一 一 日本 発 の グ ロー バ ル ・ス タ ンダー ドの 可能 性

一 一 情 報 技 術 以 外 の 標準 化 を含 めた ケ ー ス ス タ デ ィ

・実 用 性 の高 い 標 準 を確 立 す るた め の ア プ ロー チ

ー ー デ フ ァク ト ・ス タ ン ダー ドの 合 意 形 成 プ ロセ ス に 関す る考 察

一 一 米 国 情 報 産 業 のデ フ ァク ト ・ス タ ン ダー ド戦 略

・基 盤 と して の イ ン ター ネ ッ ト型 イ ン フ ラの 利 点 と弱 点
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一 ー イ ン トラネ ッ ト/エ クス トラ ネ ッ トの 可能 性 と問題 点

一 一 米 国 先 進 事 例 の ケ ー ス ス タ デ ィ
＼

● 企 業 間 連 携 を 可 能 にす る 知 識 「共 有 」 の 問題

・他 者 と共 有 す べ き情 報 ・知 識 と は?

一 一 形 式 知 と暗 黙 知

一 一 知 識 ・情 報 ・デ ー タ の 違 い とそ れ らの形 成 プ ロセ ス

・ボ ラ ンタ リー ・エ コ ノ ミー に学 ぶ 知 識 共 有 の ス タ イル

一 一 イ ンタ ー ネ ッ トに 見 られ るgiveandtake型 の 知 識 共 有

一 ー イ ンタ ー ネ ッ ト上 の 標 準 形 成 にっ い て(RFC
、FYIな ど)

・ワー ク プ ロセ ス の 標 準 化 ・構 造 化 の 問題

一 一 日本 的 組 織 で どの よ う に 「仕 事 の進 め方 」 の標 準 化 を進 め る か

・異 な る 組 織 間 で 相 互 共 有 す る た め の 情 報 の構 造 化 ア プ ロー チ

・産 業 基 盤 と して の デ ー タ ベ ー ス の あ り方

一 一 企 業 情 報 化 の 歴 史 的 サ ー ベ イ か らの分 析

一 ー ア ー キ テ ク チ ャか ら管 理 ・運 用 手 法 まで

・埋 没 して い る デ ー タ の有 効 活 用

一 一 デ ー タ ウ エ アハ ウ ス 、 デ ー タ マ イ ニ ン グ、 エ ー ジ ェ ン ト等 の技 術 ・

応 用 動 向

●IT時 代 の 人 と組 織 に 関す る 問題

・ITの ポ テ ンシ ャル を活 かす 組 織 変 革

一 一 「組 織 に ネ ッ トワ ー ク を 合 わ せ る 」 ので はな く 「ネ ッ トワー ク に 合 わ

せ て 組 織 を デ ザ イ ンす る」

・創 造 性 とコ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 を高 め る 「メデ ィ ア ・リテ ラシ ー 」 教育/

訓 練

一 一 情 報 機器 の 操 作 法 に 留 ま らな い、 広 義 の コ ミ ュニ ケー シ ョ ン ・ス キル

の 向 上 策

・ネ ッ トワー ク で の 知 的 創造 を 喚 起 す る評 価 ・管 理 シ ス テ ム

・ブ ル ー カ ラー の 持 つ 知 識 ・経 験 をデ ジ タル 化 し継 承す る方 策

一 一 属 人 的 知識 の デ ー タ ベ ー ス 化

・マ ネ ジ メ ン ト層 の 新 しい職 能 開 発

一 一 「知識 を 媒 介す る者 」 と して の マ ネー ジ ャ像 の変 遷

一 一 タ ス ク ・コ ー デ ィ ネ ー シ ョン、 編 集 型 マ ネ ジ メ ン トの 可 能 性
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CALSExpolNTERNATlONAL1997論 文 集(1997年11月)

日本の電力業界 におけるCALS実 現へ め第一歩

FIRSTSTEPFORREALIZINGCALSINJAPANESEELECTRICUTILITIES

森 山 毅1)、 岩 田 隆 太 郎2)、 和 田 正 倫3)、 末 光 啓 二4)

TakeshiMORIYAMA,RyutaroIWATA,MasamichiWADA,KeijiSUEMITSU

)1

2)

3)(社)日 本 電機工業会重電 部(〒100東 京 都千 代 田区永 田町24-15.masarnichi _wada@jerna-net.o:jp)

東 京 電力(株)シ ス テム企 画部

現職、東電 コン ピュータサー ビス(株)(〒105東 京 都港 区虎 ノ門24-1.tcs-moriya@tcs.tgr1.or.jp)

電 気事 業連合会情報通信 部(〒100東 京都 千代 田区大手町1-94.iwatar@fepc.or.jp)

4)東 京 電力(株)シ ステ ム企画 部(〒|00東 京 都千代 田区内幸 町1-1-3.tO799817@pmai1 .tepco.co.jp)

ABSTRAC工NippOnCALSResearchPartnership(NCALS)isverifyinginformationtechnologies

andmakingguidelinestorealizeCALSthroughthe.prototypeimplementationprglectinWhieh

rnaintenanceworksofathermalpOwerplanthasbeentakenupasapilotm《)del.AccordingtoNCALS's

resulG,wehavetostandardizenotonlyinformationtechnologiesbutalsocontentsofinforrnation

exchangedorsharedbetweencompanies㎞ordertoapplytheconceptofCALStomfbrmationsystems .

Itisdesirablethatstaridardizationisachievedoverthewholeindusti)'.ButdealingobjectSaredifferent

ineachindustryasf()rUlestandar(1ization.Soitisprobablysuitabletoadvancethestandard口ationin

eachindustryatthefirststage.InconcertwithNCALS,theelectr{cutilitiesstartedonanexamination

Ibrstandardizationoftechn三cald㏄uments伽msuchaviewpoint.TheFederationofElectricPower

Cotnpaniesworksasasecretariat,andtwelveelectricpowercompaniesparticipateinthisp句ect.

Moreover,sevenplantorequipmentmanufacturersjoinitthroughtheJapanElectricalManufacturers'

Ass㏄lation.WesclectedECSasafirstapplicabled刷ment,anddefinedSGMLstandardforrn.Trials

ofthed㏄umentexchangehavebeenstartedatthreepowerplantsillJanuary,1997fbrthepurposeof

vqrifyingtheusefulnessatactualsites.

1.は じめに

発電プラントのライフサイクルは30年 以上の長期

に及び、建設か ら始まって設備改造や点検、補修工事が

繰 り返される。これに関連 してメーカーや工事会社か ら

提出される、設備図面 ・取扱説明書 ・技術連絡書 ・点検

報告書などの ドキュメン トは膨大なものになる。設備の

運用 ・保守業務を効率的に遂行するためには、まさにC

ALSを 構築 して、これ らの ドキュメン トを最新の状態

に維持するとともに、有効に活用 していくことが重要と

なる。

CALS技 術研究組合では、火力発電所の保守業務を

パイロットモデルとする実証システムの構築を通 して、

CALSに 関する情報システム技術の検証とCALS

を構築するためのガイ ド作成が行われている。それ らの

成果を活用 して、CALSの コンセプ トを実システムに

適用する上で、情報システム技術の標準化とともに、企

業間で交換/共 有される情報の内容を標準化す ること

が必要条件となる。標準化は産業界全体で行われること

が望ま しいが、取 り扱う対象や直面する業務課題が各業

界で異なるため、第1段 階としては業界単位でその標準

化を進めることが妥当な方向であろう。電力業界では、

このような観点からCALS技 術研究組合の実証事業

に呼応 し、技術 ドキュメン トの標準化検討を開始した。

本論文では、この取り組みの狙いと概要について報告

する。

2.CALS構 築 の狙 い と課題

(1)CALS構 築の狙 い

規制緩和と競争拡大を軸とする社会情勢の変化の中

で、電気料金に対する 「国際的に見て遜色ない価格」と

いう社会的要請が増大 している。電力会社では、電力需

要の着実な増加に対応 し、「品質のよい電気を安定的に

供給する」ために、毎年巨額の設備投資を行 うとともに、

設備の補修 ・保全に努めて きたが、従来にも増 してこれ

らに対するコス トダウンが大きな経営課題となってい

る。コス トダウンとい う経営課題解決に対 して、CAL

Sが どのように位置づけられるかを示 したのが図1で

ある。

コス トダウンを達成する視点と して、設備の調達や補

修・保全に関わる直接費用と業務運営に関わる間接費用

とがある。前者については、品質を重視 しがちであった

発注仕様や補修 ・保全の計画において、コス トを重要な

判断要素としてい くことになる。このためには、計画段

階で、設備に関わるさまざまな技術情報を容易に活用で

きる環境を整備する必要がある。当然、その技術情報に

はコス トを評価できる情報が関連づ けられていなけれ

ばならない。このような環境を整備 してい く上で、ひと

つの解決すべ き課題がある。近年の発電設備は高効率を

目指 して複雑化する傾向にある。これに伴い、設備に関

わる ドキュメン ト量が増大 し、従来の紙による管理に限

界が出始めていることである。端的に言えば、設備の更

新や改造で発生する変更 ドキュメン トを差 し替え、技術

情報を最新の状態に維持す るために多大な労力が必要



になりつつある。従って、情報システム技術を活用 した

環境整備を進めてい くことになるが、従来の数値データ
ベースとは異なり、さまざまな形態の膨大な情報を扱う

ことになる。 『

また、直接費用を低減するもうひとつの方策 として、

発注方式の工夫や、競争の拡大がある。EDI等 を活用

して、従来の取引関係の枠にとらわれない受発注情報の
・流れを構築 していくことになる。

後者の間接費用については、業務効率化という視点

で従来か らシステム化の取 り組みが行われてきた。従来

のシステム化では局所的な業務の省力化 という狙いが

強かったが、近年は、ネ ットワークを利用 した情報の流

れの効率化による業務の迅速化や、情報を共有すること

による社員の業務遂行力の向上に重点が置かれるよう

になってきた。設備の調達 ・運用 ・保守のそれぞれの業

務においても、このようなシステム化の取 り組みが行わ

れ始めた段階である。

以上のような構想を実現するための、データベース

とネットワークを基盤とした システム構築を進めてい

く上で、より投資効果の大きいシステムを 目指 した時、

CALSの コンセプ トに沿 うことが必然的な選択 とな

る。

発注方式の工夫

競 の拡大

コス トダウンにつながる仕様

効率的な補修と

技術情報

の活用

報の相互利
力費用の削

データベースに
よる情報管理

情報利用 情報琉遇

の効率化 の効率化

ネットワークに

よるシステム連携

表換のための

先回還

工事管理資料

(工事工程表、
工事報告書ctc.)

工事設計資料

(発注仕様書etc・)運 用開始後8年

の火力発電所

図2火 力発電所の設備 ドキ ュメン ト量の一例

標準化にはふたつの レベルがある。まず、あらゆる

企業とや りとりする ドキュメントが同 じシステムで取

り扱えるように、情報 システム技術を標準化することで

ある。さらに、業務で活用できるようにするためには、

どのような ドキュメン トをや りどりするか、その ドキュ

メン トにはどのような情報を含めるかといった業務面

か らの要求事項を標準化 しなければならない。前者にっ

いては、CALS技 術研究組合において、実施ガイ ド・

システム構築ガイ ドとしてまとめ られる予定である。後

者については、解決すべき共通の課題を持つ業界単位で

まず取 り組むことが適当であると考え られる。併せて、

情報 システム技術についても、実施に向けたより具体的

な取 り決めを定めていく必要がある。これ ら2つ の レベ

ルの標準化が行われれば、各社はその標準を遵守 して、

社内 システムとどう連携 してい くかを検討 していくこ

とになる。実際のCALS構 築に向けた、以上の標準化

の考え方を整理 して図3に 示す。

`

各社 実施に向けた標準(社 内との連携部分)

薬界

実施に 向けた標 準(企 案 間の部分)

(ドキ ュ メン ト様式 、情 報交換!共 有 手順 、

承認 プロセス、セ キュ リテ ィ、運行 な ど)

図1電 力会社におけるCALS構 築の狙い

(2)CALS構 築の課題

前節で述べたような狙いをもってCALSを 構築す

る場合に対象となる ドキュメン トを、火力発電所の一例

で図2に 示す。図2で は、火力発電所の業務運営におい

て、社外とやりとりされた ドキュメン トに限定して示 し

ている,,現状、紙で保存されているのが一般的であり、

また ドキュメントの様式も作成する企業ごとに異なっ

ている。これ らの ドキュメントをすべて電子的に管理し

て、業務に活用 していこうとすると、社外で作成 された

ドキュメントがそのまま社内システムに連携される仕

組みが必要になって くる。この時、ドキュメ ントを作成

するメーカーや工事会1」二においてもメリットを享受で

きるようにするためには、企業をまたがる標準化が重要

な達成課題となる。

汎用的 な実施 ガイ ド、 システム構 築ガ イ ド

NCALS

国 際 標 準 、 翼 界 標 準

(f'-S7t－ マ7ト,プ0口 鳥な ど)

図3実 施に向けた標準化の考え方

3.電 力CALS検 討 委員会 の活動

電力業界では、CALS技 術研究組合の設立直後か ら、

電気事業連合会を$務 局として、CALSに どのように

取 り組むかの事前検討を行い、1995年11月 に電力

CALS検 討委員会を設立 した。本委員会は、電力業界

におけるCALS検 討の先導的な役割を果たすもので

あると位置づけ、国内に87カ 所(1996年 度末現在)

と多数のサイ トが存在す る火力発電所を対象に して、

「火力発電所の ドキュメン ト共通化」のテーマで検討を

開始 した。電力会社は12社 が、メーカー側は 日本電機



工業会を通 して、主要なプラン ト/機 器メーカー7社 が

参加 している。参加企業の一覧を表1に 示す。

表1電 力CALS検 討委員会への参加企業

電力会社 北海道電力(株)、 東北電力(株)、

東京電力(株)、 中部電力(株)、

北陸電力(株)、 関西電力(株)、

中国電力(株)、 四国電力(株)、
九州電力(株)、 沖縄電力(株)、

電源開発(株)、 日本原子力発電(株)

(株)日 立製作所、(株)東 芝、

石川島播磨重工業(株)、

川崎重工業(株)、 三菱重工業(株)、

三菱電機(株)、 富士電機(株)

本委員会では、図3に 示す標準化の考え方に従 って、

火力発電所の建設・運用に際 して企業間でや りとりする

ドキ ュメントを業務面から標準化することを 目的とし

ている。その最初の対象 ドキュメントとして技術連絡書

を選定 した。技術連絡書を選定 した理由として、以下の

2点 が挙げられる。
・発電所の運用段階において、日常的にや りとりされ

ているために、参加企業全体が直面する課題として

捉えられる。
・文書の様式が比較的単純であるために、標準化を行

うということの意義や実際に標準化作業を進めて

いく上で派生する問題点を短期間に把握できる。

4.技 術連絡書の標準化

(1)技 術連絡書の現状

技術連絡書(ECS)と は、設備の設計、改造、 トラ

ブル等に関 して、メーカーが作成する技術検討資料で、

電力会社への報告や電力会社の承認を得るために使用

される。設計を確定する過程、改造に至る経緯、トラブ

ル対応など、内容は多岐にわたるが、図面や取扱説明書

には記載されない経過を記述する情報として、長期的に

蓄積する必要がある技術文書である。発生量は発電所に

より差異があるが、4ユ ニット構成の火力発電所におい

て、年間約200件 という調査結果がある。

技術連絡書を作成するほとんどのメーカーでは、それ

ぞれの様式を定めているのが現状である。その様式例を

図4に 示す。

(2)様 式標準化の方針

現状、技術連絡書は紙でやりとりされているため、電

子化することにより、情報伝達が迅速化されるという直

接的な効果を上げることができる。さらに、長期的に蓄

積 して、当該業務終了後もその情報を有効に活用 しよう

とすると、検索の利便性を上げるために、各メーカーで

作成される技術連絡書の記載内容を標準化する必要性

が生 じる。このために、技術連絡書の表現形式と してS

GMLを 採用することにした。

技術連絡書にSGMLを 適用するメリットは、以下の

3点 である。
・データベース化が容易である

文書 としての体裁を保ちなが ら、細分化された

文書データを抽出して、自動的にデータベースに
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図4技 術連絡書の現状様式の一例

格納することが容易にできる
・文書の品質が揃 う

SGMLパ ーサーにより、作成された文書が正

しい構造であるかどうかをチェックすることがで

きるため、記載漏れなどのヒューマ ンエラーが少

な くなる。
・特定の製品ソフ トウェアに依存 しない

ISO規 格として制定されているため、仕様が

安定 している。製品ソフ トウェアはメーカーに依

存せず、また文書データの普遍性 ・拡張性 も高い。

文書をSGMLで 記述するためには、まず対象とする

文書の構造を設計する必要がある。文書構造の設計をど

のような方針に基づいて進めていくかについては、大き

く分けてふたつのや り方がある。ひとつは、米国国防総

省(D。D)のCALSDTD{1】 に代表されるように、できるか

ぎり総称的なタグを使用 して、文書の階層構造を定義 し

ようとするや り方である。言い換えれば、文書の記述パ

ターンを規定するもので、その文書に記述される対象や

内容に特化されるタグは定義されないのが一般的であ

る。一方、米国 自動車技術者協会(SAE)の 自動車整備マ

ニュアル用J2008-DTD【21や 米国航空輸送協会(ATA)の 航

空機整備マニュアル用SPEC2100・ ・DTD【31では、データ

モデルを念頭に置いて、文書に含まれる項 目や内容を指

定できるタグを定めている。この場合、すべての項 目や

内容をタグで識別 しようとすると、構成要素が増加する

ため、階層構造の下位では総称的なタグを組み合わせる

ことになる。

今回対象とす る技術連絡書の様式標準化に際 しては、

データベース化をより容易にすることを重視 して、後者

のや り方を採用 した。



技術連絡書 注:出 現 回数記号

な し:必 須

?:任 意

+:必 須かつ 反復

寧:任 意かつ 反復ll 1っ1*

表紙情報 経緯 要点 詳細 添付資料

11÷ 1+lllll

発行 宛先 対象 件名 目的 用途 回答 版数 改訂履歴

'

十

1 1っ1っ1

会社名 プラント名
1設 置場所 1ユニット名 機器装置名

ll*

会社名 正部所 副部所

lll+1+llll*

会社名 部所名 承認者 審査者 作成者 発行番号 発行日付 作成日付 配布先

図5技 術連絡書の情報構造部

(3)技 術連絡書の文書型定義

各社の既存様式を分析するとともに、業務面からの見

直 しを加味 して、技術連絡書の文書構造を定義 した。

階層構造の上位を情報構造部と呼ぶ ことに し、内容を

特定できる要素名を付けた。情報構造部は、対象文書に

固有の情報を表現する部分であ り、基本的に対象文書ご

とに異なるものである。技術連絡書の情報構造部を図5

に示す。図5の 各要素の右肩に付加 しているマークは、

その要素の出現回数を表す。

技術連絡書はさまざまな目的で発行される。そこで、

蓄積された技術連絡書を分類・検索するための情報をく

表紙情報 〉で定義 した。また、必要な情報で選択的に指

定するものは、各要素の属性で表現できるようにした。

ひとつの文書でみると、〈表紙情報 〉は表書きに相当す

る。本文については、その内容を詳細に決めることは難

しいため、〈経緯 〉〈要点 〉〈詳細 〉の3要 素で単純化

し、自由な記述ができるようにしている。

情報構造部の各要素を記述するためのパターンの集

まりを情報パターン部と呼ぶことにし、図6に 示すパタ
ーンを定義 した。図6で は、章 ・節構成の階層構造を示

しているが、情報構造部の要素内容に応 じて、階層を構

成する各要素を直接引用することもできる。また、図6

のさらに下位の階層では、ある要素が別の要素を引用す

るという入れ子構造になっている。このように、情報パ

ターン部は、他の文書に対 して も共通的に使えることを

考慮 して設計 した。

情報パターン部では、外部ファイルを参照する場合が

ある。米国国防総省のCALS-DTD{llで は、挿絵として

CGM形 式、イメージデータとしてG4形 式、CAD図

面としてIGES形 式がそれぞれ定義されている。CG

M形 式はISO規 格で制定されている国際標準である

が、サポー トする製品ソフ トウェアが少ないという観点

から、今回採用を見送 った。その代用と して、広 く普及

しているGIF形 式、BMP形 式を、また写真対応とし

てJPEG形 式を選定 している。イメージデータの形式

としては、既存資料を添付資料 として引用する場合が多

いことか ら、複数ページに対応するG4/TIFF形 式

とした。CAD図 面については、技術連絡書に添付 した

ものを修正するという用途 はないため、DWF形 式ある

いはPDF形 式の採用を検討中である。なお、PDF形

式は他形式の代替えとしても有望であると考えている。

いずれに して も、外部フ ァイルの形式として何を採用す

るかについては統一的な標準がなく、実用性を考慮 した

産業界全体での標準化が望まれる点である。

以上の文書構造に基づき、"EP21-ECS'㌔DTDを 作成 し

た。なお、図中の要素 は和名で示 しているが、DTD上

では英名としている。
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図6情 報パターン部の構成

5.SGML技 術連絡書の実業務における試行

(1)試 行の目的と概要

標準化の作業には多大の労力を要する。そのような労

力をかけた標準化の成果が、実際の業務でどのような効



果をもたらすか、また問題なく受け入れられるか、併せ

て電力業界にとって新規技術となるSGMLの 適用に

問題はないかなどを検証するために、SGML技 術連絡

書を実業務で試行することにした。

試行の目的をまとめると、以下の3点 になる。
・SGML採 用を含む標準化 ドキュメン トの業務
への有効性の評価
・実運用につなげるための、システム面および

運用面(DTDの 構成情報および記述要領、

既存 システム環境への組み込み、業務運営、

システム運行などに関する)の 問題点摘出
・実務担当者がCALSの 電子化

、標準化を実感
して理解

3番 目の目的は、今後の標準化活動において業務効果を

より高めようとすると、実務担当者からの積極的な提案

が不可欠であるとの視点で設定 している。

当初、3火 力発電所を対象にして1997年1月 に試

行を開始 した。技術連絡書の発行元であるメーカー側は、

電力CALS検 討委員会メンバーの7社 が参加 した。ひ

とつの発電所に対する技術連絡書をすべて電子化する

ために、メーカー側では社内各部門で対応する必要があ

る。そのため、メーカー側にとっては全社的な広が りを

持 った試行 となっている。メーカー側のシステム環境 も

整備されてきたことか ら、1997年9月 以降、試行対

象発電所の拡大を行 ってきた。現在試行が行われている

火力発電所の一覧を表2に 示す。

表2試 行対象火力発電所

東京電力・五井火力発電所

中部電力・知多火力発電所

四国電力・阿南発電所

北海道電力・苦衷厚真発電所

東北電力・仙台火力発電所
・新仙台火力発電所

北陸電力・七尾太田火力発電所

関西電力・姫路第二発電所

中国電力・柳井発電所

九州電力・唐津発電所

沖縄電力 ・具志川火力発電所

電源開発・高砂火力発電所

(2)シ ステム環境

試行システムの整備に際 して、以下の2点 に留意 し、

図7に 示す試行システムを準備 した。
・試行参加各社の既存 システム環境を有効に使う。
・新たなシステム開発は極力行わないで、既存技

術 ・既存製畠を採用する。

図7試 行システムの構成

電力会社では、メーカーか ら送付されたSGML技 術

連絡書をHTML文 書に変換 し、WWWブ ラウザーで閲

覧する。このための、SGML技 術連絡書のデータベー

ス登録 とHTML変 換については、新たにソフ トウェア

を開発 した。データベース検索は、CG1に よるアプ リ

ケショーンを作成 し、WWWブ ラウザーからの利用を可

能とした。データベース技術については、SGMLデ ー

タベースを採用することが考え られたが、価格面と電力

会社で も一般的に利用されているという観点からリレ
ーショナルデータベースを用いている。なお、今回の試

行では、新規開発ソフ トウェアのメインテナ ンス性を考

慮 して、電気事業連合会に設置されたサーバーを適切な

アクセス権管理の下で共同利用 しているが、実運用では

サーバーを電力各社に設置することになる。その場合、

閲覧環境はWWWで ある必要はなく、各社のシステム環

境に適合する方式を採用すればよいと考えている。

一方
、メーカー側のSGML技 術連絡書作成環境につ

いては、各社がそれぞれ対応 した。市販製品を採用する

場合の選択肢としては、SGMLエ ディターあるいはワ
ープロソフ トウェアのSGMLオ プションがあったが

、
いずれ も実際に入力される業務担当者へかなりの教育

が必要という判断か ら、独 自の入力システムが準備 され

た。入力インターフェイスとしては、Lotus-Notes、

MS-Access、WWWブ ラウザーが使われているが、いず

れ もユーザーにSGMLを 意識させないという配慮が

なされている。それぞれ、アプリーケション固有のデー

タベースからSGMLへ の変換が行われ、SGML技 術

連絡書が作成される。

メーカーと電力会社間のデータ交換は、インターネ ッ

ト上のMlME形 式による電子メールまたはFTPに

よることを取 り決めた。また、転送ファイルはLHA方

式で1フ ァイル化 と圧縮を行 うことにしている一。ネ ッ ト

ワークセキュリティについては、統一的な対策を施 して

いないが、一部メーカーから送付され るもので暗号化の

実験を行 っている。

試行システムにおける、SGML技 術連絡書の表示例

を図8に 、各社で準備 された入力システムのひとつにつ

いて、その画面表示を図9に 示す。
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図8SGML技 術連絡書の表示例



図9'SGML技 術連絡書の作成画面例

真のCALSを 実現するためには、システム環境の整備

や情報システム技術の確立とともに、CALSを 共通の

認識で理解す るための行動が重要であると考えている。

⑧

図10CALS構 築の障壁

(3)試 行の中間評価

試行の 目的で述べたように、本試行は、CALSの

可能性を実証するための実験というよりも、実業務に適

用するための問題点を摘出する試験実施に近い。試行を

軌道に乗せる過程で、システム面および運用面の双方で

い くつかの問題点が明らかになってきた。

システム面については、確立された既存技術を基本

的に採用するという方針をとったため、ほとんど問題は

生 じないと予想 していた。確かに、技術的に解決が容易

でないというような状況は発生 していない。しか し、各

社それぞれの形成方針に基づいて構築されてきたシス

テム環境に、統一された企業間連携を組み込 もうとした

時、その仕様を現状のままでは受け入れにくい場合があ

るという問題が顕在化 している。ひとつの例として、フ

ァイヤーウォールにおけるFTPの 取 り扱いがある。ま

た、唯一当初か らある程度予想できたことであるが、S

GML文 書の作成環境整備が容易でないという問題が

ある。社内文書の作成環境 として、ワープロソフ トウェ

アなどを統一的に導入 している企業が多いが、SGML

という新たな作成環境を付加 しようとした時、製品選択

というよりも、ユーザーをどう教育するかとい う点で負

荷が大きくなる。今回の試行では、各社工夫をこらした

入力システムを準備されたが、作 り込みのシステムでは

どうして も限界があ り、使いやすい製品ソフ トウェアの

普及が望まれる。これ らシステム面の問題点をITウ ォ
ール と呼ぶことにす るが、これについては、時間をかけ

れば解決できる障壁であると考えている。

運用面の問題点は、長年各社で積み上げてきた業務

標準に起因することが多い。例えば、今まで紙でやりと

りされてきた ドキュメン トをすべて電子データに置き

換えるとなると、ISO9000の 認定にまで議論が及

ぶ。紙による管理を もとに認定を受けている場合、電子

データに移行するとなると、社内の品質管理体制を再構

築することにもなる。また、企業風土の違いによる意識

のずれについても、歩調をあわせるような取り組みが必

要になる。これ ら運用面の障壁をカルチャーウォールと

呼ぶことにする。

6.お わ りに

CALSを システム連携のための企業間情報交換/

共有の標準化活動として捉えるだけではな く、企業間 ・

企業内の双方に及ぶBPRの 一環 として、CALS構 築

を進めようとす ると、その標準化は業務に も踏み込んだ

広範囲なものになる。この推進方法としてふたっある。

ひとっは、政府や広範囲にリーダーシップをとれる大企

業が トップダウンで標準を定めるや り方で、もうひとつ

は、関連する企業それぞれがCALSの メ リットを享受

できるように協調 して取 り組むや り方である。'

電力業界では、後者の立場に立 って検討を行 ってきた。

その第一歩は、技術連絡書 というひとつの文書に限定 し

た ものであるが、実業務における試行を通 して、CAL

S実 現に向けて考慮すべき課題が明 らかにならてきた。

今後、これ らの課題を解決 しなが ら、本成果を実運用に

結びつけるとともに、設備 ドキュメン ト全体の標準化と

い う長い道のりに歩み出す所存である。

最後に、本プロジェク トは電力CALS検 討委員会の

各メンバー、試行発電所の所長を始めとする所員の方々、

技術連絡書を発行 されるメーカー各部門の方々が一致

協力 して進めているものであることを付記 します。
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今回の試行を通 して得た実感をまとめると、技術連

絡書を扱 うような現場では、作る側、使 う側ともペーパ

レスの業務環境はまだまだ遅れているという状況にも

起因 して、ITウ ォール とカルチャーウォールにより、

やや もすると現状維持の方向になびく。これを打破して、





日本 のQRと コー ドセ ンター

繊維産業構造改善事業協会
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新繊維ビジョン

●プロダクトアウトからマーケット

インへの構造改革→QR

●クリエーションを育む産業構造

の構 築

●グローバル 戦略 の確 立

QRと は

● 生産、流通関係の取引当事者が協力して、消費者に対

し、適切な商品を、適切な場所に、適時に、適切な価格で

提供することを目指して、

●JANコ ードによるソースマーキング、電子データ交換(ED

I)、これ を支援するrJANコ ・一一・・一ド情報 データベ ース(QR

コー ドセンター)」などの情報処理技術 を活用 し、生産、流

通期間の短縮、在庫の削減、見切り・返品ロスの減少など

生産、流通の各段階での合理化を実現し、その成果を生

産者、流通関係者、消費者の間で分け合おうとするもので

ある。



JAN

コー ド
JANコ ー ド データベース

JANコ ードをキーとして検索

4912345678997
L_」 一 一]

① ② ③ ④
国 生産者 製品 チェック

桁

ii::懸

製品の名称

カラー名称/カ ラーコー ド番号

サイズ名称/サ イズコー ド番号

生産者の名称/製 品番号

希望小売価格

…

QRの 段階的な高度化

・ 固定サイクルの商品補充

一電子データ交換(EDD

－ソースマーキング(JAN)

一出荷カートンマーキング(SCM)

・ 高精度の商品補 充

一販売 の予測

・ 協働型の商品補充

－POS情 報の共有

・ 協働型の商品開発

一試 作 → 試販 → 改良 → 量産/販 売



困

㊥1物 流と情報の連携

∵ ㊥

ED樽 入 の効 用(メ リット)

・ペーパ レス化 による伝 票取扱 い作業、転記

作業、再入 力作業 の排除
→ 業務コスト削減

・情報伝達 のスピード向上

・転記 ・再 入力ミスの削減

→ 情報 の精 度の向上

・情報 のデータベース化 ・共有化

・取引きにおける「あいまいさ」の排除



EDl標 準 化 の狙 い

瞬
・EDIの 普及

EDI運 用費用の削減により、EDIを導入する企

業が増加

・業 務プ ロセスの企 業 間 のバ ラツキ縮 小

EDI標 準は、QRを 意識した標準的なビジネスフ

ローを前提

・繊 、産 のシステム 化 進

EDI標 準に準拠した業務システムのパッケージソ

フト開発が進む

繊維産業EDl標 準の種類

標準名 主な扱い品目 主な利用業者 その他カバーで

きる品目

衣料品 小売、アパレル、アパレ

ル卸売(商 社)、 縫製業

者

身の回 り品(タ

オル、布団など)

雛鍵
加 工 生 地(織 ・

編)、 生 機(織 ・

編)、

アパレル、生地卸売(商

社)、 縫製業者、テキス

タイル(合 繊 ・紡績)、

染色、織縞業、産元

副資材(ボ タン、

ファ スナ ー な

ど)

糸、わた

縫製加工 アパレル、縫製業



EDI標 準作成の手順
・標 準 ビジ ネスフローの 作 成(H7/3)

・シンタックスル ー ル の方 針 決 定(H7/11)

… わ・l

l

・国鱗 の鯨 目臓 デー・脂 腺・作成i

l蜘CS"ALCl
I

l駆 伝送データ囎 の鯨 まとめ

↓

CIlシ ンタックスルール

で表現
米国標準のデータ項目と国内

データ項目との対応表を作成

する(日本固有項目の明示)

(璽 アセ・・ン・=)

シンタックスルールの基本方針

・シンタックスルール=手 紙の場合の文法

●

①交換ぞきるデータの種類が多い

②常に進歩している

③簡便であり、コストも安く、中小企業が導入で

きる(トランスレータ型EDD

"as
用著の選秩)
→Cllに よる標準作成を先行



CllとUN/EDIFACTの 両 方 で 対 応

一どちらも麗 麗 謬竃.トランスレータ型EDI)

一,護議鰯i霧i羅議裟褻藷1.蒙㌶ 電子機械 ・鉄鋼 ・石油化学 ・

自動車・ホームセンターなどで採用実績。漢字対応な

ど日本の事情に適合。

用される。国連で承認が必要なため、標準作成に時

間がかかる。現在、流通システム開発センターを中心

に研究・開発が進められている。

一能S霧 騰i霧QR実 現の緊急度を考えると、当面は
Cllに 崇 で対 応 。

一鷹 では、国内は米国ルール(ANSD、 国際取 引は、

UN/EDIFACT採 用

EDI標 準 の普及

・QR推 進協 議会(EDI普 及策 の検 討 と普 及

活 動)

一説明会/普 及活動

－EDI普 及のためのパンフレット作成予定

・TllP事 業=EDI標 準 に準 拠 した業 務 システ

ム 開 発 と実 証 実験



TllP事 業 でQRを 加 速

・インターフェース重 視 の 業 務システム

ー安価で、使い易さを重視

一容易なネットワーク接続

・イントラネット型 の実 証 実 験 ネットワー ク

ーグループ・ウエアを導入

一30個 所(300回 線)の 無料アクセスポイント

・研修 室(東 京 ・大 阪)と 体験 コー ナー

TllPシ ステム 群発(全 図)
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1.QRコ ドセ ンター とは
カタログ:メーカーの商品情報。従来は紙の「カタログ」で取引先に渡され てい

た。QRコ ー ドセンターはコンピュータ用にデータ化されたカタログを保有し、

取引先間の高速かつタイムリーなカタログ交換を実現する。

アパ レル企業

Aア パ レル ,

Aア パ レル

カタログ

幽
B衣 料

カタログ

.Cス タ イノk

→

Cス タイル

カタログ

/

QRC

(QRコ ー ドセンター)

商品カタ ログデータ群

小売業

工

/ Cス タイル
カタログ

Eス ー パ ー

→

唖、

B衣 料

カタ ログ

Cス タイル

カ夕日グ



価格

カタログ階層化の具体例
;・;・'・'・'・'・'・'・'・'・'・'・'・'・.・ ド ・'・1・`・'・'・'・'・ ㌧ 「・「・-・s

.層.層.層='=';'♪:層='=';';'='='ト:÷:」:'=・1・:・:・:・=・:・1・:

企貫コー ド 3333500001

企真名 欄A8Cア パ レル

1
1

・

1

・.・.㌔・:・:{く・=・=・=弓・.・.・.・べ.・,㌧・.㌔、㌔・,・.㌔・, 二9:::1==・=・:・;∵ド.・,・.・.・.

レクシ ョンコー ド 101 102
レクシ ョン名称 ABCブ ラン ド XYZブ ラン ド

1 1

.,

1 1
.⑳ ● ■

1
・

撤ili〔i
≡ 簗 雛 遅iiiiiiiiiiii……i

・:・
,・:・=・:・;・:・ト:・1・:・1・:・:・♪:・〉'・ ,・7層 層r :・:・1・:・:・:・1・;・;・;・;・・㌦ ㌔㌧' ..

タイルNo.
493335000001x 493335000051x 493335054001x

一カー品書 ABO-5980蜘1 旭C-6752-298 XYZ-3049-t19

品名 ABcボ1甑' ABα ンズ瓦一, XYZス ラ,クス

緒 ∀5.600 ¥69,000 ¥12,000

1

::=、:、:、=、麸難 燃 ・・= 慨≡;=::Ol:査=泌::=1=:
.... 色 サイズ 色 サイズ 色 サイズ」L… 」'・..7.7.「.「.・

493335000001x 赤 S 493335000051x 紺 Y体2号 493335054001x 黒 680■
493335000002x 赤 M 49鋤5000052x 紺 Y体3号 493335054002x 黒 70㎝
493335000003x 赤 L 49詔35000053x 紺 Y体4号 493335054003x 鳳 72α ■
493335000004x 白 S 493335000054x 紺 Y体5号 4gm5054004x 黒 74α ■
493335000005x 白 M 493335000055x 紺 Y体8号 493335054006x 黒 76個 日
493335000006x 白 L 493335000056x 紺 Y体7号 493335054006x 屠 78㎝
493335000007x 黒 S 493335000057x 茶 Y体2号 493335054007x 黒 80α ■
493335000008x 里 M 493335000058x 茶 Y体3号 49幻35054008x 黒 82㎝
493335000009x 黒 し 493335000059x 茶 Y体4号 493335054009x 忠 840励
493335000010x 青 S 493335000060x 茶 Y体5号 493335054010買 黒 860目
493335000011x 肯 M 493335000061x 茶 Y体6号 493335054011x 萬 880四
493335000012x 青 L 493335000062x 茶 Y体7号 4933350540惚x 黒 goα ■

: : = : : = : : :

2.QRコ ドセンタ のサ ビス

(1)バ ッチ.サ ー ビス(1)
一カタログの登録や抽出の申込みファイルを受信し

、結果ファイルを返送するサービス
ー大量処理に向く一括処理タイプ

アパ レル企業
QRC

(QRコ ー ドセンター)

騰'薩ii麺 翻
一 匿1

■作
成
-

一

薩ii藷'
剃 ←■

パソコン

OI

白飲 言

`⊆≡=

一

申込ファイルの受付

(一括処理開始)

(一 括処 理完了)

膨iiii魏翻 膨ii逼
※抽出申込の場合は結果
ファイルができる

芦

小売業

抽出申込
ファイル

}1'醸
作
成 量

パソコン

抽出結果
ファイ巴

豊麗

剛
ρOS

◆QRコ ー ドセ ン タ ー は、 申込 フ ァ イル や 結 果 フ ァイ ル に、

榛 化 され た デー タ フ ォー マ ッ トを採 用 す る。

(利用者 は、取 引先が どこで あって も、同 じデー タフォーマ ッ トでカタログの交換が できる。)

〈結果 ファイルの2次 利用 〉
'POSで の利用

・自社商品マスターのメ ンテ

・発注システム との連動

、



2 QRコ ー ドセ ン ター の サ ー ビス(2)

(2)リ ア ル タ イ ム ・サ ー ビ ス

》カタログの登録や照会をパソコン端末からリアルタイムでサービス

〉答えがすぐに返ってくる会話処理タイプ

》 リアルの検索結果をバッチ処理により受取ることも可能

アパ レル企業
QRC

(QRコ ー ドセンター)

小売業
'、

登録データの送信
一 已 ・グ・会・求1》
、 ,受 け付 ける1

-』i」 ・一丁'「

L..r自 ㊤.

' 司

すぐに処理する 　 ',_亀.

尾瀬
パ ソコンPOS〔竺 ・噸1 ビ デー・・≡

屋巨塾
パ ソコン

〆

を登録する

1結 果を返す
・鴫

※画面から新製品のカタログ情報

■

※田面から希望のカタログ
情報を照会する

QRコ ー ドセンター とTllPネ ットワー ク

ORコ ードセンター 試行運用多加企禽

w・ 嫌 牽搾 ぞ ・ 、7令
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恥ぱs64

o
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'・ 「.

JCA-H手 順

(但し、VANが 提供 している手順があれ ば、

プロトコル 変換により接続 可能)



アパレル企業 特有機能

パ ー トナ ー 設 定

アパレル企業側で取引関係にある小売企業にカタログの公開、カタログの

ダウンロードを認めるか否かを設定する機能

セ レクション レベ ル で の ア クセ スコン トロー ル

PB商 品など特定ブランドについて、特別の小売業、チェーン展開

の専門店、自社系列店舗のみにアクセスを認める等の設定が可能

パ ー トナ ー キ ー ワー ド

セレクション、スタイルのレベルで取引先小売業に、検索・ダウンロードを容

易に出来るようにする仕組み。

・ 顧 客 プ ロファイル

取引小売業の扱う商品のJANコ ードのみを提供する仕組み。
この顧客プロファイルにより、小売業はQRコ ードセンターから基本JANデ ー

タをダウンロードする。特に専門店のPOSのPLU(PriceLookUp)セ ットの

支援に最適。

卸売業パッケージ

● 卸売業パッケージはアパレル

版と小売業版からなり、その両

方の機能を使えます。

● アパレル企業が自社小売店舗

のPOS制 御システムとしても

利用可能です。

● 小売企業が自社店舗のPOS

のPLUテ ーブルデータの統合

管理が出来ます。
一販売価格の設定

一顧客プロファイルによる

店舗販売対象SKUのJAN

データ転送

自社端末

墨1噸 繍 i,…,i

躍 増 鋤
POSPOSPOS



QRコ ー ドセ ンター 不 可 欠の ユーティリティ

JANコ ー ド情 報 の 交 換 ルー トの 簡 素 化

複数の取引先があっても、JANコ ード情報の登録やダウンロードのルートを簡素化できる。

プライベート・ブランド用のJANコ ード情報もルートを簡素化できる。

JANコ ー ド情 報 の 交 換 は、標 準 化され たEDIを 使 用

JANコ ード情報の交換は、標準化EDIを 使用する。

これまでは、取引先により書式が違い、その鯛整に手間がかかっていた。

JANコ ー ド情 報 の 転 送 は、自動 化で リー ドタイムを短 縮

アパレル企業が登録したら、取引先からすぐに利用できる。

アパレル企業が登録したら、取引先に自動的に追加データだけを渡すこともできる。

情 報 精 度 の 安 定

QRコ 一合ドセンターのJANコ ー ド情報を集的に管理すればよい。

登録データの修正も、1回の作業ですむ。

取 引先 に依 存 しな い「統 一 的な 自動 化システム 」が 構 築 できる

発注システムとの連動

商品マスターの自動更新

POS価 格検索(PLU)マ スターの自動作成… 等々





マ イ カル グ ル ー プの

企 業 間 シス テム へ の 取組 み

－ECReORSへ の アブPa－ チ ー

竃場 顯 ムズ繕



4.マイカルグループの経 営課 題 とシステム化 の考 え方

■High-FashionLow-Price

(商品の質を高めながらも、値ごろ価格で提供する)

■High-lmageLow-Cost

(快適でセンス溢れる環境やサービスを低いコストで実現する)

■High-TurnLow-Stock

(在庫回転率を高め、商品の鮮度を上げる)

』

■高感度流通システムの追求
(店づくり、品揃えがマーケット変化に迅速に対応できる流通システム)

■全自動流通システムの追求
(徹 底 したローコストオ ペレー ション流通システム)

■情報システムインフラの確立
(長期にわたって経営ニーズの変化にローコストで対応できる情報システム基盤)

[2]企 業 間 システム の 展 開 状 況

1.ECRを めざすEDIの 展開

一1 .ECRの 背 景

■ さらなるお客様満足度の向上と在庫効率の向上

(タイムリーな品揃えの改善、品切れ防止、商品鮮度の向上)

■ さらなるローコストオペレーション体制の追求

(一 企業内での合理化の限界)

一2 .ECR推 進 基 本 方 針

■ お客様の視点に立った流通構造改革の

お取 引先企業との共同推進

■ 徹底したローコスト流通システムの追求

■ 標準仕様の採用によるコストダウンとスピードアップ



一3 .ECRへ の ス テ ップ

課 題 目 標 EDI対 象 デ ー タ

ECR
タイムリーな 品揃 えの 改善
品 切 れ の 防 止
在 庫 回 転 率 の 向 上

お 客 様 満 足 度 の 向 上
収 益 の 向 上

POS売 上 デ ー タ

在 庫 ・ 生 産 デ ー タ

需 要 予 測 デ ー タ

決済EDl 照 合 事 務 作 業 の 合 理 化
計 上 デ ー タ の 同 期 化
自 動 計 上 支 払

返 品/値 引 デ ー タ

支 払 デ ー タ

物 流EDl
検品など物流作業の合理化
伝 票 事 務 作 業 の 合 理 化

単 品受 入検 品作 業 の 廃 止
納 品 伝 票 の 廃 止

納 品 予 定 デ ー タ
納 品 確 定 デ ー タ

商 品 マスターEDI
商 品 マスター登 録 作 業 の 合 理 化

商 品 マスター不 整 合 エラーの 発 生

商 品マスター登録作 業の軽 減

商 品 マ ス タ ー の 同 期 化
商 品 マ ス タ ー 登 録 デ ー タ

発 注EDl 電 話/FAX発 注 の 存 在 EOS発 注100%化 発 注 デ ー タ

ー4 .物 流EDIの 概 要

マイカル

発注データ

お取引先企業

納品予定データ標準フオーマウト

パ歩一ン1

(梱包No+商 品コ・-F')ヒモ付け

納 品予定データ

受注データ

単品受入検品の
廃止

ひ
SCMラ ヘ ル[[[[[1

SCMラ ペルスキャン検収

個 ロ受入検 品

納 品確 定データ伝送

店別仕 分け

店納 品、店頭陳列 納 品確定データ

仕入 ・買掛計上

ピッキング

単 品スキャン出荷検 品

SCMラ ベル貼付

納 品予定データ伝送

納品予定データ

ー

SCMラ ベルの

貼付出荷

スキャン検収

単品スキャン出荷検品

出荷精度基準

ミス率3/10,000以 内

ひ

SCMラ ヘ ル 匝 コ

納品伝票の

廃止

納品確定データ

函



一5展 開状況

ステップ

業種

商 品 マ ス ターEDI

物 流EDl

決 済EDl ECR

加 工 食 品 10社/50%～

日 用 雑 貨 11社/4596～ 1社 1社

化 粧 品 4社/60%～ 1社 1社

婦 人 肌 着 3社/45%～

2.フ ァッションQRSへ の 取 組 み

一1 .QRSの 推 進 ポ イント

A.フ ァッション商 品 の 特 徴

◆1点 単価が高く、プレゼンテーション・接客技術が必要

◆ 販売期間が短く、短期間で売り切る技術が必要

◆ カラー・素材 ・デザインなどトレンド分析による需要予測技術が必要

B.フ ァッシ ョン 業 界 の 特 徴

◆ つくりすぎの無駄 が 多い

◆ 発 注 ～生産 ～納 品の リードタイム が長い

◆ 標 準化、EDIの 普 及が遅れている

・JANコ ード、標準値 札、カラー/サ イズ◆共通コード.

・EOS発 注 ...



一2 .QRSの 推 進 方 法

◆重点課題 を ①協 同でのPOS情 報分析と対策実施 とする。
… ② のEDI拡 大(ノ ー伝票化etc.)は 、並行して検討。

①協同でPOS情 報(売 上・在庫)分 析
1.売 り切る技術の蓄積
・プレゼンテーション

・店間移動

2.需 要予測技術の蓄積
・初回導入量

・売れ行き予測

3.受 注生産技術の蓄積
・追加生産(仕 掛在庫と生産体制)

②協 同でEDI拡 大利用計画

1.商 品マスターEDI

2.物 流EDI

3.決 済EDI

個 別プロジェクト(パートナーシップ)

鵬

・在庫 削減

・格下げ削減

・(売上 増)

・コス トダ ウ ン

製 販 同 盟

一3 .QRS推 進 課 題

種 類 検 討 項 目 デ ー タ

① 売り切る技術 ◆流通在庫の早期把握 による対策指示の精度UP
… 見切り時期の判 断、陳列変更 ・移動指示

◆売上/在 庫データ分析のスピードアップによる指示サ イクルの

短縮化 … イントラネット活用

・POS売 上 デ ータ

・店 在 庫 デ ータ

・センター 在 庫 デ ータ

1・メーカー製品在庫データ1

② 需要予測技術 ◆前年、トレンド、属性分析による初回導入数量、総売上数量の

予測精度UP… デザ イン、カラー、素材、服種

◆導入後、1～2Wの 売上分析による需要予測と対策の精度UP

◆需要予測手法の検討/評 価

・前年実績データ

・時 系列データ

・属性データ

③ 受注生産技術 ◆追加発注に対する、製造～納品リードタイムの短縮

◆受注生産技術の追求による製品在庫の極小化

・仕掛 品データ

*EDI追 加7ー タ



一4 .クイック生産 へ の取組 み

(1)現 状

A.契 約数量1,000枚 のアイテムに対 し、初回導 入までに80% 、800枚 を

製品化 し、400枚 を初 回導 入、残 り400枚 を製品在庫 としてもっている。

B.2ヵ 月の販売期間 に対し、追加製 造 ・納品できるまで、受注 後1ヵ 月かかっ

ている。従 って、販 売期間 内には1回 しか追加製造できない。

C.死 筋になれば、800枚 近くを格下げ、見切り処分にすることになる。売筋

になっても、販売期間の晩期にしか追加製造分が導入できない。

(2)改善案 駕繋 慈 謬齢 欝欝くiξ篇響 驕豊麗 蒙る

A.契 約数量1,000枚 のアイテムに対 し、初 回導 入までに5096、500枚 を

製品化 し、400枚 を初 回導 入、残 り100枚 を製品在庫としてもつ。

B.2W経 過時点で判断 し

① 死筋になると判 断した場 合は、500枚 を売 り切 る方法を計 画化する。

② 売筋 になりそうであれ ば、300枚 を追加 発注 し、2W後 のピークに

合わせた店導入を計画 化する。

C.4W経 過 時点で判 断 し

①"手 じまい"と 判断した場合 は、追加導入分を含 めて、売り切る方 法を

計 画化する。

② 更 に売れ そうであれ ば、200枚 を追加発注 し、2W後 の店 導入を

計画化する。

D.1,000枚 の契約数量 が消化できず、原反が残った場合 は、別途 の

商 品企画への転用を検討する。



(3)情 報 ネットワーク

(フ㌶ 三ン) (マ イカルシステムズ〉 (マ イカル商品統括)

HOST

ロ
ー一..]一 一 一 ←.口

≡

公衆網
'、
＼ ノ

圏メーカー

在庫情報

＼ ノ

r、
＼_ノ

センター

在庫情報

＼ ノ

〆一一 、
＼ ノ

店在庫
売上情報
＼ ノ

[
「 ぎ |

エクス トラネッ ト

,

・シ ン ガポ ー ル

・フ ァテ ィエ

・信 和 シャ ツ

在庫情報 1 1
ぐイ雑 交レう

統合処理

口
・分 一 「■ 〔 ≡

サ ー バ ー ▼

＼

()

フ7ッション

統合DB

ノ

WAN[匡 当

面
辺EBサ ーバー

口
・

ぐ一 ■■ ■■■■■◆・

商品情報 商品情報
[酬

[3]企 業 間 シ ス テ ム の 課 題

1.物 流 システムの 整備

一1.マイカル物流センター機能概要

取

引

先

、、
～_ノ

店別梱包

一括納品

一 括 納 品

持込み
/

.、、.t・i瓢 、(喜L灘 ・

入 荷
◇

羅 種蒔き

轟瀞lli,=繍

入 荷
◇

自社
在庫

方面別
仕分 け
◇

摘み取 り

易 繊{認 。ジ ヨノぐ一7

ペ ンタ'一

在 庫 摘み取 り

店 ・、、

磯
店

コ

》
店 _

泌



一2 .主要機 能 と取 扱 商 品

、 斗Lん

セ ン タi』 種 類嚢
.遍

RC㌫:

∫(TO,
滋 ト筋
筋

備蓄
ラック
、 ・ ◆

ソ ヨ八 一
課 題 ・そ の 他

1 マイカル流通センター ◎ O ○
・衣 料 ・服 飾 ・リビング

・(グロサ リー)

2 マイカル3PLセ ンター O ◎
・グ ロサ リー ・酒

・(リビング)

3 マイカルハンガーセンター ◎ ・ファッション商 品

4 マイカル食品加工センター ○ ○ ◎
・生鮮商 品 ・要 冷商 品

・目配 品

5 マイカル食 品センター ○ ◎
・生鮮 商品 ・要 冷商 品

・目配 品

2.情 報 ネットワークの再構 築

一1 .再 構 築 の 背 景

■マイカルグループの 自営 パケット通信 網

「MYCAL-NET」 の 限 界

●大量データ通信に対応できない

●オープン系の新システムに対応できない

MYCAL-NET

・1989年 に構 築 したX .25ベ ー ス、9,600bpsの 自営 パ ケ ット通 信 網

・ア クセ スポ イン ト 全 国21ヶ 所 、約350の 専 用 回 線 で構 成

・グ ル ー プ各 社 約300ヶ 所 、約13,000端 末 で利 用



一2 .MYCAL-NETの 再構築

く第1ス テップ〉

●64kbpsを 基 本 とした専 用 回線 接 続 形 態

●従 来 のMYCAL-NETの 機 能を完 全 吸収

●オープン系 の標 準プロトコル(TCP/IP)の 採 用

畢
OBN構 想に基づくネットワーク構築
(OBN:OpenBusinessNetwork)

〈今後 〉

●OBN構 想 に基づく企業間通信へ の適用

●画像データなどへの対応(衛 星通信利用)

●柔軟性の 向上(店 内無線LAN)

一3 .OBNネ ッ トワ ー ク
【従 来】
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3.ECRの 課 題

一1 .物流 ◆カゴ車納 品の拡大(積 み 下ろし業務の合理化)

◆カテゴリー納品 の拡大(品 出し業務 の合理化)

◆スケジュール 納品 の徹底(要 員配置 の効率化)

-2 .物流EDI◆ 取引先拡大 のスピー ドアップ(カ バー率の向上)

◆NBメ ーカーとのセンター在庫情報/特 売情報交換

(品 切れ 防止)

◆一括納品、3PL対 象商品の物流EDI化(出 荷情報 のEDI化)

-3 .決済EDI◆ 返品 ・値 引きの業務フロー改善

(ル ールと計上基準 の明確 化)

一4
.ECR ◆取組み体制の整備(商 品・営業スタッフによるステップアップ)

◆単品情報の精度改善(単 品売上 ・在庫情報/

定番 ・特売区分)

◆単品情報の交換・活用(共 同データベースの作成)

4.QRSの 課 題

一1 .物 流 ◆ ハンガー納品の拡大(積 み下ろし、品出し業務の合理化)

◆簡易通い函の導入(ダ ンボールー環境対策)

一2物 流EDI◆ ハンガー納 品の物 流EDI(出 荷情報 のEDI化)

一3 .QRS ◆対象商品の拡大とデータ活用体制整備(リテラシー強化)

◆単品情報の精度改善(カラーサイズ情報 ・移動 ・棚卸情報)

◆需要予測技術とリードタイム短縮技術の蓄積

(仕掛在庫の持ち方と受注生産体制)



5.そ の 他 の 課題

一1標 準化への対応 ◆JEDICOSの 実験導入(EDiFACTの 追加)

◆ASN標 準 項 目への対応(パ ターン1)

◆QRcの 利用検討(JAN化 、マスター登 録)

一2 .標準 化 の推進 ◆物流EDI－ 八ンガー納 品(返 品)

◆決済EDI－ 返品 ・値引きデータ

ー3 .社内インフラ整備 ◆次世代 店舗システムの早期構 築

(オープン化、LAN化 、無線化、ペーパー レス化)
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